
    
      
        
      
    

  

























































痴漢されそうになっているＳ級美少女を助けたら隣の席の幼馴染だった３
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　いつも通りの朝。電車に乗って、幼馴染おさななじみの伏見ふしみ姫奈ひなと通学をしていた。

「そんな憂鬱ゆううつそうな顔するなって」

「憂鬱なんだよね……やっぱり満員電車って」

　俺おれでも憂鬱なのに、伏見がそれを嫌がるのには、理由があった。

　ちょっとした痴漢ちかん未遂を受けたことがあるのだ。ちょうど俺がそれを見かけて犯人のおっさんに声をかけて未然に防げた。

　伏見だと俺はわからなかったけど、どうやらそうらしかった。それを機に、中学校から高一までロクに話さない間柄だったのに、ちょこちょこ会話をするようになり、遊んだり、こうして登下校を一緒にしたりするテンプレ幼馴染に戻った。

「諒りょうくん、諒くん。今度から、三〇分早い電車にしない？」

「無理無理。起きられないし」

「そっかぁ……」

　この提案は、これで二度目。

　前、そう言われたときに「じゃあ、伏見はそうしたら？」って別々登校案を口にしたところ、すこぶる機嫌が悪くなった。

　多少なりとも空すいている電車に乗りたい伏見。朝起きれない俺。お互い利益りえきのある話だと思ったのに。

　機嫌が直滑降した伏見はその日、授業中先生に当てられても答えを教えてくれず（いつもはこそっと教えてくれる）、シャー芯しんも貸してくれず、ノートも見せてくれなかった。

　……羅列すると俺がどれだけダメな子なのかよくわかるな……。

　まあそれはともかく、よくわからないけど「別々登校案」は地雷なんだと俺は学習したのだ。

「でも、自転車は遠いしなぁ……」

　俺だって、満員電車が好きなわけじゃない。できれば吊つり革かわを持ちたいし、可能なら座りたい。でも、朝早起きするのとどちらがいいのか、といえば、前者を取ってしまう。

　ギリギリ密着しない程度にくっついている伏見が首をかしげた。

「自転車で登校したことあるの？」

「あるよ。一回だけ。でも四〇分くらいかかったから」

　雨も降るし、夏は暑いし冬は寒い。二〇分くらいなら耐えられるんだけど。

「自転車通学……」

　ぼそり、と伏見が言う。

「並んでおしゃべりしながら、通学。ありかも」

　四〇分の道のりは長いぞ……？

　ゆるやかなカーブにさしかかり、背中に受ける圧力が増してきた。

　その圧力に対抗するように背筋をシャキンと伸ばす。俺がここでヘタると伏見までつぶれる。

　じい、とその伏見は俺を見上げていた。

「……何」

「ふふ。ううん。ありがとう、って思っただけ」

　くすっと微笑びしょうする笑顔から目を背そむける。

　電車が揺れる弾みで、伏見と体がときどきぶつかるけど、女子の体っていうのは何でこんなに柔らかいんだろうって不思議でならない。いいにおいもするし。

　電車が停とまり、乗客が入れ替わる。あと三駅──。

　心を無にしようとしていると、見慣れない制服を着た女の子が目についた。

　二メートルくらい先。

　……この手の満員電車は、痴漢冤罪えんざいが怖くて女性から距離をなるべく取ろうって考える人が大半だ。けど、その子の真後ろにいたおっさんは、不自然なほど距離が近い。

　──この子が、俺と伏見の幼馴染にあたる姫嶋ひめじま藍あいだと、俺はこのときさっぱり気づかなかった。
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「伏見、しばらく耐えてくれ」

「え？　どういう……」

　わけを訊ききたそうな伏見には構わず、人をかき分けて車内を歩く。迷惑そうな顔をされたけど、構わなかった。

　その子とおっさんの間に体を割り込ませ、一件落着──かと思いきや、腕を女の子に摑つかまれた俺は、次の停車駅で無理やり降ろされた。




「……また君か」

　鉄道警察のおじさんは、半目でスチールデスクの前に座る俺を見る。

「またって、俺だって来たくて来てるわけじゃないんですから」

　ここは伏見を痴漢しそうだったおっさんを追いかけて降りた駅でもあった。

　あれから一か月半ちょっと。またしても痴漢騒ぎに首を突っ込んだ俺はこうして事情聴取されていた。

「痴漢されそうになっていた女の子（ＪＫ）を、高森たかもりくんは助けた、と」

「はい。そうです」

　前回と違う点は、同じ幼馴染でも、転校で離れた女の子だってことだ。

「……で、そのＪＫは？」

「走って……逃げました」

　そう。俺を電車から降ろした姫嶋藍は、俺のことを認識すると、走って改札から出ていってしまったのだ。

「またそれ」

「またって……」

「痴漢騒ぎだってホームでみんなが言うから出てきてみれば、君がその中心にいて、被害者もいなければ犯人も現場にいない」

　はぁ、とおじさんはため息をついて、立ち上がり、俺に背をむけた。

「本当は、君なんじゃないのかね。おじさん、誰だれにも言わないから正直に言ってみないか」

　何誘導しようとしてんだよ。

「目を瞑つむって、やってたら、そっと手を上げて」

　いやそれ学級会の犯人探すやつ。

「だから、本当に俺は未然に防いだだけで、あの子が勘違いを……」

　ヴヴ、ヴヴ、と携帯が振動している。ポケットから携帯を取り出してみると、伏見からの着信だった。

　無理やり降ろされたから、心配になったってところだろうか。

　前回のように、俺は被害者の特徴や、何をされていたか、その犯人の風貌ふうぼうなど、鉄道警察のおじさんに伝えていった。

「あの、すみませんけど、前みたいに学校に遅刻するって連絡入れてもらえると」

「はいはい」

　聴取を終えたおじさんは、呆あきれたようなため息をつく。

　俺が学校の番号を教えると、事務室にある電話から連絡を入れてくれた。

　サボりが常習化している俺は、自分から連絡すると高確率でサボりを疑われるのだ。

　解放されると、さっきと違いずいぶん空いた電車に乗って、学校へと向かった。

　藍ちゃんは、転校してから二度手紙でやりとりをしたことがある。

「手紙を書きます。だから、諒も返事を書いてくださいね？」って言ってて、本当に送ってきたので、俺も了承した手前返事を出さないのも気が咎とがめるので、書いた覚えがある。

　俺、伏見、藍ちゃん、茉菜まな。四人で遊んだことも多い。

　転校したって聞いたのに、何でここに……。もしかして、藍ちゃん、戻ってきてたりして。

　なんて予想を立てていると、そうらしかった。

　一限の授業がはじまる前に登校すると、遅刻してきた俺なんて誰も構わず、みんながソワソワしていた。

「いきなり電車を降りてどうしたの？」

　隣の席の伏見だけが気にかけてくれた。

「なあ、伏見。藍ちゃんって覚えてる？」

「うん。藍ちゃんって、姫嶋の？」

　そうそう、と俺はうなずき、痴漢されそうになっている少女を助けた話をした。

「それが、藍ちゃんだったんだよ」

「えっ。何それ。じゃあもしかすると、藍ちゃんなのかな……？」

「何が？」

「六月から転校してくる子がいるってワカちゃんが言ってて」

「うちに転校してきたってこと？」

「かもね」

　ぼそりと言って、伏見は教科書を取り出す。

　そりゃソワソワするよな。転校生がやってくるなんてビッグイベント。

　するなってほうが無理だ。




　昼休憩。

　誰もいない物理室で俺と鳥越とりごえ静香しずかは昼飯を食べていた。

　伏見とああなるまでは、この学校では一番仲がいい……と俺が思っていた鳥越とは、こうして静かな物理室で昼を共に過ごす。

　何か話すわけでもないし、向かい合って昼飯を食べるわけでもない。無言でも気にならないし気まずくない、鳥越との昼休憩は、俺にとっては案外居心地のいい時間だった。

「六月からなんだよね」

　唐突に鳥越がぽつりと言う。

「何が」

「転校生」

「六月からだったら、何？」

「ビッグイベント。あるでしょ」

「何かあったっけ」

「修学旅行。一緒に行くことになるんだなって思っただけ」

　そうだ。学祭の話し合いとかしてたから忘れてたけど、それがあるんだった。







　先生が出張でいない日本史の自習中。

　シャーペンをさらさらと淀よどみなく走らせる伏見が、ぽつりと口にした。

「藍ちゃんかどうかはさておき、六月から転校って変だよね」

「変っていうか、転校自体珍しいからなぁ」

　課題として出されたプリントがいまだ白紙な俺と比べて、すでに伏見は半分ほどが埋まっていた。

　こそっと覗のぞこうとすると、腕でガードされた。

「諒くん、そういうところだよ」

　と、伏見に真顔で怒られた。

「教科書見れば、ちゃんと書いてあるんだから──」

　手取り足取り、伏見は親切に教えてくれる。

「普通さ、そういうのって夏休み後の九月とかにしない？　中途半端ちゅうとはんぱだと思うし」

「それは俺も思ったけど、修学旅行行けないのが嫌だったとか」

　鳥越曰いわくビッグイベントらしいし。

　自習というのも手伝って、教室内の会話は弾んでいる。

　転校生の話や、修学旅行どこへ行くんだろう？　とか、一緒の班になろうぜーとか。

　余所よそへ旅行に行くって見方をすれば、修学旅行は悪いものじゃない。

　でも、学校やクラスっていう単位で行動するってなると話はまた別だ。

　去年の修学旅行。俺の班は、各仲良しグループから溢あふれた余り物で構成された混成部隊。旅館内の部屋は気づまりだったし、なんならそのグループのところへみんな行くから、俺一人だけ部屋にぽつーんってときも多かった。

「藍ちゃん、どんな感じだった？」

「高校生になってた」

「ふふふ。そりゃそうだけど、もうちょっと何かないの、諒くん？」

　俺の回答がよほどおかしかったのか、くすくすと伏見は笑う。

「見慣れない制服着てた」

「どこに転校したんだっけ？」

「たしか、東京のほうだったような」

「じゃ見慣れないわけだ」

　自習を終わらせた伏見は、文庫本を片手に持ったまま話す。

　周囲も自習の課題を終わらせた人は席を移動し、仲のいいクラスメイトとしゃべっていた。

　そんな空席となった俺の前の席に、鳥越がプリントを持ってやってきた。

「しーちゃん、終わった？」

「もうちょっと。ひーな、もう終わってるんだ」

「えへへ。これでも成績優秀者ですから」

　珍しいな。鳥越が自習中わざわざこっちに来るなんて。

「鳥越、何か用か」

「諒くん、何でそういう言い方するの」

　むっと怒ったように顔をしかめる伏見。

「仲良しフレンズなんだから、そばに来たっていいでしょ」

　仲良しフレンズって。フレーズが昭和感ある。

「べ、別に、そういうつもりじゃ……なかったんだけど……」

　耳を赤くした鳥越が、徐々に小さくなっていく。

「でも『仲良しフレンズ』っていう単語は、ダサいかな」

　チーン、と伏見が固まっていた。

　この「ダサい」は、最近、伏見に対してタブー化しつつあった。悪口のダメージとしては、特効ってくらいよく効くらしい。

「二人は、どうするのかなって、思っただけ」

　背を向けたまま、鳥越が言う。

「どうするって、何が？」

「修学旅行の班」

　あー……鳥越は、それを確認しに来たのか。

「諒くん、何かアテはある？　班決めのアテ」

　悪い。もう他のやつと組んじまった。

　……なんて言える人生だったらよかったな、って思った。
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「諒くん、遠い目をしてどうしたの？」

「パラレルワールドの俺は、こうだったらいいなって」

「？」

　不思議そうに伏見は目を瞬かせた。

「あのっ──」

　鳥越が、くるんとこっちに向き直った。

「よかったら、だけど……一緒に……高森くんも、ひーなも。修学旅行の、班」

　鳥越は、気恥ずかしそうに口をへの字にして、俺たちの反応を待っている。

　こんなふうに誘われるの、どれくらいぶりだろう。

　久しぶりすぎて、俺はちょっとジーンとしていた。

　仲がいい伏見のことだ。即答で首を縦に振るんだろう。

　そう思ってちらりと隣を見ると、何かを考えるように、視線をそらした。

　思っていなかった反応だった。

「他に誰かと予定あった？」

　俺が尋ねると、伏見は首を振った。

「ううん。えと、それじゃ、お願いします」

　ほっとしたのか、鳥越の表情が明るくなった。

「よかった。でもひーな、他の人たちにも誘われるんじゃ」

「あ」

　何人の班になるかわからないけど、上限が三人ってことはないだろう。

「となると、伏見にくっついてくる人たちを組み込む必要があるわけだな」

　俺が言うと、二人がくすっと笑った。

「諒くんもオッケーだってさ」

「みたいだね」

　丸く収まってくれるといいけど。伏見組。

　伏見と鳥越は、ああしよう、こうしよう、と修学旅行の意見交換に熱が入っていた。

　俺は鳥越のことをちょっと見直していた。

　あんなふうに誘うのって、勇気がいるから。

　俺は、どれだけ鳥越が勇気を振り絞ったのか、手に取るようにわかった。

　よっぽど自分に自信があったり、グループで固まってたりすれば、言いやすくもあるんだろう。

　断られないだろう、という予想ができるし。

　友達が極きわめて少ない俺や鳥越は「断られるかもしれない」「迷惑かもしれない」という思いが、常によぎるのだ。

　そんな中で、ああして誘ってきた鳥越の姿を見ると、俺も頑張ってみようと思わないでもない。

「藍ちゃん、どのクラスに入るんだろうね」

「ここじゃね？　俺と伏見いるし」

「あー……そかそか。ありえる」

　来週から六月。

　その転校生サマがやってくる。

　藍ちゃんって当時のまま呼ぶのはちょっと恥ずいから、ヒメジって呼ぶことにしよう。

「その転校生ちゃん、二人の知り合い？」

「ヒメジが来るかどうかは確定じゃないけどな」

「また諒くんがスカしはじめた」

「スカしてねえよ」

「素直に藍ちゃんって呼べばいいのに」

「ちっちゃいときの呼び方を今するのって、恥ずかしいんだよ」

　そうかなー？　と伏見は首をかしげた。

「藍ちゃんは、小学校の途中で転校しちゃったけど、諒くんともわたしとも仲はよかったよ」

　ヒメジかもしれない転校生との話を伏見が鳥越に言う。

　遊ぶときは、茉菜を含めた四人が多かった。俺以外は女子ばっかりで、他の男子に見つかって冷やかされることも多々あった。

「二人とも仲よかったんだ。……だとしたら、それはそれで問題なような？」

　鳥越が眉まゆをひそめてぽろりとこぼす。

「転校した幼馴染と数年ぶりの再会──思春期真っただ中の二人が接近していくのに時間はかからなかった──」

　とナレーション風なエエ声で鳥越が語る。

「そんなのないから」

　ばしっと伏見が否定ひていする。

「そんなのないから」

　繰り返した。

　冷たい声に、俺も鳥越も、伏見に目をやった。

「そんなのないから」

　三回言った。

　むううう、とハムスターみたに頰ほおを膨らませた伏見は、曇り顔で手元の文庫本に目を落としている。

「高森くん、どうにかして」

「俺に言うなよ。鳥越の仲良しフレンズだろ？」

　ぶふ、と鳥越が笑う。

「笑うなって」

「だって、そんなネーミング……」

「どうせダサいもん」

　小声でしゃべってたのにきちんと聞いてるし、拗すねてる。

「ひーなが読んでるそれって、この前私が言ってたあれ？」

「うん。そうそう。まだ最初のほうなんだけど──」

　お。話が弾みだした。というか意図的に鳥越がそらした気がする。







　じゃあね、と伏見と別れ家に着くと、すでに妹の茉菜が帰ってきていた。玄関の靴脱ぎに彼女のローファーがきちんと揃そろえて置いてあったから、そうなんだろう。

「今日晩飯何？」

　物音がするので、リビングからキッチンを除いてみると、案の定、制服にエプロン姿のギャルがキッチンに立って料理をしていた。

　二歳下の中三のギャルは、トントン、と小気味いい音を鳴らして何かを切っている。

「にーに。帰ったら先に言うことあるでしょー」

　おまえは俺の母さんか。てか、実の母よりも母らしいことを言ってくる。

「ただいま」

「お帰り」

　にしし、と嬉うれしそうに笑う妹。いい嫁になるよ、この子は。

「なあ、ヒメジ……藍ちゃんって覚えてる？」

「藍ちゃんってあの藍ちゃん？　覚えてるっていうか、忘れないから。何回も一緒に遊んだ仲なのに」

　味噌汁みそしるか何かの味見をする茉菜が、「よき！」と満足そうにうなずく。

　俺だって、別にすっかり忘れていたわけじゃない。ただ、ああして再会しない限りは、思い出すこともほとんどなかっただろう。

「ヒメジのこと、何か聞いてる？」

「転校してくるんでしょー？」

　やっぱそうなのか。

「何で知ってるんだよ」

「タメに弟いるから、そいつがこっちに帰ってくるって聞いて。藍ちゃんもそうなのかなって思っただけ」

　ふうん、と俺は興味なさそうに鼻を鳴らした。

　キッチンを覗くのをやめた俺が、リビングで適当にテレビを見ているとチャイムが鳴らされた。

「姫奈ちゃんかな」

「ああ、いいよ。俺出る」

　エプロンで手を拭いて出ようとする茉菜を制して、俺は玄関に向かった。

　伏見、何の用だろう。

　ピンポン、ピンポンと鳴らされるので、そこで俺は扉の向こうで呼び鈴を鳴らしている人は伏見ではないと確信した。

　あいつなら、こんなに何回も鳴らしたりしない。

「はい、今出ますー」

　さっき脱いだスニーカーをつま先につっかけて、ノブに手をかけて扉を押し開けた。

「痴漢の諒クン、ご機嫌よう」

　玄関先には、ヒメジがいた。

「誰かと思えば……」

　何がご機嫌よう、だ。

　朝見たときと同じ制服を着ているヒメジ。
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　当時の面影がはっきりと残っていた。まじまじと見ると、化粧を多少しているのがわかる。

　伏見や鳥越とは少し違って、なんというか、あか抜けた雰囲気があった。

　男子の大半が美少女と評価するであろう容姿もそれらに拍車をかけていた。

「よお、ヒメジ。何か用？」

「何か用ってご挨拶あいさつですね。……ていうか、何ですか、ヒメジって」

　お気に召さなかったのか、ヒメジは半目をした。

「姫嶋だからヒメジ。いいだろ、呼びやすくて」

「別に何でもいいですけど──」

「で、何か用？　あと、俺は痴漢なんてしてねえからな。説明しようとしたら逃げやがって」

「あ、あれは、騒ぎになりそうだったから、思わず……」

　その騒ぎにしたのはそっちだけどな。

「私、諒や姫奈と同じ高校に転校するんです。それを言いに」

「あーそう」

「反応薄すぎません？　ちょっとは喜んでください」

「何でだよ」

「離れ離れになった幼馴染と、また一緒に学校に通えるようになったんですよ？」

　んなこと言われても。

　自分と一緒に学校に通えるのが喜びだって、相当自分に自信があるんだな。

「来週からで、クラスも一緒です」

　えへん、と得意そうに報告してくれた。

　今日の朝は、登校経路をシミュレーションしていたらしい。あの駅から乗車したのは、行き先が不安だったから、確認しようと一旦いったん下車したからとか。

　なのに痴漢未遂なんて、不運すぎる。

「こっそり見学もさせてもらいましたし、若田部わかたべ先生にもご挨拶をさせていただきました」

「俺が学級委員だから、あんま変なことするなよ？」

「諒が？　ふふ。それはいいことを聞きました」

　いいことか？

　どうやら、ヒメジは言葉通りの挨拶をしに来たようだ。

　きちんと会話をしていくと、当時のことを思い出してきた。

　ヒメジって、こういうやつだったな。物言いもあのときのままだ。

「あ、そうだ。茉菜ー？　ヒメジが来たぞ」

　振り返ってキッチンのほうへ呼びかけると、パタパタ、とスリッパを鳴らした茉菜が廊下を走ってきた。

「うわ、マジじゃん！　藍ちゃん！」

「茉菜。久しぶりですね」

「おっひー」

「おっひー」

　何だその挨拶。久しぶりって意味か？

「にーに、玄関先で何立ち話してんの。こういうときは、上がる？　って言わないと。んもー、気が利きかないんだから」

　俺がこんなんだから、茉菜はしっかり者になったのかもしれない。

「それもそうだな。……うち、上がる？」

　訊くと、くすっとヒメジが笑う。

「あなたたちは、相変わらずですね」

「藍ちゃんは、都会のＪＫって感じするー」

「茉菜は立派なギャルになりましたね」

「でっしょー？　にーにがどうしても、って言うから。ね？」

　ね、じゃねえよ。ね、じゃ。

　眉間に皴しわを寄せたヒメジが、嫌悪感マシマシの目つきで俺を見てくる。

「あなたは、妹に何をさせているのですか……」

「誤解だ。こいつが勝手になっただけ。俺は何も指示してないし」

「にーに、照れないでいいよ？」

「照れてねえわ」

　この会話の中のどこに照れる要素あったんだよ。

「あ、そうだー。藍ちゃん、うちでご飯食べてく？　今家どこなのー？　前と同じ？」

「ああ……ありがたいのですが、今日はごめんなさい。本当に、ちょっと顔を見に来ただけだから」

「そぉ？」

　今日は母さんも遅いし、夕飯準備中の茉菜からすれば、ちょうどよかったんだろう。

「ではまた」

　そう言って踵きびすを返すヒメジ。

　じゃあな、と言って扉を閉めようとする俺に、茉菜が待ったをかけた。

「にーに、送ってあげなよ」

「どうせそこだろ？」

「積もる話もあるだろうし、行ってあげて。藍ちゃん、あれで寂さびしがり屋さんだから」

　そうだっけ。

　茉菜が言うので、仕方なく俺はスニーカーをきちんと履はき直し、小さくなった背中を追いかけた。

「何か用ですか？」

　今度は立場が逆になった。

「送るよ」

「そこですよ、家。知っているでしょ？」

　やっぱり、当時の家に戻ってきたようだ。

「何でこんな中途半端な時期に転校してきたの？」

「悪いですか？」

「悪かないけど、不思議に思うだろ」

「いいでしょう、何でも」

　ワケあり、てことでいいのかな。

「夕飯のこと、茉菜にはお礼を言っておいてください。今日はもう用意してもらっていますから」

「了解。茉菜も喜ぶし、いつでもうち来いよ」

　茉菜がいるときに限るけど。

「諒ってやっぱり……」

　小首をかしげて上目遣うわめづかいをするヒメジに、少しドキっとしてしまう。

　同い年なのに、大学生が制服着てるって言ってもいいくらいの、色気らしきものを感じる。

「やっぱり……何？」

「ふふ、何でもありません」

　知っているはずの女の子なのに、見知らぬ制服を着て大人びた表情をするだけで、まったく知らない女の子になる。

　そんなあか抜けた彼女とは違い、家は古風な一戸建て。久しぶりに来たけど、こんなに古かったっけ。

「ありがとうございました」

　そう言い残したヒメジはこっちを振り返ることなく、家の中に入った。







　月曜日。

　言っていた通り、ヒメジがうちのクラスに転校生としてやってきた。

　担任のワカちゃんのあとに続いて入ってくると、ワカちゃんが簡単に紹介をはじめた。

「姫嶋藍さんです。今日からこの学校に転校してきました。まあ、趣味だの部活だのは、みんなあとで適当に聞いといて」

　ザワつく男子や女子の声が漏もれ聞こえる。

　可愛かわいいだの、制服どこのだろうだの、ひそひそと話していた。

　よほど時間がなかったのか、ヒメジの制服はまだ前の学校のもの。

　黒板に名前を書いたり、自己紹介を自分からする気はないらしく、ヒメジは「よろしくお願いします」と言って小さく頭を下げた。

「はい、拍手」

　ワカちゃんが促すと、みんながウェルカムムードで拍手をしてヒメジを迎えた。

　席、どうするんだろう。

「あ。忘れてた。椅子いすと机用意してない」

　ぼそっとワカちゃんが言う。転校生の定番である窓際最後列に席がないのは、ワカちゃんのうっかりミスだったらしい。

「姫嶋さんは、まだ慣れないだろうから、学級委員の二人、面倒見てやってなー」

「はい」

　伏見が返事をして、俺も適当に「ういす」と返した。

「世話焼きやすいように、席は高森の隣にしとこうか」

　片方は伏見。もう片方は男子。隣ってどっち。

「あ、オレ、移動してもいいッスよ」

　男子がそう言うので、ワカちゃんはその提案に乗っかって、席を空けるように頼んだ。

　その男子の席は、俺が余りの机椅子を持って来て後ろにおくように、との沙汰さたがあった。

　伏見とは反対側の席にヒメジがやってきて、席に着く。

「大変ですね、学級委員」

　こちらは見ずぼそっと言うヒメジは、物珍しそうな視線に晒さらされる中、鞄かばんから出したノートを引き出しに入れていた。

　俺もぼそっと返す。

「ただの雑用係だよ。仕事は多いけど、裏方仕事が大半だから、行事系の委員に入るより楽なんだ」

「そうなんです？」

　反対側から視線を感じる。

「……」

　そっとそちらを窺うかがうと、捨てられた子犬みたいな顔で伏見がこっちを見ていた。

「どうかした……？」

「どうもしないけど……」

　けど？

　何か言おうとするよりも先に、ワカちゃんが俺たちに言った。

「学校の中、時間あったら案内してあげて。伏見でも高森でも、両方でもいいから」

　じゃ終わりまーす、とワカちゃんは出席簿を手に教室から出ていった。

「いいですよ、案内なんてしなくても。珍しいものがあれば別ですけど」

「頼まれたからにはするよ。一応」

　伏見が至って真面目まじめな返答をした。

　何か言いたげなヒメジを遮さえぎるように、人垣ができた。珍しい美少女転校生に、女子も男子も興味津々。ヒメジは一瞬にして席を囲まれてしまった。

　隣のクラスからもどんな子なのか見に来ているし、しばらくはパンダ扱いになりそうだ。

「伏見、どうする？　案内」

「一緒にしよっか」

　案内って言っても、別段変わった教室があるわけでもない。特別教室棟と体育館、あとは食堂くらいか。本人は必要ないらしいけど。

　騒がしいので席を立ち、ワカちゃんに指示された通り、机と椅子を空き教室から運ぶ。

「高森くん、椅子、持つよ」

　鳥越だった。

　わざわざついてきてくれたのか。

「ありがとう。じゃ、頼む」

　椅子を渡すと、鳥越はため息をついた。

「何だよ、いきなり」

「あ。ごめん……なんか、すごい子が来たなって思って」

「すごい子？」

「キラキラしてる感じする。強い『正』の波動を感じる……」

　言わんとしていることはわかる。

　その基準でいうと、俺は完全に『負』側。たぶん鳥越もこっち側だろう。

　運んでいると、向かいから伏見が小走りで駆けてきた。

「わたしも手伝うよ」

　俺が頼まれたことなのに、伏見も鳥越も、いいやつだな。

「ひーな。あの姫嶋さんも幼馴染なんだっけ？」

「幼馴染っていうか、小学校の途中まで一緒だったっていうだけで……幼馴染じゃないよね？」

　ね？　と、伏見は念を押すように繰り返す。

「じゃない、のか？　幼稚園から転校するまで、ほとんど一緒だったし……まあ、伏見もだけど。それなら『幼馴染』って言っていいような？」

「って言ってるけど、ひーな」

　インタビュアーよろしく、鳥越が水を向ける。

「それは違います。幼馴染じゃありません」

　きっぱりと言い切った。何で敬語なんだよ。

「『幼馴染』は、別に一人ってわけじゃないでしょ」

　鳥越のもっともな正論に、うぐっと伏見が詰まる。

「一人でいいの」

　拗ねたように伏見が唇を尖とがらせた。

「だってさ、高森くん」

　そんなふうに話を振られても困るぞ。







「ヒメジ、昼休憩どうする？」

　世話を焼けと言われているので、授業がはじまる前に聞いてみた。

「私と過ごしたいんですか？」

「そういうわけじゃねえよ」

「諒って、食べる相手いないんですか？」

　からかうような笑みで俺を覗いてくる。

「いるよ、一応。ヒメジの相手が誰もいないかもしれないって思って」

「ふうんー？」

　含みのある笑みに、俺が首をかしげていると、

「食べてあげてもいいですよ」

　何で上からなんだよ。

　どうやらすでに色んなグループからお誘いがあったらしいヒメジ。

「学校の案内、そのほうがしやすいから誘ってるんだよ、俺は」

　ふふふ、とヒメジはくすぐったそうに笑う。

「そういうことにしといてあげます」

　どういうことだよ。

「藍ちゃん。諒くんは、学級員として声をかけたのであって、お仕事の一環だから」

「って、姫奈は思いたいんですよね」

「違いますぅー」

　俺を挟んで何かはじまったぞ。

「諒くんは、意外と真面目な一面があるんだから。ワカちゃんの言ったことを守ってるだけなんだから」

「別にいいですよ。なんだって。そんなにムキにならなくてもいいじゃないですか」

　ムキーッ、と伏見が目を吊つり上あげて、威嚇いかくの視線をヒメジに飛ばしている。

「姫奈は、相変わらず『いい子』してるんですね」

「どういう意味？」

「そのままの意味です」

　そういや、当時の俺とヒメジはまあまあケンカをした。俺と伏見も、それなりにケンカはあった。

　けど、一番ケンカが多かったのって──。

「藍ちゃんも、そういう澄まし顔してるの、相変わらずだね。自分は何でもわかってます、みたいなさ」

「……」

　ヒメジが押し黙る。

　その代わり、ムカッ、て音が聞こえそうな気がした。

　この幼馴染たちは、典型的なケンカするほど仲がいい二人だったのを思い出した。

　そういや、こんな感じだったなぁ。

　俺がしみじみしていると、俺の左右では二人がヒートアップしていた。

「案内は一応してあげるから」

「そんな態度の人に案内なんてしてもらわなくても結構です」

　ヒメジがそれ言う？

　キッ、と伏見が俺を睨にらんだ。

「諒くん、案内しなくてもいいってさ」

　って、俺が訊いたときも言ってたな。

「それじゃあいいか」

「待ってください。してほしくないわけじゃないです」

　どっちだよ。

「私は、諒が学級委員の仕事が大変だと思って……忙しいみたいですし……」

　小声でヒメジがつぶやく。

　あー。俺が雑用が多いって言ったから、気を遣って──。

「そう、諒くん超忙しいんだから。藍ちゃんに構ってる暇ないんだよ。勉強いっぱいしなきゃだし」

　うーわ。忘れてた。今日の放課後、姫奈先生降臨の日だった。

「姫奈は諒のなんなんですか。あれこれ勝手に」

「幼馴染ですけど何か！」

「私だってそうです」

　今にもキャンキャン吠ほえそうな伏見と、険けんを露あらわに流し目をしているヒメジ。

　昔からの仲で久しぶりに会ったのに、何で仲よくできねえんだよ……。

　先生が入ってきたので、珍しく俺から進んで号令をかけることにした。

　それがきっかけになり、幼馴染同士の小競り合いは一時休戦となった。

　こんなふうに伏見がムキになる相手って、今思えばヒメジくらいで、昔馴染なじみらしい一面が見られた。







　昼休憩に入ると、ヒメジは真っ先に声をかけた女子のグループの輪に組み込まれた。

　名残惜なごりおしそうな目でこっちを一度見て、何でもなかったかのように女子の輪の中で自然に話しはじめた。

　制服も前のものだし、容姿と相まってかなり目立つ。休憩時間の合間に違うクラスの男子がちょくちょくヒメジを見に来るのも納得だった。

　俺や伏見が世話を焼かずとも、クラスには馴染めそうだ。

　一安心している隙すきに、伏見も別のクラスメイトに声をかけられ、半ば強引に食堂のほうへ連れていかれた。

「諒くん、あとで連絡するからー！」

　と手を振っていたけど、廊下の人込みに紛まぎれて見えなくなった。

　それじゃあ、静かになったところで俺はひっそりと昼休憩を過ごすとしよう。

　マイプレイスの物理室へやってくると、先に来ていた鳥越が中に入った俺を一瞥いちべつして、すぐ手元の携帯に目を落とす。

「姫嶋さん、なかなかの人気だね」

「転校生は珍獣みたいなもんだからな」

　美貌びぼうがその人気に拍車をかけているのもあるんだろう。

　苦笑していつもの席に着く。

　茉菜が持たせてくれた弁当を広げて食べはじめた。

　今回のヒメジもそうだけど、伏見が中学や高校に入ったときも、だいたいあんな感じだった。

「あんな子だったとは」

「どうかした？」

　俺が訊き返すと、何でもない、と鳥越は首を振った。

「でも、これはもしかすると、三みつ巴どもえ……」

　さっきからぶつぶつと鳥越が独り言を漏らす。

「戦略が問われるなぁ……ううん……」

　離れた席で腕組みをして、何やら小難しい顔をして唸うなっている。

「ねえ、どっちが好きだったの？」

「は？」

「ひーなと姫嶋さん。三人は幼馴染で、よく遊んだ仲なんでしょ？」

「たしかにそうだけど……」

　思い返していくうちに、そうだったような気もしてきた。

「子供って単純でしょ。いつも一緒に遊んでるってことを、イコール好きって結びつけちゃったりするから」

　何度も一緒に遊んでいるし、そのときは超楽しいから好き。

　うん、ありえる。

　子供みたいに、そういうわかりやすい『好き』の基準があれば、俺も悩んだり困ったりしないのかもしれない。

「だから高森くんも、彼女たちのどっちかを好きだったんじゃないかって思っただけ」

「もしそうでも、今もそうとは限らないだろ」

「だよね。……ただ、例外的な人が周囲にいるから、ちょっと確認」

　そんな殊勝なやついる？

「ヒメジさんに学校の案内してあげるんじゃないの？」

「そういう話だったけど、引っ張りだこだからしなくてもいいかなって──」

　思ってる、と続けようとしたとき、ガラッと物理室の扉が開いた。

「いた。私を放っておいて、何をのんびり過ごしているんですか」

　くだんのヒメジが腰に手をやって機嫌悪そうに眉をひそめている。

「放っておいてって……俺じゃなくても、みんなが放っておかないだろ」

「案内。学級委員の仕事なんでしょう？」

　俺じゃなくて伏見のほうが作戦遂行能力は高いんだけどなぁ。

　どうしてここにいるのがわかったのか訝いぶかっていると、俺が入っていくのが教室から見えたそうだ。

　この物理室、ほぼ真向かいにあるしな。

　食べ終えた弁当をしまい、ヒメジに促され物理室を出ていく。

「そんな珍しい場所はないぞ？」

　そう断っておいて、俺は特別教室棟からはじまり、職員室、窓の外にちょうど見えた部室棟、食堂の順でヒメジを案内していく。

「普通ですね」

「だから言っただろ」

　目立ちまくりのヒメジは、廊下を歩くたびに人目を引いた。

　グラウンドの場所を説明して、最後に体育館へ連れて行った。

　中ではＴシャツと制服のズボン姿の男子が数人、バスケをして遊んでいた。

「ここが、何の変哲もない体育館な」

「想像以上でも以下でもないザ・体育館です」

「ま、普通の学校だからな」

　この学校の学科は普通科だし、二年は夏休み明けに文系理系の選択が迫られるくらいで、特別なことは何もない。

「小学校のころ、体育館の用具倉庫で遊んだことは覚えてないですか？」

「用具倉庫で？」

　小学生が遊びそうな場所ではあるけど、ヒメジと遊んだのかは覚えていない。

　反応が鈍い俺を見て、つまらなさそうにヒメジはため息をついた。

　開いている倉庫にふらりと入っていくヒメジ。

　そのあとについていくと、きょろきょろ、と見回して、何かを見つけた。

「あ、これこれ」

　走り高跳び用のボフっとなるマットを見つけた。そこに座ると、体重が軽いせいか、ホフッと柔らかい空気の音がした。

「私とのこと、全然覚えてないですか？」

「全然ってわけじゃないけど」

　ぽんぽん、と隣を叩たたくので、俺はそこに浅く腰かけた。

　用具倉庫の外からは、はしゃぐ男子の声とボールがバウンドする音がよく聞こえる。

「私は、よく覚えています」

「そう？」

「転校するまで、楽しかったですから」

　何も気にすることなく無邪気に遊べた小学生。

　今となっちゃ、女子を遊びに誘うってだけでハードルが上がって、好きなのかそうじゃないのか、なんていう心理戦とか駆け引きみたいなことに巻き込まれる。

「伏見と仲よくしてくれよ」

「どうしてですか？　ああ、どうしてっていうのは、どうしてそんなことをわざわざ言うのかっていう意味で」

「両隣が言い合いしてるってのは、真ん中からするとしんどい」

　あはは、とヒメジは笑う。

「いつもああだったと思いますよ」

「そうだけど、もうちょっと大人になってほしいっていうか」

　小学生じゃないんだから。

「自覚している限りでは、私は私のままですし、姫奈は姫奈のままですよ。だからあんな言い合いをしてしまうんです、きっと。ただ……」

　ぐいっと制服のネクタイを引っ張られる。

　間近にヒメジの顔が迫り、ドキりとした瞬間に、今度は軽く突き飛ばされ、顔が遠ざかっていく。

　突然のことに頭も体もついていかず、そのままマットに倒れると、両耳のそばにヒメジが両手をついた。

「何か言うことはありますか？」

　挑発的な目で口で、誘うように俺を覗き込んでくる。

「いきなり何すんだよ」

「思い出すことは何かありませんか？」

　思い出すこと？

　聞いたヒメジは、くすっと思わずといった様子で相好そうごうを崩した。

「一言忠告です。諒のことをまだ好きだなんて、そんな都合のいい話はないんですからね」

　まだってことは……。

「小学校のときは、そうだったってこと？」

　真顔で押し黙ると、失言に気づいたのか、顔が赤くなりはじめた。

「揚げ足を……。そ、そうだって何度も伝えていましたし……もお、何で覚えてないんですか、この男は」

　ぺしぺし、と胸を叩かれた。

「あー……。よく言われる。ごめん」

「当時の話だからいいんですもう」

　めちゃめちゃ早口だった。

　ボールをしまいに来た男子が、何かを察して中に入らず、そっとボールをこっちに転がした。しまっておけってことね。

「ヒメジ、そろそろ」

「もう誰かとキスしたんですか？」

「え？」

　伏見の顔が脳裏のうりをよぎる。同時に何でそんなことを訊くんだろうと思った。

「……いえ、何でもありません。忘れてください」
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「諒りょうくん、諒くん？」

　放課後。図書室で勉強をしていると、向かいに座る伏見ふしみが覗のぞき込んできた。

「え、ああ、うん。何？」

「さっきから上の空。何かあった？」

「ううん。何でもない」

　だったら集中してね、と姫奈ひな先生が問題の解説を再開した。

　入り口近くにあるカウンターでは、図書委員の当番をしている鳥越とりごえが、ハードカバーの分厚い本を読んでいる。

　体育倉庫で、ヒメジ、何であんなことを……。

「ヒメジって、あんなやつだったっけ」

「だと思うよ？　わたしの中の藍あいちゃんはあんな感じで、久しぶりに会ったけどあまり変わってない気がする」

「大人っぽくなった気がする」

「そりゃ、年相応にね？」

　言うと、伏見がじいっと俺おれを見つめて、髪をかきあげてみせたり、ゆるく腕を抱いてみせる。

「どうした？　落ち着きないな」

「わたしだって、大人になったんだよ」

　ほぼ毎日顔を合わせていると、そういう細かい変化っていうのは気づきにくい。

　ヒメジみたいに久しぶりに会えば、そりゃ変化には気づくだろうけど。

　物憂げな流し目をする伏見は、艶つややかな唇を細い指で一度撫なでた。

　そういう演技なんだろう。

　すっと一瞬引き込まれる感じがした。

「大人っぽさだと、ヒメジとなんか違うんだよなぁ」

「違わないってばー」

　ヒメジはもっと……ああ、そうだ。

　ようやく伏見との違いが何なのかわかった。

　ヒメジは出るところがきちんと出ているんだ。

「諒くん」

　イタズラをした犬を叱しかるように伏見は半目で俺を呼んだ。

「エッチなことを考えている目をしてた」
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「してねえよ。エッチなことって、たとえば？」

「え、エッチなことはエッチなこと！　それ以上でも以下でもないからっ」

　顔を赤くした伏見は無理に話題を終わらせようとする。

　伏見が声を荒らげるので、鳥越がこっちに一度目をやって、呆あきれたように本に視線を落とした。

「ひーな、静かにしてね」

「ごめんね。諒くんが変なこと言うから」

「うん、聞こえてる」

「変なことは言ってないよな？」

　鳥越に確認してみると、

「言ってないかもしれないけど、困っているひーなを見つめていたのは知ってる」

　利用者は俺たちを入れて片手で数えられるくらい。ひそひそ声で話してないと、ほとんど会話は筒抜けになるらしい。

　おほん、と伏見が咳払せきばらいをして、俺に問題集を解くように、と指示を出す。

　シャーペンを握って、問１に取り掛かろうとして、俺は声を潜めた。

「なあ、伏見」

　俺の声に合わせて伏見も小声で応じた。

「ん？　さっそくわかんない？」

「いや、そうじゃなくて」

　ヒメジが体育倉庫で尋ねたことで思い出した。

　伏見とあの出来事があってからこれまで、きちんとこの件に触れたことはなかったと思う。

「山でバーベキューしたあと花火しただろ。そのときのことだけど」

「あっ、えっ、ここで話すの？」

　わたわたと慌てると、「えとえと、ちょっと待ってね」と広げた問題集を顔のそばにくっつける。

　俺も顔を寄せれば、ひそひそ声よりさらに声は通りにくくなるだろう。

　伏見が手に持っている問題集のもう片方を持って、顔を近づける。

「「……」」

　思いのほか顔が近い。

　じんわりと頰ほおを染めていく伏見が、そっと目をそらした。

「は、恥ずかしいね、これ」

「そ、そうだな」

　普通にヒソヒソ話すことにした。

「なあ、確認なんだけど、キスって……付き合ってなくてもしていいの？」

「へっ？」

　伏見がきょとんと目を丸くした。

「……は、犯罪じゃないから、セーフなのでは」

「そっか。セーフ、だよな」

「諒くんの貞操観念って、江戸時代なのかな……」

　なんというか、段階を経てそういうことをするんだと思っていたし、そういうものだと思っていた。

　けど、伏見の価値観ではセーフ……。

「そ、その……キスはそのぅ……愛情表現の一種でもあるわけでして」

　照れ照れしながら、伏見は問題集を何ページも素早くめくっていく。

「で、でも、わたしもちょっと勢い余ったというか……もうちょっとイイ感じのアレだったらよかったんだけど」

　最後までめくり終えると、今度は元のページに戻すように、また手を動かしはじめた。

　シャ、シャ、シャ。

　めくるページに比例して、伏見の目が、漫画みたいにグルグル回っていった。

「考えすぎて、熱い。ちょっと気持ち悪いかも……」

　知恵熱を出していた。

「大丈夫？」

　大丈夫大丈夫、と言って、伏見は持っていたハンカチで顔を覆おおった。

「ほとんど無理やりだったから、わたし、謝らないとって、思ってて──」

「いいよ、謝らなくて」

　気にしてないよ、って続ければ、キスのことを丸ごと否定ひていしている気がする。

　不意を衝つかれたことの驚きと、キスされた衝撃が相まって、俺はほとんどフリーズしていた。

　こんなこと、誰だれかに言えばきっと笑われるんだろう。伏見はハンカチをしまうと目を伏せた。

「諒くんが思うほど、わたしはいい子じゃないよ？」

「悪いやつでもないだろ」

「ううん。かなりズルをした」

　……ズル？

　伏見の視線が俺からそれる。その先には鳥越がいて、すぐに目線はこちらに戻った。

「でもね、忘れてなんて言わないよ」

　宣言するように言うと続けた。

「ねえ。諒くんは、キスしたいって思ったことある？」

「何だよ、いきなり」

「わたしは、あるよ」

　真まっ直すぐにこっちを見つめてくる伏見。耳まで赤くして顔を火照ほてらせていた。

　伏見の髪のいい香りが鼻先でふわりと漂う。

　するまでは、どういう感じなんだろうって想像したことはあった。

　キスしたとはいえ、一瞬のことだった。でも、感触は覚えている。

　俺は目線が唇に行きそうになるのをどうにか堪こらえた。

　伏見はわずかな無言の間に耐えられなくなったのか、両手で顔を覆って机に伏せてしまった。

「な、何でもない、忘れてっ」

　と言いながら足をじたばたさせた。

「図書室でイチャつかないで」

　図書委員から冷たい声で注意された。

「してない」

　俺が否定すると伏見は、てへへと照れ笑った。

「怒られちゃったね」

　のん気な伏見に俺はため息をひとつついた。
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　◆高森たかもり茉菜まな◆




　馴染なじみのスーパーにやってきて、店先に張り出されているチラシに目を通す。

「ふうん。今日は冷凍食品が安いんだー」

　茉菜は携帯を取り出して、ＳＮＳアプリを起動させる。有名人の投稿をチェックするでも、自分の投稿につけられたイイネを確認するわけでもなく、検索欄に近所のスーパーの名前を入力し、検索。

　それについて発信している誰だれかの投稿が表示される。

　行くかどうか迷った他店のスーパーは、今日はさほど安くないらしい、と確認した。

　買い物かごを手にした茉菜が入店すると、生鮮食品売り場で姫奈ひなを見つけた。

「姫奈ちゃーん」

「あ、茉菜ちゃん。はろー」

「よっすー。何してんのー？」

「ちょっとお使いを頼まれて」

　照れくさそうなその笑顔がまぶしい。茉菜も来年同じ学校に──。とは思うものの、成績がいいのでもっと上の学校に変えないか、と担任に先日言われたことを思い出した。

「にーにとは一緒じゃないんだ？」

「ああ、諒りょうくんとはさっきわかれたあとだから」

　じゃあ今ごろ我が兄は家にいるらしい。どうせ適当にジュースか何かをコップに入れて部屋に戻っているんだろう。

　他愛たあいもない会話を交わして、お互いに必要なものを買い物かごへと入れていく。母親から預かった食費は、まだまだ余裕がありそうなので、兄が喜びそうなスナック菓子をひとつ追加で入れておく。

　小学校の途中で離れ離れになったもう一人の幼馴染おさななじみ、姫嶋ひめじま藍あいが兄たちと同じ学校に転入してきたことを姫奈から聞いた。

「また三人一緒じゃん」

「そうなんだけどねー」

　予想に反して、姫奈の反応は鈍い。

「姫奈ちゃん、もしかして警戒モード？　にーにを取られるカモーって」

「うっ……ち、違うから」

　わかりやすい。

　それがこの幼馴染のいいところでもあるので、

「だよねぇ～」

　深くは聞かず、温かい眼差まなざしでこの話題は流しておいた。

「姫奈ちゃんは、何でにーにがいいの？」

「え？」

「何でだろうって不思議に思って」

「そういう、あの、あれじゃないから」

　慌てたり照れたり、忙しい人だ。

「いーじゃん、いーじゃん、隠さなくったって」

　つんつん、と姫奈をつついて、ようやく観念した。

「諒くんは、安心するから」

「わかる」

　うんうん、と茉菜は深くうなずく。

「その一点突破でにーにのことが好きなの？」

　運動が得意なわけでも、勉強ができるわけでもない。

　中高生には、そういう「わかりやすさ」が一番の魅力になるし、その最たるものが容姿だろう。テストで言うなら配点もかなり高い。

　安心感なんて玄人くろうと好みをする一面を選んだ姫奈は、なかなか渋い好みをしていると言わざるを得ない。

「だって諒くん、なーんにも興味なさそうだから、それがいいっていうか」

「それいいことなの？」

　ふふっと思わず茉菜は笑った。

「わたしにとってはね」

　にこっと笑ったその笑顔は、女子の茉菜でもドキっとしてしまうほど「わかりやすい」魅力があった。

「小学校くらいからみんなが、何かあればわたしのところに来たり、話しかけたり、学校の中でもプライベートでも放っておいてくれなかった」

　中学の頃を思い出す。入学したての頃、クラスどころか一年の男子も女子も、三年にすごい美少女がいる、という話題で持ち切りだった。

「にーににとっては、今さらなんだろうね、そういうの」

「諒くんは、全然変わらないんだよ。本当に。わたしがどうなっても、クラスの人の見る目が変わっても、人気があろうがなかろうが、変わらずにあの頃ころのままの態度で接してくれるから」

　その安心感とやらが姫奈にとっては唯一無二だったようだ。

「本人は、ぬぼーっとしてるし、かかわろうとしてこないから、逆に構ってあげたくなっちゃうんだよ」

　姫奈は何かを思い出したのか、くすくす、と笑みをこぼした。

「世の男子が聞いたら泣いて喜びそうなセリフだね」

　構ってあげたい、なんていうと、兄は心底迷惑そうな顔をするんだろうけど。

　二人で別のレジに並び、会計を済ませてエコバッグに買った物を入れていく。

「茉菜ちゃん、えらい……」

「何が？」

「バッグ……」

「うーん。だってスーパーの袋って余るじゃん？　要らないし、エコならそのほうがいいじゃん」

　ほぉぉぉ、と隣で手を止めた姫奈は感心しっぱなしだった。

「ギャルなのに」

「でっしょー？」

　にしし、と笑った茉菜は、バッグを肩にかけて店を出ていく。途中まで姫奈と道が一緒なので歩いていると、もう一人の幼馴染と遭遇した。

「あー。藍ちゃん！　昨日ぶり！」

「昨日ぶりですね」

　手を振り合うと藍がこちらへと歩いてくる。姫奈とはまたジャンルが違う美少女で、昨日ぶりとはいえ、マジマジと見てしまう。

「どうかしました？」

「ううん。藍ちゃん、成長したね、色々と」

　何ですかそれ、と藍は笑う。

「茉菜もですよ」

　清楚せいそで素朴な姫奈とは違い、どこか華があるのが藍だった。たとえるならヒマワリとバラのような違いだろうか。

「藍ちゃん、諒くんに校内を案内してもらったって聞いたけど」

「はい。姫奈にも頼もうと思ったけど、忙しそうだったので」

　うぐう、と何かを思い出したのか、姫奈が押し黙る。

「取り巻きが多くて大変そうですね？」

「普段はああじゃなくて、諒くんたちとお昼過ごすこともあるから」

「暇そうだったから諒に頼んだまでです」

「そうなんだ」

　他意のなさそうな回答に、姫奈がほっと胸を撫なでおろしたのがわかった。

　並んで歩くと、いつかの頃のことを思い出して、茉菜がくすっと笑った。

「誰がにーにと結婚するかって話になって、ケンカしたことあったよねー」

　ビクーン、と姫奈が真っ先に反応した。

「たぶん、私たちが小学校二年生くらいのときですね」

　対照的な藍は冷静に返答した。

「うん。あたしがまだ年長さんとかそれくらいだから、そうだと思う」

「最終的に、姫奈が鬼のようにギャン泣きして、手に負えなかったってことは覚えています」

「あはは。あったあった」

「ち、違うよ。それは藍ちゃんが『諒は私のことが好きって言ってたんです！』なんていきなり言いだすから」

「覚えてないです」

「ズルー。そういう恥ずかしいところだけ覚えてないとか！　都合のいい記憶力だね」

「姫奈だって、泣けばどうにかなるって思っている節があったでしょう？」

　はじまった、はじまった、と茉菜はお約束の展開を見守るように目を細めた。

「この感じ、懐かしいね～。でも、最後はあたしが結婚すればみんなケンカにならないってことでまとまったような」

「「そんな話にはなってない」」

　バレたか。

　茉菜は顔をそらして小さく舌を出した。

　普段はこんなふうに言い合いにならないけど、摩擦が起きるときは大抵兄がその原因だったりする。

「今度藍ちゃんの歓迎会やろうよ」

「いいねそれ」

　揉もめながらも、悪感情を持ってないため、姫奈があっさり同意した。

「いっ、いいですよ、そんなの。やってもらわなくても……迷惑でしょうし……」

「照れ屋さん」

「だねぇ～」

「う、うるさいですね。そういうの、苦手なんですよ」

　照れ隠しか小声で藍が言うと、顔をそらした。

　それを見て、茉菜と姫奈が顔を見合わせて笑った。

　みんな全然変わってないことが嬉うれしくて楽しかった。
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　休憩時間も、ヒメジの人気は衰えることなく、ちょっとトイレに席を立つとクラスメイトに席を占領されていることもしばしばだった。

「大変だね、諒りょうくん」

「伏見ふしみが隣になったときも、こんな感じだったけどな」

「え～そうだっけ？」

　自分のことはさほど覚えていないらしい。

「ねえ、姫嶋ひめじまさんって、昨日──」

「体育倉庫でだろ？」

「誰だれ、男子って」

　なんて会話が、今日の朝からちらほら漏もれ聞こえてくる。

　完全に押し倒されたところをバスケをしていた男子に見られたもんなぁ……。

　とくにヒメジは容姿はもちろん、制服が他校のものだから余計に目立つ。

　転校初日の転校生が体育倉庫で男子を押し倒した──なんてセンセーショナルな話題は、平凡な日常を過ごす俺おれたちには、刺激強めなのだ。

　その話が聞こえたのか、伏見がこそっと俺に尋ねてくる。

「藍あいちゃん、昨日どうかしたの？」

　本当のことを言うわけにはいかない。倒されていた男子が幸いにも俺だと特定されていないので、知らぬ存ぜぬで通せるだろう。

「どうしたんだろうな」

　素知らぬ顔でやり過ごしてみせた。

「どうしたもこうしたもないですよ」

　人垣の奥にいるヒメジが、聞きつけて声を上げた。

　地獄耳すぎるだろ。

「ね、諒」

「……」

　槍みたいな視線を背中に感じる。

「何。二人で隠し事？」

　そっと振り返ると、やっぱり、伏見が不機嫌マックスだった。

「隠し事っていうか……別に大したことじゃ」

「諒は、ああいうのは、大したことじゃないんですか。いつの間にかずいぶんモテるようになったんですね」

　ニコリとヒメジは笑顔を崩さない。

　やりづれぇ……。

「仲間外れ、寂さびしい」

　伏見がしょんぼりとしてしまった。

「おまえのせいで、伏見が」

「私は関係ないでしょう？　諒はいつも姫奈ひなの味方ですよね」

　こいつ、ああ言えばこう言う……。

　ヒメジを囲んでいた男女は、俺たちの様子を見守っている。

「伏見さんとイインチョーと仲いいんだね、姫嶋さん」

「小学校のとき、転校するまでずっと一緒だったんです」

　さらりとヒメジが説明すると、みんな納得した。

　昨日は多少ブランクがあったけど、今日は以前の頃のようにヒメジと話せる。伏見もそれは同じようだった。

　担任のワカちゃんが教室にやってくると、ヒメジを囲んでいた生徒は散り散りになって席に着いたり自分のクラスに帰ったりしていった。

　今日最後の授業はホームルーム。

　学祭の自主映画の話かと思ったけど、鳥越とりごえが話題にしていたあの話だった。

「学祭は自主映画やるってことで決まったみたいだね。先生、どうせ決まんないだろうから、修学旅行のバスん中で話し合わせればいいかって思ってたんだけど」

　たはは、とワカちゃんは笑い飛ばす。

　おいおい。楽しい（おそらく）修学旅行の行きがけに、そんなことをさせるつもりだったのかよ。

「他のクラスなんてまだ決まってないから、ウチは結構優秀なんだなって思って。先生も鼻が高いぞ？」

　ワカちゃんの視線が、俺と伏見に向けられていて、何だかくすぐったくなる。

「姫嶋さん、このクラスは、秋の学祭で自分たちで撮影した映画を上映することになったから。もしかすると嫌かもしれないけど、協力してあげて」

「はい。わかりました」

　ヒメジはふたつ返事をした。

　演劇を勉強している伏見がいたから、容姿も手伝って主役は伏見って決まったけど、ヒメジがそのときにいたら、もっと話し合うことになったかもしれない。

　机の奥でクシャクシャになっているプリントを引っ張り出す。

　伏見がプレゼン用に作ったプリントで、映画製作の流れが書いてある。

「へえ」

　俺の手元を見ていたヒメジが感心したように言う。

「案外きちんとしているんですね」

「まあな。子供じみたチャチなやつじゃなくて、ちゃんとしたやつを頑張って作ろうっていう感じだから」

「いいじゃないですか」

　思いのほか好感触だった。

　興味を持ってくれそうだったので、シワシワのプリントをヒメジにあげた。何かあれば俺は伏見に訊きいたらいいし。

　伏見が手書きしたプレゼン資料をヒメジはまじまじと見つめる。

「これ、姫奈が作ったんじゃないですか？」

「あたり。よくわかるな」

「筆跡ってそんなに変わらないんだなって、思って。って他にないんです？」

　呆あきれたようなヒメジに、俺は「ない」と素っ気なく返した。

　俺たちがこそこそ話をしているうちに、旅のしおりが配られはじめた。

　一部を手に取って、後ろへ回す。

　さっそく場所と日程を確認すると、二泊三日の旅程で内容的にはほぼ観光旅行に近かった。

「楽しみだね、諒くん」

　ざわつく中、ワカちゃんが手を二度打った。

「はいはい、静かに。日程見たらわかる通り、班行動の時間があるから、その班を決めます。だいたい五、六人ってところかな。決まったら、班長を決めて班長中心に行動計画表を作って──」

　五、六人……。

　先生が言う、数人のグループを作れっていう指示はいつもなら嫌でしかないけど、今回は、幸いにも鳥越が誘ってくれたから、俺、鳥越、伏見の三人は確定。……ってことでいいのか？

　ちらっと後ろにいるサイレントビューティー鳥越に目をやると、少し顔が強張こわばっていた。

　声をかけたものの、ちゃんとそうなってくれるのか、心配なのかもしれない。

　じゃあ班を作ってー、というワカちゃんの号令に、それぞれが席を立ってグループを作りはじめた。

「うんしょっと」

　伏見が机をくっつけ、空席になった前の席に鳥越がやってくる。

　俺たちは顔を見合わせて、うん、とうなずいた。

「藍ちゃんも、どう？」

　意外にもヒメジを誘うクラスメイトは誰もいなかった。「転校生」に興味はあっても、仲よしグループに入れるかどうか、となれば話は違うらしい。

「いいんですか？　一番姫奈が嫌がると思ったんですけど」

「ううん、そんなことないよ」

　からりとした笑顔で伏見は返す。

「ヒメジさん、入って」

　発起人の鳥越が言うので、俺も後押しした。

「ヒメジ、入れよ。このままじゃ先生たちの班に組み込まれちまうぞ」

「みなさん、私のこと、好きなんですね……」

　照れ隠しにぼそりとつぶやくヒメジは、恥ずかしそうに髪の毛を指先でイジった。

「わたしは好きだよ、藍ちゃんのこと」

「言わなくていいですっ」

「藍ちゃんは、わたしのこと好き？」

「き、嫌いですっ」

　って言われているのに、伏見はニヨニヨしている。

　伏見は、ヒメジの扱い方を完全に理解しているようだ。

「なあ、鳥越はどう？　ヒメジのこと」

「え、わからない。だから、興味がある」

　らしい回答だった。

　周囲を見回すと、ほとんどグループができつつあった。男女混合の騒がしい系のグループや部活繫つながりで固まる女子グループに男子グループ。

「他の男子が入ってくるかと思ったけど、そんなことないんだな」

「入ってきてもさ、下心アリアリなのがわかるからちょっとイヤかも」

　もっともらしいことを伏見が言う。

「警戒されまくった上で仲良くなろうと思うなんて、よっぽどの勇者かバカのどっちかです」

　ヒメジもそれに関しては同意見らしい。

　けど、俺たちはまだ四人。あと一人か二人を……。

　誰かいないかと探していると、班作りに出遅れたらしい男子が一人いた。

「やっべ……もうほとんど出来上がってるし」

　弱ったように頭をかく男子。顔には何かの跡が残っている。たぶんあれ寝てたな。

　学祭の出し物を決める会議のときに仲良くなれそうって思ったあの人だ。

「なあ。あの男子、声かけて、いい？」

「いいよ。お構いなく」

　伏見が言うと、鳥越もヒメジもうなずいた。

　……うわ、緊張する。

「……出口でぐちくん」

　こそっと鳥越が名前を教えてくれた。

　サンキュー、鳥越。

「で……で、出口くん。ここ入る？　ここでよかったら、だけど」

「え。マジで？　っかー。美少女しかいねえ。オレみたいなミジンコ入っていいのかよ」

　とか言いながらこっちにやってくる出口くん。帰宅部っぽい出口くんは、キツネみたいな細目が特徴的だった。

　出口くんは、伏見の前の席で背もたれを前にして座った。

「高森たかもりくんにスカウトされたし、入るっきゃないな。つーわけで、よろしくね」

　それぞれが挨拶あいさつを返す中、俺は思っていた。

「てか助かったわ。あのままだったら微妙な顔して微妙な班に嫌々誘われて仕方なく入っただろうし」

　耐えたー、と出口くんは俺の誘いを心底ありがたがってくれた。

　やっぱり、俺は出口くんと友達になれるかもしれない。なんとなくだけど。







　行動計画表とやらのプリントが各班に渡され、代表して伏見がそれを書くことになった。

　あらかじめ学校側が決めたお寺や施設は何か所か回らないといけないけど、その過程も順番もスケジューリングも班ごとそれぞれが決めるらしい。

「最初はここに行って──」

　ヒメジも鳥越も伏見も、プリントされた地図を覗のぞき込む。

　女子が頭を突き合わせて会議をするので、俺と出口くんは上手うまく入れないでいた。

　携帯の地図アプリで見ようと思ったけど、一応携帯の持ち込みは禁止されているので、取り出すこともできない。

　糸みたいな目で、出口くんは三人がワイワイやっているのを眺めている。

「こういうとき、男子は弱いよなぁ」

「お、おう……」

　どのスタンスで話をしていいのか、少し迷う。

　普通に話せばいいと思ったけど、俺の「普通」ってどんなんだっけ。

「行きたいところもとくにないし、まあいいんだけどなー」

　口にして一人でからからと笑う出口くん。

「去年は、何組だった？」

　思いついたことを俺が尋ねると、すぐにＡ組だと答えてくれた。

「そっか」

　別に知り合いがいたわけでもないし、話題が一瞬にして終わった。

　今さらだけど、俺ってもしかして、話下手なんじゃ──。

　ちらっとこっちを見た鳥越が、俺と出口くんに視線を一往復させ、元に戻った。

「高森くんの様子が、変」

「諒くんが？」

「諒はだいたい変ですよ？」

　おい。ヒメジ。ちゃんと聞こえてるぞ。

「出口くんに、話しかけている」

「クラスメイト全般に興味がなかった諒くんが──!?」

　ぱっと伏見が俺を振り返る。

　はじめて立ち上がった我が子を見るみたいな、期待と優しさが込められた視線だった。

　成長を見守る目をすんな。やめろ。

「高森くんって、アレじゃないっけ？　学祭のとき、喫茶店きっさてんやってたでしょ」

「え？　何で知ってるの」

「伏見さん目当てで行ったら、真面目まじめにやってる男子がいて。それで覚えてただけ」

　そうだけど、よく覚えてるな。

　出口くんの言うように、適当に参加した去年の学祭は、言われるがまま喫茶店の当番を粛々しゅくしゅくとこなしていた。シフトの時間になっても全然帰ってこないクラスメイトの代わりに当番を続けていた。

　その説明をすると、けらけら、と笑う出口くんは肩を揺らす。

「オレだったらぜってーサボってるわ」

「俺もそうしようと思ったけど、真面目な女子がいて」

　ちらとその女子を見ると、

「こ、ここ！　たしかここら辺にあった！　タルトが超有名なお店！」

　伏見はその店のプレゼンを一生懸命していた。

　去年の学祭は、中学のときと変わらず距離感があった伏見と俺。

　相も変わらず伏見は真面目で、友達の誘いを断って、帰ってこない生徒の分も当番に勤いそしんでいた。

「俺、サボったところで何もすることないし、暇つぶしだったから」

　俺はぎこちなく笑みを返す。

「もしアレなら、高森で……呼び捨てでいいよ」

「じゃ、オレも出口でいいよ」

　こういうのって、口に出して言うことだったっけ？

　今まで友達の呼び方を変えるときって、確認してたっけ。久しぶりすぎて、自然な流れが何なのか全然わからない。

「聞いて。高森くんと出口くんの距離が縮まっている」

「今、呼び方を変えたよね」

「珍しいことなんですか？」

「「珍しい」」

　おい。観察報告するのやめろ。結構恥ずかしいんだぞ。

「あ、そだ。諒くん、タルトのお店行くけど、いい？　出口くんも」

　俺たちがふわっとした了承の返事をすると、すぐに伏見は旅行会議に戻った。

「伏見目当てでってさっき言ったけど、それって──」

「ああ。学校一の美少女がいる喫茶店なら、学祭でなくてもオレは行くよ。ていうか、男子みんなそうだろ？」

　ただガッカリさせたであろうことは、何かコスプレをしているでもなく、エプロンとマスクに三角巾という調理実習スタイルってところだ。

「マスクとかしてたから、ぶっちゃけどれが伏見さんなのか全然わからんかったけどな」

「ああ、やっぱり？」

「思いきってコスプレとかしてくれてたら、入場料取ってもいいくらい人来たと思うけど」

　ウェイトレスならまだしも、飲み物を用意したりする裏方だったから、出口みたいに肩透かしを食らった客は多かったと思う。

　女子三人がわいわいしているそばで、出口はこそっと声を潜める。

「……高森って、伏見さんと幼馴染おさななじみにしちゃ仲良すぎねぇ？」

「仲が悪いってわけじゃないけど、良すぎかな……」

　幼馴染との適切な距離間って、どれくらいなんだろうとふと思う。

　登下校を一緒にしたり、委員が一緒で手伝ったり、たまに家で遊んだり。

　俺が知っている「友達」ってやつとあまり変わらない気がする。

　あの日のキスに関しては持て余している最中で、どう呑のみ込こんでいいのかわからないでいる。伏見は謝りたいって言ってたけど。

「実は付き合ってるとか」

　思わぬ発言に、ゲホッゲホと咳せき込んだ。

「何でそうなるんだよ」

「っていうふうに、見えなくもないから。オレの知り合いの幼馴染同士、こんなに仲よくないし、男女ってなるとどうしても勘繰っちまうのよ」

　悪いな、と出口は付け加えた。

「思春期の男女が一緒の室内で学校生活をするってだけで、どうしてこんなに恋愛脳になっちまうんだろうな。不思議だ」

　仲がいいだけで、あいつはあいつのことが好き──。

　そんな目で見られるんだから、学校生活ってやつは、たしかに不思議だった。

「一応確認だけど、男が好きとかじゃないよな？」

　真顔で出口がそんなことを言うので、笑いそうになった。

　けど、鳥越だけはくるんと首を回して、期待と不安が混じる表情をしている。

「ないない」

　もちろん否定ひていした。

「ねえ。恋バナしてる」

「してるっぽいね。結構シリアスな感じで」

「させてあげたらいいじゃないですか、お年頃としごろなんですよ、諒も」

　何で俺たちの会話に興味津々なんだろう。

　行動計画表はいつの間にか出来上がっていて、改めて伏見が説明をしてくれた。

　異論は何もないので、それをワカちゃんに提出して、できた班から下校となった。







　帰路の途中、おもむろに伏見が尋ねてきた。

「出口くんが、わたしのことが好きだって諒くんに言ったらどうしてた？」

「俺に？」

　伏見は、俺たちの会話に耳を澄ませていたのか？　似たようなことを俺も出口に訊いた。

　出口は伏見のことが好き……。

　一度頭の中で繰り返し、考えてみる。

「ミーハーなやつだなって思うかな」

「えー。それだけー？」

　むう、と不満げに伏見はむくれた。

「友達同士でさ、好きな人が被かぶったら困るでしょ？　だから、それっぽい人にあらかじめ確認するって変じゃないよ」

　となると、俺は出口からすると『それっぽい人』って認定されていることになる。

「伏見のことが好きだって周りの人に勘違いされると、他の男子にライバル扱いされちまうな……」

「そうやって、これまで諒くんは色んなライバルを倒してきてるんだよ？」

「そんなことをした覚えはねえよ」

「自覚なし、と。『俺なんかやっちゃいました？』系だね」

「なんだそれ」

　えー、知らないのー？　と伏見は笑って、元ネタの話を楽しそうに聞かせてくれた。
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「もしかすると、友達ができるかもしれない」

　携帯を手に、俺おれは今日のハイライトを伝えた。

『……何でそんな話を私にしてくるのよ？』

　受話器の向こうの篠原しのはらは、どこか不機嫌そうだった。そんなに遅い時間でもないのに。

　もしかして、少女漫画借りっぱなしだからか？

「漫画、茉菜まながまだ読んでる最中で、もうちょっと貸しといてくれ」

『質問の答えになってないわよ』

　はぁ、とため息をつかれた。

『班が一緒になった男子と仲良くできそうで良かったわね』

「たぶんこれがラストチャンスなんだ。まともな男友達ができるのって」

『どうしてそんなに慎重なの？』

　ロクに友達がいねえからだよ。

「篠原だって言ってただろ。バーベキューのとき。仲良くできそうな人とは仲良くしたいし嫌われたくないって」

『あー……』

　思い出したのか、納得したような声を上げた。

『タカリョーって男のほうが好きとか』

「ねーよ」

　篠原と鳥越とりごえは、ＢがＬするアレが好きだから、その発言もわからなくはないけど、どうして仲良くすると「好き」に発展させようとするのか。

「女同士だからできる話ってあるだろ？　男同士も、あるんだよ」

『確かに、それもそうね』

　伏見ふしみや鳥越、ヒメジとはまた違う男子同士だからできるノリとか会話とか、一日教室にいれば見聞きするそれらに、俺はちょっとした憧あこがれがあった。

　女子相手にはできないくだらない下ネタや、どうでもいい会話。

　それらは、俺にとってはどうでもよくないし、無意味なものとは思えなかった。

『タカリョーは、不器用ね。色々と話を聞いているととくに。意気地がない、面倒くさい』

「俺でも直に悪口を聞けば傷つくんだぞ？」

　この切り返しにハマったのか、あははは、と篠原は笑い声を響かせた。

『ごめんなさい。そうよね。あなた、無神経で鈍感よね、いい意味で』

「お、おう……？」

『でも、変なところで繊細で慎重なのよ。いい意味で』

　褒められているとはまったく思えない。……こいつ……まさか。

『空気読める人かと思ったら、全然読まないし。──いい意味で』

　結局全部悪口じゃねえか。

「いい意味って最後につけりゃ俺が納得すると思うなよ」

　待っていたツッコミだったのか、『ふふふ』と篠原は受話器から吐息のような笑い声を漏もらした。

『どうしてこんなふうに相談されるのかしら、私』

「姉御あねごキャラっぽさがあるからじゃないか」

　そうかしら、と言う篠原。

「中二病してた頃からは想像がつかないけど──」

『その話、もう二度としないで』

　声が一気に冷たくなった。

　まあ聞けよ、と俺は促す。

「親切だろ、篠原。落ち着いてるし冷静に話を聞いてくれるし」

『褒めるのやめてくれるかしら。……あなたの悪口言ったせいで罪悪感がスゴイのだけど』

　知らねえよ。

「それこそ親方みたいなどっしりとした安心感が」

『その呼び方定着させるの、やめて。絶対』

　これ以上言うと、怒りそうだったのでこのへんで切り上げた。

　最終的に、雑談をせよ、というアドバイスをもらった。

　それが難しいんだけど、修学旅行なら話題も見つけやすいだろうとのことだ。

　なるほどな、と俺が納得して通話を終えると、見計らったように茉菜が部屋へ入ってきた。

「にーに、誰だれと何話してたの？　姫奈ひなちゃん？」

「いいだろ、誰でも」

「えー。気になるじゃーんっ」

　何で気になるんだよ。

「立ち聞きするなって。あと、ノックしてから入ってくれ」

「んー、ノックして入ったとするっしょ？」

「ああ、うん」

「にーに、もう怒ってくれないじゃん？」

　怒って、くれない？

「てなると、あたしはつまんないの」

「俺で遊ぼうとすんな」

　俺と遊ぼうとするならまだしも。

「あたしの愛がわかんないかなー？」

「わかんねえよ」

　にししと笑った茉菜は、「お風呂ふろ入ろーっと」と言って部屋を出ていった。
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　修学旅行は再来週。

　俺おれはすっかり忘れていたけど、鳥越とりごえや伏見ふしみはきちんと覚えていたようで、当日まで指折り数えているそうだ。

　先日提出した行動計画表が、俺たちの自由時間の指標となった。

　ちゃんとそのタイムスケジュールを旅のしおりにも書いている。

　みんながメモをするので、俺もしなきゃいけない気がしてしおりにメモった。

　パーフェクトプリンセス様に訊きけば一発で教えてくれそうだったけど、まあ一応。

　俺の中学だと、三年に修学旅行はない。遠足程度の日帰り社会科見学みたいなのはあるけど、今年もどうやらそうらしい。

　だからか、俺のしおりを読んだ茉菜まなは遠出をうらやましがっていた。

「夜絶対ヤらしいことする人いるよー」

　何でだよって訊いたら、「修学旅行だからでしょ」ってあっさりと茉菜は言った。

　説明になってないと思うのは、俺だけだろうか。

　しおりを返してもらい、部屋へ戻るとちょうど携帯が鳴った。

　誰だれかと思うと、鳥越からの着信だった。

　珍しいな、通話なんて。

「どした」

『あの……高森たかもりくん、こんばんは』

「ああ、うん。こんばんは」

　この手の挨拶あいさつは丁寧にするタイプらしい。

『いきなり、電話、ごめん』

「いいよ。気にしないし」

　そのまましばらく、鳥越は無言になった。

　……緊張しているのか、何か話そうとしてやめる雰囲気が伝わってくる。

　電話ってかけるまでなんか緊張するよな。わかる、わかるぞ。何で緊張するんだろうな。篠原しのはらに電話をかけたときも、ちょっと緊張した。

　そうだってわかってるのに、何でわざわざ電話を……？

「出口でぐちがいいやつっぽくてよかった」

　間が持たないので、あのときのお礼を言うことにした。

「名前教えてくれてありがとうな」

『ううん。話しかけたそうだったから。それに、あんまりクラスメイトの名前覚えてないの知ってたし』

　そうだな、って返すと、また鳥越は沈黙した。

『ふっ……』

　ふ？

『ふう……』

　??

『二日目の……自由行動……で、買い物の、時間』

　たどたどしい口調の鳥越に、「うん」とか、「おう」とか、相槌あいづちを打って俺は先を促す。


『お土産、買う、時間になってるけど、よかったら一緒に………………買わない？』



　長ーい間のあと、小声でこそっと鳥越は言った。電話だから聞き取れたけど、面と向かってだったら聞こえなかったかもしれない。

　班行動中だから、一緒なのは間違いない。

「いいよ。お土産っていっても、あげるやつ、茉菜と母さんくらいしかいないけど」

　自虐気味に言うと、鳥越がくすっと笑った。

『あげたい人にあげればいいんだよ。同じクラスでも』

　それもそうか。

　去年、女子同士でお土産買って渡していた光景を思い出した。

　同じ場所に行ってるんだから、お土産も何もないけど、もらうと嬉うれしいのかもしれない。

　とりあえず俺は、茉菜用のお土産を買わないと飯のグレードが下がる危険があるので、それはマストアイテムだった。

「お土産……っと」

『どうしたの』

「しおりに、忘れないように書いた」

『じゃあ、私も、そうしよう……』

　ふふふ、と鳥越がくすぐったそうに笑う。

　それからは、いつもの調子に戻った鳥越と取り留めもない話で盛り上がった。

　いつの間にか一時間ほど過ぎていることに気づいて、「じゃあまた」と電話を切った。

　ガチャっといきなり茉菜が部屋に入ってくる。

「にーに、誰と話してたの？」

　またかよ。

「鳥越と。修学旅行のことで、ちょっとした約束を」

「静かなること林のごとしの、シズが……？」

　茉菜がときめいている。

「ほ、他は？　にーに。約束はしてないの？」

「してない」


「おぉぉぉ……！　先手……！」



　何盛り上がってんだよ。

「ちゃんと、ほら。おまえ用のお土産、忘れないようにメモったから」

「あーっ！　マジンコじゃん！　にーに愛してるぅっ」

　はいはい、ありがとありがと、と俺は現金な妹をあしらう。

　マジンコっていうのが、最近茉菜の中で流行はやっているらしい。

「けど、それでも忘れちゃうのがにーになんだけどね～」

　俺あるあるらしい。

　思い当たる節があるので、何も言わないでおいた。

　苦笑しながら、茉菜は俺のベッドに座って足を組む。母さんに似たのか、白くて細い脚は俺とは全然違う。

「そういやさ。ちょっと小耳に挟んだんだけど」

「ん？」

「藍あいちゃんって、東京で何してたか、知ってる？」

「高校生だろ？」

「うーん、やっぱにーに程度じゃわかんないかー」

　程度で悪かったな。

「ＪＫやってるってのは、そりゃそうなんだけど、それともうひとつ……」

　ポコン、と知らないアイコンからメッセージが届いた。

　ＡＩというアカウント名。

『諒りょうだけ連絡先を知らなかったので』

　と、ひと言。

　ヒメジだな、これ。伏見か誰かに俺のアカウントを教えてもらったんだろう。

　ゆるキャラみたいな犬が『よろしく』と言っているスタンプを送っておく。

　あまり使わないから、探すのはちょっと手間だった。

『おやすみなさい』

　素っ気ないメッセージが、ヒメジらしい。

「藍ちゃんってアイドルだったらしいよ」

「は？　マジンコ？」

「マジンコ。ふふ、にーにも『マジンコ』がうつってる」

　ぷふーっと楽しそうに茉菜は笑った。

　理科の授業で習ったというミジンコと掛かっているらしいけど、どうしてそれを掛けようと思ったのかは謎なぞだ。

「藍ちゃんのアイは、アイドルのアイ」

　歌うように茉菜は言う。けど、何でドヤ顔なんだ？

「噂うわさだから、マジンコ怪しいんだけどね。藍ちゃんの弟……優紀ゆうきに訊いても『知らない』の一点張りだし。その手のアイドルが好きな子がいて、そうじゃないかーって言っててさ」

　空似そらにワンチャンあるけどー、と茉菜は言って携帯をイジりはじめた。

「このグループらしい」

　検索したらしく、画面を見せてくれた。

　これこれ、と指差した画像をじーっと見る。

　たしかに、似てる。空似といえば、それまでだけど。

　見せてくれたのはネット記事だった。

　メンバーの一人が体調不良で活動休止。その後、脱退。それが先月。流れとしてはよく聞く話だ。時系列的にもこっちに戻ってきた時期もおかしくない。

　全国区のアイドルってわけではなく、業界では知られているくらいのグループだったらしい。

「ヒメジ、アイドルなのか……？」

「活動に疲弊しきった藍ちゃんは、もしかすると、にーにに会いたくてこっちに戻ってきたんじゃ」

「何で俺に？」

「……」


　っはぁぁぁ……、と逆元気玉みたいなため息をつかれた。



「都会の喧騒けんそうを離れて、過去を隠して、あの頃ころ好きだった幼馴染おさななじみに会いに帰ろうって思っても不思議じゃないと思うけどねー」

「そりゃ、茉菜が勝手に作ったストーリーだろ？」

「ほんとかもしんないじゃんっ」

　ゲシゲシ、と足を伸ばして蹴けってくる。パンツが見えそうになるからやめてくれ。

「んもう、にーには仕方ないんだからぁ」

　何がだよ。

　立ち上がった茉菜は、部屋を出ていくとすぐに戻ってきた。俺の鞄かばんの中を見て、内ポケットに何か入れた。

「何したんだよ」

「これ、絶対要るから。修学旅行だと、とくに」

　自信満々な茉菜だった。つっても、まだ先だぞ。

「修学旅行に必要なもの？　イヤホンとか？」

「あーっ！　いいセンいってる！　そういう、他人に配慮したマナー的なものだから」

　何かを教えてくれない茉菜は、ヒントだけ出して部屋を出ていった。

「マナー的なもの？」

　気になって鞄の中を見ると、えちえちエチケットが押し込められていた。三つも。

「何個入れるんだよ！」

　てか要らねえわ！







　放課後、いつも伏見か俺が学級日誌を書いて担任のワカちゃんのところへ持っていくのが日課だった。

　どっちが書いていても、書き終わるのを待って帰るのがいつもの流れだったけど、今日は違った。

「あ……えっと、うん、じゃあ、またあとでね」

　修学旅行のことで何か話したがっていたクラスメイトの男女数人が、伏見をファミレスに誘った。

　あのグループは、最寄り駅付近のファミレスで見かけることが多い。

　その輪に今日は伏見が加わることになったらしい。

「ってわけで、諒くん」

　申し訳なさそうに伏見は言う。

　八方美人を完璧かんぺきにこなす伏見には、こういうことがよくある。

　なんというか、ちょっとだけ尊敬する。ここまできちんと八方美人ができるっていうのが。

「わかった。一人で帰る」

「うん……」

　しょぼん、と耳を垂らしたウサギみたいに伏見がヘコむ。

　行きたくないならやめればいいのに、とは思うけど、それが伏見なりの処世術なんだろう。

　反対側の幼馴染はというと、ようやく転校生フィーバーが終わり、机の周りを囲む生徒もいなくなっていた。

　その代わり、こっそりと話しかけにくる男子がちらほらと出はじめたけど。

「姫奈ひなも言っていたけど、意外と真面目まじめなんですね」

　教室にいる人数が少なくなり、静かになりだしたころに、ヒメジが話しかけてきた。

「帰らないの？」

　俺はちらっと隣を見て、また学級日誌に目を戻す。

「帰りますよ、もう少ししたら」

　机の上に鞄をのせて、すぐにでも帰れますって状態だった。

「あ、そう」

　ついに二人きりになると、ぽつぽつとヒメジが話しはじめた。

　週末に制服が届くから、来週からはみんなと同じ制服だ──とか、なんとか、そういう世間話。

　俺は、ああ、とか。おう、とか。へえ、とか。数パターンの相槌あいづちを打ちながら学級日誌を完成させる。

「時間、かかりすぎじゃないですか？　姫奈は、五分くらいで終わるのに」

「あいつは、授業終わりに毎回きちんと授業内容を日誌に書いてるからな。放課後、こんなふうに時間をかけないように」

「諒りょうもすればいいのに」

「そりゃ面倒だろ」

「なのに、ちゃんと書くんですね」

「まあ、一応、立候補してなったのもあるし」

「不思議な人ですね、諒は」

　たしかに、矛盾してるっちゃ、してる。面倒くさがりなら、学級委員になんてならなけりゃいい。

　でも、友達がロクにいない俺からすると、何かしら役職があるっていうのは教室の中で『息をしていい』って言われているようなものだった。

　伏見にこのことを言ったことがあるけど、さっぱりわからん、って感じの小難しい顔をされた。

「なんていうか『誰か』になれたら楽なんだ。Ａ君の友達だったり、Ｂさんの彼氏だったり、Ｃグループの一員だったり。自分の教室内での『席』がちゃんとあるみたいで、呼吸が楽にできるっていうか」

　俺にとってのその『誰か』が、『学級委員』だったんだと思う。誰もやりたがらないその役職だけは、とてもハードルが低く、簡単に誰にでもなれる。

　嚙かみ砕くだいて言ってみたけど、わかってもらえるとは思えなかった。

「なんとなくわかります」

　理解された。

「噓うそ」

「噓ついてどうするんですか」

　ヒメジみたいないわゆる美少女でも、こういうことを考えるのが意外だった。

　伏見は、哲学の難問を出された、みたいな顔をしていたのに。

「なあ、帰んないの、ヒメジ」

「もう……。わかりませんか？」

　呆あきれたようなため息をついて、俺をじっと見つめてくる。

　前日の伏見と比べると、適当ではあるものの、どうにか今日の日誌を書き終えた。

　俺が適当っていうか、伏見が真面目すぎるだけだと思うんだけど。

　どの項目もびっしり書いてある。

　伏見を基準にすれば、どの生徒も適当に見えるだろう。

　パタンと閉じて、鞄を手に席を立った。

「若田部わかたべ先生のところへそれを持っていったら、学級委員の仕事はおしまいなんですか？」

「そういうこと」

　鞄を持ったヒメジも俺のあとについてきた。

　クラスではもう珍しがる生徒はいないけど、廊下を歩いて他学年とすれ違うと、二度見したり振り返ったりする生徒はまだ多い。

　職員室までやってきて、ワカちゃんに日誌を渡す。

「ごくろーさん」と、受け取ったワカちゃんは、ズズズ、とマイカップに入ったコーヒーを飲んで、ノートパソコンでやっている入力作業にすぐ戻った。

　入り口で待っていたヒメジと合流して、靴を履はき替え学校から出ていく。

「ヒメジ、学級委員したいの？」

「いえ、ただ普段の仕事ぶりを観察していただけです」

「観察してみてどう」

「色々わかって面白おもしろかったです」

　面白いところあったか？

　首をかしげながら並んで歩いていると、一年生の女子が二人で校門のところで待っていた。こっちをちらっと見て、ささっと陰に隠れる。

「諒って、モテるんですね」

「え、俺!?」

　俺？　なのか……？

　ちらちら、こっちを見ていたのはわかっていたけど、俺待ち──!?

　ドキドキしながら校門から出ていくと、声をかけられた。

「あのっ」

　き、来たぁ……。

「え、何？」

　緊張気味に尋ねると、女子二人は、完全に俺じゃなくてヒメジを見ていた。

「アイカさん、ですよね……？　『サクモメ』の」

　その略称とアイカという名前にピンときた。

　茉菜が携帯で見せてくれた、アイドルグループ『サクライロモメント』所属メンバーの脱退ニュース。『アイカ』ってメンバーの記事だった。

「よく言われるんですけど、ごめんなさい、たぶん人違いですよ」

　ヒメジはさらっと笑顔を作って、歩きだした。

「なあ、やっぱヒメジってアイドルだったの？」

　追いつくと、気になっていたことを訊いてみた。

「やっぱって何ですか？」

「茉菜がそういう噂うわさがあるって教えてくれたから」

「あくまでも噂ですよ」

　まあな。

「それとも、アイドルだったほうが諒は嬉うれしいですか？　あの頃の藍ちゃんが知る人ぞ知るマイナーアイドルだったら」

「いや、別に。すげーなーとは思うけど、それだけ」

　何になろうが、どんなに人気だろうが、どんな悪人だろうが、幼馴染っていう事実は変わらない。

　ヒメジにとって俺が幼馴染であるなら、俺にとってもヒメジは幼馴染だ。

「諒のそういうところでしょう、姫奈が躍起になるのは。わかる気がします」

「何をわかったんだよ」

　脈絡なくヒメジは話題を戻した。

「さっきは違うって言ったけど、本当です」

「……へえ」

　ふふふ、とヒメジは笑顔になった。

「無関心、無頓着とんちゃく、ほぼ無反応」

　ネガティブな言葉をリズミカルに言うヒメジ。

「……悪かったな。そういう性分なんだよ」

「そういうあなただから、打ち明けられるのかもしれません。ネットに書き込んでみますか？　『幼馴染がアイドルになっていた件』みたいな」

「書かねえよ」

「そういうタイプじゃないですもんね」

　たった、と数歩先を歩いて、ヒメジはこっちを振り返った。

「アイドルとキスしたんですよ、諒は」

「は？」

「体育倉庫で。私が転校する前です」

　てことは、小学生のときか。

　それで何か思い出さないか訊いてきたのか。

「ニュアンス的には、キスというより、ちゅーでした」

　違いがさっぱりわからん。

「暴走した好意の表れ、みたいなものです」

　伏見もそうだったんだろうか。

「正確には、アイルドルになる前、だろ」

「そんなに強調しなくてもいいじゃないですか」

　つまらなさそうに言うと、おほん、とわざとらしい咳払せきばらいをした。

「なる前とはいえ、一生の思い出ができてよかったですね」

「上からだなぁ……」

「アイドルになる幼馴染と体育倉庫でキスするなんて、走馬灯登場レベルじゃなんですか？」

「走馬灯は見たことないから、登場レベルかどうかもさっぱりだ」

　それもそうですね、と言って、ヒメジはまた楽しそうに笑った。

「安く見積もっても一〇〇万円以上は値段がついたと思いますよ、私とのキス」

「つかねえだろ」

「知らないんですね、アイドルっていう業界とその商売を」

「商売って言うな、商売って」

　俺がツッコむとまたヒメジはくすっと破顔した。

「打ち明けたほうがいいのかどうか迷ってましたし、言ったところで、全国区でもないマイナーアイドルですし、イロモノ扱いされて変な目で見られるのも嫌だなって思っていて。でも、スッキリしました」

　元アイドルってことをぶっちゃけるかどうか、ずっと喉のどの奥で引っかかっていたらしい。

　テレビに出るような知名度のグループじゃないらしいけど、知っている人にはわかるようだ。

「よかったな、俺がこういう無頓着なやつで」

「そうじゃなかったら打ち明けてませんから」

　それもそうか。

　帰りましょ、とヒメジは言って、俺が追いつくとゆっくりと歩きだした。
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「どうですか？　可愛かわいいですか？」

　ヒメジは自信満々な笑みをすると、一度くるりと回ってみせた。

　言っていたように、ヒメジの制服が俺おれたちの学校のものとなった。

　この学校の生徒なんだからこの表現はちょっと違うかもしれないけど、見慣れないのもあってコスプレをしているように見える。

「ああ、うん、似合ってるんじゃない」

「ありがとうございます」

　おほん、と席に座っていた伏見ふしみが、おもむろに立ち上がって、くるくると回ってみせる。

　不思議そうに俺がしていると、見ていたヒメジがふふ、と笑った。

　普段通りのややラフな格好でやってきたワカちゃんが、出席を取ると、生徒を校庭に誘導した。


「うぅぅ……楽しみで、ちょっと眠れなかった」



「お子様ですね、姫奈ひなは」

「……藍あいちゃん、目元にちょっとクマできてる」

「その手には引っかからないですよ？」

　フン、と得意げに鼻を鳴らすヒメジだったけど、伏見が言った通りちょっとだけクマができていた。

　おまえも眠れなかったのかよ。

　修学旅行の初日。これからクラスごとにバスに乗って、目的地まで二時間ほど移動をするのだ。

「で、出口でぐち……バス、隣、いい？」

「うん、いいけど──」

　周囲を見回して、出口は言葉を切った。

　け、けど……。何だ？

「せっかくなんだし、こういうのは、男女が隣同士のほうが楽しいって」

　イイ提案だろ、と言わんばかりに出口は白い歯を覗のぞかせた。

　そうか？

　電車くらいならまあいいけど、隣に女子が長時間となると、なんか気を遣う。

「修学旅行だしね。いいと思う！」

　ぐっと伏見が親指を立てる。
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「うん。こういうときくらいは、いい、かな……」

　小声になった鳥越とりごえも同意らしい。

　てっきり俺は、伏見鳥越は隣同士がいいんだと思ったけど、そうじゃないらしかった。

「異論はないです。こっちに来てもいいんですよ？」

　何でヒメジはそういう言い方になるんだろう。

「私、お菓子買ってきたんです。隣になったら、わけてあげられるんですけど──」

　こそっと見せてくれたお菓子、ポンキー。棒状のおいしいお菓子。昔から俺が好きなやつ。

　男女でグループ分けジャンケンをする。俺はグーで出口はチョキ。女子も終わったらしい。

「グー」

　拳こぶしを小さくあげると、それに一人応じた。

「グーっ！」

　目をキラキラさせた伏見だった。

「オレと鳥越氏がチョキ、と」

　ヒメジが余った。

「何でですかっ！」

　不服らしく、口をへの字にして子供みたいに怒っていた。

　一人余るのは、切ないからなぁ。補助席はダメって言われるし。

「藍ちゃん、これが勝負だから」

　同情の眼差まなざしの伏見に、ヒメジが青筋を立てた。

「勝ち誇った顔が、ちょっとイラってします……」

「サービスエリアで休憩があるから、そのときに別パターンをすればいいと思う」

　鳥越が提案すると、出口が乗った。

「いいじゃんそれ」

「静香しずかさんがそうしたいのなら、私は構いません」

　ヒメジはまんざらでもなさそう。てか、静香さんって呼んでるの何でだ。

　対照的に、すーん、と伏見は無表情になっていた。

　ともあれ、一度席替えをすることが決まった。

　学年主任の先生のやや長い話のあと、各クラス、バスに乗り込み開始。

　手荷物だけ持って、埋まりつつある座席を見回すと、先に入っていた伏見が手を振った。その隣の通路側に座ると、前に出口と鳥越が座った。

「鳥越氏、本持ってきてるし！」

「あ、ええっと、これは……」

「どんなの？」

「あの、えと……」

　困ってる、困ってる。

　ＢがＬするやつだ。

　最近何読んでるか知ってる俺は、後ろで笑いそうになっていた。

「ヒメジ、どうするんだろう」

「また藍ちゃんの心配」

　ぷくーと伏見が膨れた。

「いや、心配っていうか、余り物は悲惨なことになるから──」

　と、俺が思っていると、ガタン、ガシャン、と補助席を作り、すとんとヒメジが座った。

「あ、ヒメジそれ──」

　俺が言うよりも早く、車内用のマイクを使って運転手さんが言った。

『補助席は、危ないから使わないで下さいねー』

「～～っ」

　顔を赤くしたヒメジが、震えていた。恥ずかしいのか何なのかよくわからんが、ともかくプルプルしていた。

　通路でもあるので、案の定邪魔になっていた。

「藍ちゃん、ドンマイ……」

「空いてる席行かないと──」

「ポンキー、あげませんから！」

　捨て台詞ぜりふを吐いて、後生大事ごしょうだいじに持っていたポンキーの箱を持って、ヒメジは少し後ろの席に座った。

　あげないって……俺ほしいなんて言った覚えないんだけどな。

　ごそごそ、と伏見が鞄かばんを漁あさって、何かを出した。

「これ。わたしも持ってきてるから、大丈夫だよ」

　ヒメジが持ってきているのと同じポンキーだった。

　いや、だから、ほしいとは言ってないぞ……？

「遠足のとき、諒りょうくん絶対これ持ってきてたから」

「そうだっけ」

「藍ちゃんもそれを覚えてたんじゃないかな」

　くるっと後ろを振り返ると、離れたところでヒメジはクラスメイトの女子たちとよろしくやっていた。ヒメジにとってもいい機会なのかもしれない。

　もちろん、俺にとってもだ。

「出口、この前言ってたゲーム、俺もはじめて──」

「おぉ、マジか。フレンドなる？」

「いやでも、メンツしょぼいから役に立てないと思う」

「いーんだよ、そんなの。オレが手塩に掛けて育てたキャラたちを使ってやってくれぃ」

　ＩＤを聞いて、フレンド申請をしておく。俺たちがゲームの話で盛り上がる隣では、前後で伏見と鳥越が話をしていた。

「しーちゃん、ポンキー食べる？」

「うん。私も、お菓子持ってきた。あとでひとつ交換」

「あー、いいねぇ、修学旅行っぽくなってきた～」

　満足げな伏見だった。

　バスが出発し、しばらく盛り上がっていた車内も徐々に静かになりはじめた。

　話し声も少しはするけど遠くで聞こえる程度で、前の二人も寝ているようだった。

「諒くん。お待ちかねのポンキー」

　声を潜めた伏見がパッケージを開けた。

「待ってねえって」

　一本を差し出してきた。

「あーんして、あーん」

「いいよ、そんなの……」

「早く、早く。見られちゃうから」

　反対側の席も前後の席も寝ている。けど、いつ目を覚ますかわかったもんじゃない。

「恥ずかしがっているほうが恥ずかしいからね」

　どういう理屈だよ。

　ほらほら、と口元に突き出してくるので、仕方なくサクサクと食べた。

「おいしい？」

「安定感抜群のおいしさ」

「よかった」

　嬉うれしそうに伏見が笑みをこぼす。

「ちょっと失礼して……」

　ぐいぐい、と体をこっちに寄せて来た。

「何だ、今度は」

「写真」

　写真アプリを起動させた伏見は、腕を伸ばして携帯を構える。

「え、今？」

「今。てか、ずっと。何してても」

　インカメラにすると、問答無用でパシャパシャ撮りはじめた。

「こら。やめろ」

「ふふ。諒くん、ポーズ取って」

　パシャパシャ。

「写真撮られるの、苦手なんだよ……」

「ふふ、ごめんね。我慢して」

　ようやく離れた伏見は、撮った写真を確認すると、ニマニマしはじめた。

「ツーショットなんて久しぶり。なんかドキドキしちゃうね」

　これにはちょっとだけ同意した。

　保存保存、とつぶやく伏見の横顔はすごく嬉しそうだった。
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　サービスエリアで昼休憩をとったのち、またバスで移動する。

　席替えをして、今度はヒメジがやってきた。

「わたし、他のみんなのところ行くから」

　そう言って、伏見ふしみはヒメジと席を替わった。

　後ろへ向かった伏見をヒメジが目線で追いかける。

「なんだか、余裕綽々よゆうしゃくしゃくですね」

「余裕？」

「いえ、何でもないです」

　その中に何が入るんだ？　っていうくらい小さなバッグから、ヒメジはポンキーを取り出した。

「食べたくないですか？」

　そんなこと言った覚えはねえ。

　好きなのは好きだけど、さっき伏見からもらったしな……。

「今はいい」

「素直になればいいのに」

　いつの間にか、俺おれは好物を我慢していることになっていたらしい。

　押しつけられたポンキーを持っていると、ひとつふたつ、とヒメジは食べはじめた。

　結局おまえが食うんかい。

「なあなあ、たかやん、トランプしねえ？」

　頭を出した出口でぐちがこっちを向いた。

　たかやんってのは、俺のことか。

　なんか、いいな。ニックネームって感じで。

「『高森たかもり』って名字、微妙にカッコいいから癪しゃくだったんだよ」

　けらけらと出口は笑う。

「カッコいいか？」

　首をひねると、話を聞いていた鳥越とりごえも頭を出してこっちを向いた。

「私、トランプ持ってる」

「鳥越は、用意いいな」

　ちょっと待って、と鳥越は鞄かばんを漁あさってトランプを取り出した。

　ポンキーで口いっぱいのヒメジが、もぐもぐもぐもぐ、とハムスターみたいに素早く口を動かして、ごくんと飲み込んだ。

「私も入ります」

　したかったんだろ。急いで飲み込んだりして。

　ポンキーのカス、唇についてんぞ？

　鳥越のトランプを使って、ババ抜きをはじめた。

　これが意外と盛り上がる。

「おい、ヒメジ、その角度だと手札が見えるぞ」

「見せてるんです、諒りょうがそれでペアを作るゲスじゃないと信じているので」

「俺の良心に訴える作戦はやめろ」

「たかやん、ババ持ってるだろ」

「……持ってねえよ」

「「「あ～、持ってる」」」

　何でバレるんだよ。

　何回戦かババ抜きをして、半分以上俺が負けることになった。

「高森くんは、結構わかりやすく顔に出る」

「そうか？」

「たかやん……そんなんじゃ、エロいことも考えられねえな？」

「こんな状況では考えねえから安心しろ」

「考えるのは考えるんですね？」

「ヒメジ、揚げ足を取るな」

　こんなことなら罰ゲーム設定しときゃよかったー、と出口は残念がる。

「高森くんが弱すぎるから、別のことしよう」

　また鳥越が鞄を漁って、トランプとは少し違うカードの束をシャカシャカと繰りだした。

「カードゲームでもするのか」

「ううん。タロット」

「鳥越氏、占えるの？」

「ちょっとだけね。前興味があって練習した」

「……」

　ヒメジが興味津々な様子で何も言わず見つめている。

「ヒメジちゃんも、占い、好き？」

「別に。占いなんて、その場では覚えていても、三日も経たてば何言われたか忘れる程度ですし──」

「鳥越、ヒメジは占わなくていいってさ」

「──でも、静香しずかさんの練習台くらいにはなってあげられます」

　素直じゃないな、こいつ。

「姫嶋ひめじまさん、好きなら好きって言っていいんだぜ？」

　キメ顔で出口がなんかいいことを言っている。

「思ったことしか言ってないから大丈夫ですよ」

　まずは出口が先陣を切った。

　鳥越の指示に従って、カードを選んだり、思い浮かべたりしている。


　どうのこうのと鳥越が説明すると、おぉぉ……と出口が感嘆の声を上げた。



「当たってるような……でもマジで？」

「近いうちに、そういう出会いもあるかもね。選んだカードや位置的に」

「先生、ありがとうございます」

「苦しゅうない」

　変なノリが出来上がっていた。

　おほん、おーっほん、とヒメジがわざとらしい咳払せきばらいをしている。

「はいはい。ヒメジちゃんね、次」

「……よろしくお願いします」

　出口の反応を見て、ヒメジがしおらしくなった。

　同じようにカードを選んだり、思い浮かべたりすること五分ほど。

「ふむふむ。ヒメジちゃん、大変だったね」

「え？」

「そういうカードと位置だから。状況とか環境が変わって、これからは、マシになるはずだよ」

「……ありがとうございます、先生。私、それを励みに今後も頑張ります」

「苦しゅうない」

　だからそのノリなんなんだ。

「よし、最後は俺だな。いっちょ頼む」

　出口やヒメジのようにあれこれ言われて、同じようにやっていく。

「ふーん。そうなんだ」

「何が」

「最近、変化があったでしょ？」

　ヒメジのことか？　思い当たるとするとそれだ。

「それがちょっとしたブレイクスルーというか、状況が変わるきっかけになるっぽい」

「そう、なのか」

「身近な人と恋をするかもしれないし、そうじゃないかもしれない」

　どっちだよ。

「高嶺たかねの花や大輪のバラよりも路傍のタンポポのほうが、いいんじゃないかなーって……思ったりしなかったり……」

　声が小さくなっていくにつれて、鳥越の顔が朱に染まっていく。

「鳥越、顔が赤くなって……」

　スッと鳥越は座席に隠れた。それを追いかけたヒメジが、横から鳥越の座席を覗のぞき込む。

「さては静香さん、最後のは占いじゃなく願望なのでは」

「占いデス」

「こんなに顔を赤くして」

　つんつん、とヒメジが鳥越の頰ほおをつつく。

「素だから、これ」

「ウブなんですね」

「～～」

　出口が清らかな目でヒメジと鳥越のやりとりを見守っている。

「百合ゆりフィールドが展開されている」

「百合フィールド……？」

「男子禁制の世界だ。たかやん、覚えておくといい」

　覚える必要がないのは、なんとなくわかった。

　自分のシートに背を預けたヒメジは、やれやれといった様子でため息をついた。

「まったく、油断も隙すきもありません」

「ヒメジは、大人の世界で色々経験してるから、鳥越はウブに見えるんだろうな」

　何気なく言うと、くすっと笑われた。

「そう見えているのなら、諒は私のことを知れば知るほど、きっと好きになると思いますよ？」

　……何なんだよ、その自信。

「ならねえし」

「ふふっ、子供」

　うるせえな。

「拗すねないでください」

「拗ねてねえって」

　まだ後ろを向いていた出口が、巨大なため息をひとつ吐いて、前を向いた。

「先生、今ツライことがありました」

「言ってみなさい」

「後ろで年頃としごろの男女がイチャイチャしてるんです」

「許せませんね」

　まだそのノリ続けるのか。
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　到着した宿は、小綺麗こぎれいでシンプルな旅館で、部屋は俺おれと出口でぐちの他に、違う班の男子三人の五人部屋だった。他の部屋も同じで、男子も女子も、それぞれ五人か六人部屋に設定されている。

　ザ・旅館って感じで、急須やら湯のみやらがポットのそばにしまってあり、さっそく一人がお湯を沸かしていた。

「あー、ええっと、荷物置くだけだから、またすぐ出るよ」

　俺が言うと、そうだっけ、と男子はしおりを確認した。

　俺も自分が学級委員なんてしてなかったら、日程やスケジュールは把握してなかったと思うので、気持ちはよくわかった。

「でぐっち、姫嶋ひめじまさんとか伏見ふしみさんやＳＢサイレント・ビューティー鳥越とりごえの班だろー？　うらやまし」

「いいだろ？　残り物には福があるんだよ」

　班決めに出遅れただけのくせに、出口は得意そうだった。

　他の男子たちとも出口は仲がいいようで、班のメンツを確認していた。

「いいなそれー。めっちゃ面白おもしろそうじゃん」

　と、三人の男子と会話を弾ませている。

　……そう、だよな。

　俺とだけ仲がいいんじゃなくて、みんなと仲がいいんだよな、出口は。

「姫嶋さん……アイドルだったって噂うわさだけど、マジ？」

　寝耳に水だったのか、きょとんとした顔で、出口はこっちに目をやった。

　俺は首をかしげておいた。

　ヒメジは、言う相手を選んでいた。ここで俺がペラペラしゃべるのは違うだろう。

「もしそうだったとして、ライブ行ったら、あんな子が歌って踊って、最後には笑顔で握手してくれるんだぜ？　絶対好きになる自信あるわー」

　わかるわー、と他の男子たちが同意していた。

「ロビー集合の時間そろそろだから、行こう」

　俺が言うと、みんな適当な返事をして、最低限の荷物を持って移動を開始する。

　テンションが比較的高い同室の三人の後ろを歩いていると、並んだ出口が声を潜めた。

「なあ……マジなん？」

「何が」

「姫嶋さんの話」

「どうだろう。はじめて聞いたけど」

　そう言って濁すのが精一杯だった。

　この手の噂は、広まるのが早い。クラスに隠れカップルがいる、なんて話題ですら瞬時に蔓延まんえんするんだから。

「……そっか」

「前そうだったとしても、今そうじゃないんなら、もうアイドルじゃないってことだろ。もう歌って踊らないし、好きでもない相手に笑顔は振りまかないし、握手もしない」

　商売って言ってたからな、本人が。

「でもなー。妄想の一回くらいはするだろ、アイドルが転校してきたーとか」

「したことない」

「マジかよ。何校生だよ」

「高校生だよ」

「わかってんよ、んなことは」

　ロビーに全員集まったクラスから、バスへ移動。

　伏見たちは、どの部屋になったんだろう。

　早くもシワがつきはじめた旅のしおりで部屋割りを見てみると、別の班三人を加えた六人部屋だった。

　非常時のために、部屋の位置とか地図が書いてあるけど、悪いことを考えるバカがいないか、修学旅行の度たびに俺は少し心配になる。

「全員揃そろったなー。じゃ、バス乗ってー」

　ワカちゃんの号令で、クラス全員がバスに乗り込む。今回の隣は鳥越になった。

「高森たかもりくん、次に行くところは？」

「ああ、えっと──。有名武将が祀まつられている神社」

「ですが。その武将は後に何藩の当主となったでしょう」

「クイズはじまった!?」

　はいはい、と前に座っていた伏見が挙手をする。伏見の隣はヒメジだった。

「ひーなには訊きいてない」

「諒りょうくん、わかる？」

「……わかるけど、言いたくない」

　俺が窓の外をそっと見ると、聞いていたヒメジが声を上げて笑った。

「ふふふ。諒は、知らないだけなんじゃないですか？」

「これから学ぶんだよ。文句あるか」

　俺が開き直ると、伏見と鳥越も笑った。







　三〇分ほどで到着した神社は、平日とあってか人はまばらで、のんびり見て回るにはちょうどよさそうだった。

「レポート書かなきゃなんだから、ちゃんとメモしないとダメだよ？」

　みんなに当てはまることだろうに、伏見は俺にだけ注意をする。

　納得いかねえ。

「わかってるって」

「ペン持ってきてないじゃん！」

「携帯がある」

「現代っ子！」

　おまえもそうだろ。

　けど、アナログな伏見は自分のペンを持ってきていて、ちゃんとメモまで持参している。

「ひーな。携帯で写真オッケーって言われてるんだから、わざわざメモ帳とペン持ってこなくても」

　鳥越も現代っ子。携帯であちこち写真を撮るし、ぺぺぺ、と音を鳴らして何かをメモっている。

「こっちのほうが、頭に入るからいいの」

　メモったところで、俺の経験上、それが役に立ったことは、あまりない。読み返そうとしたとき、字が汚くて読めないってことがままあるからだ。

　それに、図書館やネットで調べた情報が、一番面倒がなくて済む。

　そもそも、この手のレポートで原稿用紙が埋まったためしがない。

「姫奈ひな。諒が私と写真を撮りたいって言っているので、撮ってもらってもいいですか」

「なこと言ってねえだろ」

　俺の発言を丸っと無視するヒメジは、ちょうどいい背景になるように、背後を確認しながら、俺をいい感じの場所へと移動させる。

「藍あいちゃん、諒くん撮りたいなんてひと言も言ってないよ？　どうしたの？　幻聴？　保健室の先生呼んでこないと──」

　本気で伏見が心配していた。

　修学旅行に同行してくれている保健室の先生は、今どこにいるんだろうな？

「──ち、違います！　言いたそうにしてたから！」

「してねえよ」

「だってさ」

　ヒメジは、ひったくるように俺の携帯を奪うと、それを伏見に渡した。

「私、知ってるんですから。あなたたちがバスの中で何をしていたか」

「……っ」

　伏見の笑顔が強張こわばった。

「し、仕方ないなぁ、藍ちゃんは……一回だけだよ」

　苦しそうな笑みのまま、伏見は携帯を構える。

　俺の意思は……？

「ひーな、何をしたの？」

　鳥越も食いついてきた。

「まあまあ、いいじゃん、そういうのは」


「姫嶋さんに飽き足らず、たかやん、おまえぇぇぇぇ────！」



「え、諒くん。藍ちゃんと何かしたの？」

　すっと構えた携帯を降ろした伏見の顔全体はにこやかだったけど、目はマジだった。

「「イチャついてた」」

　出口と鳥越の声が被かぶった。

「へえ」

　伏見が持っていた俺の携帯が、ミシッ、と嫌な音を立てる。伏見の背後からは、謎なぞの黒い陽炎かげろうみたいなものが揺らめいていた。

「伏見さん伏見さん、落ち着いて。一度、そう一度深呼吸をしよう。あと、別にイチャついてない」

　携帯返して。写真とかどうでもいいから。

「間を取って、一旦いったん私が高森くんと写真を……」

　どこの間を取ったんだ、鳥越。

　幼馴染おさななじみ二人が視線で何かを語っている隙すきに、すすすす、とやってきた鳥越が、携帯を出口に渡して、何枚か写真を撮った。

「あ、あとで、送るから」

「ああ、うん」

「……そうなると、オレも動かざるを得ない、か……」

　出口、おまえはじっとしてろ。何でキメ顔なんだ。

　結果的に、一人一枚俺と撮った。

　出口も。

「おまえとは別にいいだろ」

「いや、流れ的に、このほうが正解かなって」

　何の正解だよ。

　出口との写真を撮るとき、伏見たちに微笑ほほえましそうな目で見守られた。

　そのあと、全員の写真も、通りがかった違う班の人に頼んで撮ってもらった。

　送ってもらった一枚は、よく撮れていた。

　俺も含めて伏見もヒメジも鳥越も出口も、みんな楽しそうだった。
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　神社の敷地内を散策し、近くにあるという武家屋敷通りを歩き、有名らしいお寺を回って初日の修学旅行の外での日程は終了した。

　旅館に帰るバスの車内で出口でぐちが訊きいてきた。

「たかやん、神社と寺って何が違うの？」

「俺おれに訊くなよ」

「あれ、頭よくなかったっけ」

「それは伏見ふしみのほうだ。学級委員が頭いいとは限らないんだぞ」

「それもそうか」

　と、隣に座った出口は納得した。

　前の二席は、鳥越とりごえと伏見が座っていて、一人余ったヒメジは車内後方の席に座ったようだった。

　ペコ、ペコ、と写真が次々にグループチャットにアップされていく。共有するために帰り際に作ったのだ。

　写真の送信者は伏見と鳥越だった。

「これいいね」

「うん。イイ顔してる」

　前で楽しげに相談する二人は、たくさん撮った写真の選定に勤いそしんでいた。

　五人の写真だったり、二人だったり、三人だったり、色々なパターンの物が選ばれていた。

「伏見さんと姫嶋ひめじまさんと鳥越氏の写真……プリントアウトすれば売れるぞこれ」

　ボソッとゲスいことをつぶやく出口だった。

　俺の携帯のフォルダには、写真よりも動画ファイルのほうが多かった。

　一本一〇秒ないものがほとんどで、ワイワイやっているものだったり、静かに庭園を眺めていたり、そういうものが多い。

「お。なんかイイ感じじゃん、その動画」

「っ、見んなよ」

　手元を覗のぞかれていたとは知らず、俺は慌てて画面を暗転させた。

「伏見さんの物憂げそうな横顔。からの、撮られていることに気づいて、慌てて、でもちょっと照れくさそうにポーズを取る感じ。さっすがカントク」

「やめろって」

　改めて言われるとくすぐったい。

　練習しているというわけじゃないけど、みんなが写真や動画を撮っているので、俺もなんとなくやってみようと思ったのだ。

「売れるわ、その動画も」

「売るな」

　どうしても伏見で商売がしたいらしい。データ送ってくれって言われたけど、断固拒否した。

　俺が伏見を撮ったことを知ったヒメジも、「撮りたいならどうぞ」って言いだして、俺は全然撮る気はなかったけど、撮ってほしそうだったので撮った。

　華があるのはたしかだけど、意識しまくっているのとカッコつけすぎで、やや不自然な様子になっている。

　他に撮ったのがいくつもあるので、いつの間にか容量がずいぶんと嵩かさんでしまった。

　旅館が近づくと、今後の流れを改めてワカちゃんが説明した。

　しおりに書いてあることそのままだけど、俺みたいに聞いてなかったり、きちんと読んでなかったりするやつがたくさんいるので、そうしたアナウンスはあったほうがいいんだろう。







　到着し、しばしの自由時間のあと大食堂で夕飯。天ぷらと海の幸がメインの和食御膳を食べて、部屋と戻った。

　あとは、クラスごとの入浴時間を待って、風呂ふろに入って寝るだけだ。

「女子は各クラス三〇分時間あるのに、男子は何で一五分なんだよ、イインチョー」

「んなこと俺に言われても」

　同室のクラスメイトから、冗談半分のクレームが起こった。

　去年も似たような入浴時間しかなくて、ほぼイモ洗い状態だったことが思い出される。

「風呂って、男女別？」

「当たり前だろ」

　混浴のほうが珍しいだろ。

「イインチョー、なんとかしてくれよぉ」

「できねえよ」

　なんとかできると思ったのか。

「女子が隣の浴場でキャッキャするの、聞きたくね？」

　一人が言うと、俺以外の四人が激しく同意した。

「どうせ女子の誰だれかに通報されて、白い目で見られるのがオチなんだから、やめとけって」

　この手の輩やからは、どうして毎回現れるんだろう。

「違う違う、イインチョー。オレらは、風呂に入る。ただそれだけだ。音は、勝手に聞こえてくるんだから仕方ない」

　聞こえてくる、と耳を澄ますってのは全然違うと思うぞ。

「覗のぞく？　いいや、そんなのもう古い。サウンドオンリー。これが新しい形だ」

　何カッコつけてんだ。他の三人は、いいこと言うな、おまえ、みたいな感じでハイタッチしてる。

「……それはそれでダメなような」

　新しい形の『覗き』に四人が士気を高めていると、コンコン、と部屋がノックされた。

「はい、どうぞ」

　やってきたのは浴衣姿の伏見だった。髪の毛を後ろでまとめているのもあって、新鮮さがすごい。

「お邪魔しまーす……」

　こそっと顔を出すと、ビシッと時が止まったように俺以外の男子がそっと腰を引いて前屈まえかがみになった。

「どうかした？」

「諒りょうくん、諒くん、携帯の充電器持ってきてる？」

「ああ、それなら──」

　俺が鞄かばんを漁あさろうとするよりも早く、充電器を用意した四人が片膝ひざをついて伏見に充電器を差し出した。

「オレの充電器を……」

「こいつのはにおうんで、やめたほうがいい。オレのなら、すげー充電できます」

「プリンセス、オレのやつなら、こいつのその五倍は充電ができます」

「オレだと思って、大切に扱ってくれ、伏見さん」

　きょとんと目を丸くした伏見は、けらけらと笑った。

「ありがとう。でも、なんか返しにくいから、諒くんのを借ります」

「鳥越とか他の人は持ってきてないの、充電器」

「あー……みんな自分のやつを充電してて……諒くんなら、バッテリー余らせているからしばらくは大丈夫かなって」

　俺の携帯のバッテリー具合まで何でおまえが把握してんだ。

　常に携帯イジってるってわけじゃないから、そうなんだろうって思ったんだろうけど。

「ほら。持ってけ」

　ぞんざいに投げると、パシっと上手うまくキャッチした。

「ナイスキャッチ」

「えへへ。でしょー？」

　ありがとねー、と伏見は言って、部屋を出ていった。

「結局たかやんのかよ……」

「いいなぁ、仲よくて……」

「オレ、漫画のモブなのかなって思った。青春の一ページすぎて」

「彼女じゃなくていい……！　それっぽい何か──少なくとも仲いい女子くらいはオレにもいていいはずなのに……」

　高まった士気が一斉に下がって各々おのおの、どんよりとした表情だった。

　……ていうか、伏見の携帯と規格が違う充電器だったから、全員充電できなかったぞ。

　やれやれ。もうやってらんねーよ。とやさぐれた部屋メンたちは、入浴の準備をはじめた。

「「「「オレの幼馴染おさななじみ、どこ行ったんだろう……」」」」

　ため息が充満していたので、換気のため窓を開けておく。

　しばらくしてから携帯が振動した。確かめると、伏見からのメッセージだった。

『聞き忘れてた！』

　何が？

　──と入力していると、次のメッセージを受信した。

　ぽん、と画像が表示される。

　浴衣姿の自撮り写真だった。

『似合ってた？』

　よーく見ると、慌てて撮ったせいか、胸元むなもとがはだけていて俺は思わず携帯からすっと目をそらした。
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「あいつ……」

　たぶん、わざとじゃなくて天然だと思う……。

　ポコン、とメッセージをまた受信した。薄目で画面を見ると、新しいメッセージの上にあるはずの写真が削除されていた。

『エッチくなってたぁー!?!?』

　そりゃこっちのセリフだ。

　胸がペタンコすぎて、隙間すきまができやすいのでは、と俺は考える。

『別に浴衣じゃなくて体育のジャージでいいんだぞ』

『風情ふぜいがないから』

　いる、風情？

『ナシ！　さっきの！　新しいの、撮るから！』

『似合ってた、似合ってた』

『なんか投げやり！』

　ぷん、と怒ったようなスタンプも送られてきた。

『早く風呂入りに行けよ』

『女子はもうちょっとあとだもん』

　回りを見ると、うちの部屋メンたちはもういない。

　そうか、時間がズレるんだった。

　誰のキャッキャウフフに耳を澄ませることになるんだろう。

『諒くんは、お風呂の時間だよ』

『みんな行ったけど、俺はあとでこっそり』

『悪い子！』

　旅館のホームページには、浴場の営業は二三時までって書いてある。わざわざ急いで一五分で入らなくてよくね？　って思う。まあ、他のお客さんとのトラブル防止のためなんだろうけど。

　テレビでも見るか、と番組表を眺めていると、ガチャ、とドアが開く音がする。

　誰か忘れ物を取りに戻ってきたんだろう。

　と思ったら違った。

「言ったでしょ。イイ子じゃないんだよ、わたし……」

　カタン。

　伏見が後ろ手に鍵かぎを閉めた。

　スリッパを脱いで、敷かれた布団ふとんをご丁寧に踏まないように、伏見は俺のところへやってきた。

　並べられた一番隅の窓側の布団が俺の領土。

　すとん、と座ると、妙な緊張感が漂ってきた。

「……鍵、閉めるなよ」

「悪い子だから閉めました」

　ふふふ、といたずらっぽく伏見は笑う。

　何見てたの？　と言い、テレビを並んで見はじめた。レギュラー放送のバラエティ。毎週きちんと見ているわけでもないその番組は、伏見が気になって、全然集中できない。

　ＣＭに入ったタイミングで、つんつん、と俺の膝をつついてきた。

「何？」

「藍あいちゃんとしーちゃんと写真撮ったでしょ」

「撮ったけど」

「鼻の下、伸ばしてたっ」

「伸ばしてねえよ」

　噓うそだぁー。と自分から切り出しておいて、さっそく不機嫌になった。

「幼馴染としか撮っちゃダメなんですぅ～」

「そんなルールはないだろ」

「額に飾って大事にされたらどうするの！」

　そんなやついないと思うぞ。

　伏見の頰ほおがほんのりと赤い。風呂上がりみたいに。

　フン、と鼻息を荒く吐いて、どーん、と俺を突き飛ばした。

「いて。何すんだ」

「お布団あるから大丈夫──」

　上半身を起こそうとした俺に、伏見が抱き着くようにのしかかってくるので、また布団に倒れることになった。

「伏見？」

「諒くんは、そうやって……みんなに優しくするから、とってもイヤ」

　胸のあたりから、伏見が上目遣うわめづかいでむー、と見つめてくる。

「伏見さん、動くからはだけて……浴衣が……」

「ちょっとだけならいいもん」

　よかねえよ。

　慎ましすぎる胸が二割くらい見えてんだよ。

「もぞもぞ、もぞっ」

　布団の中に入ると、俺にも掛布団を掛けてくれた。

「ありがとう──じゃねえ。何してんだ」

「あはははは」

　ふいー、楽しいー、と目尻に浮いた涙を人差し指ですくった。

　風呂上がりみたいに頰が赤らんでいる。でも、うちのクラスの女子は、入浴時間はまだで……。

「伏見、おまえ酒呑のんだ？」

「……呑んでません」

　……目が、全然合わない。

「何呑んだの」

「ジュースみたいなやつ」

　みたいなやつってことはジュースじゃねえな!?

「いつ呑んだんだよ」

　てか誰だ呑ませたやつ。伏見の部屋メンか？

「まったく、とんでもねえワルだな」

「諒くんと一緒」

　えへへ。と笑って、ころん、と転がって、すっぽりと俺の腕の中に収まろうとする伏見。

「こんなところ部屋メンに見られたら──」

「だから、鍵、閉めてるんでしょ？」

　とんでもねえワルだ。

　外が騒がしい。

「諒くん」

「ん？　……それよりも、何か外が騒がしいけど──」

「だいじょぶ、だいじょぶ。お布団の中だから、誰か入ってきてもバレないバレない！」

　そっか。布団の中だもんな。──いや、そんなわけねえだろ。布団は四次元ポケットじゃねえぞ。

　やっぱ騒がしいな……。

　なんて外に気を取られていると、伏見がぐっと顔を近づけてきた。

「諒くん」

「何？」




「──キス、しないの？」




　唾つばが喉のどの変なところに入って、ゴホゴホと何度かむせた。

「し、しねえよ……そういうの、順序が……」

「もうしちゃってるのに？　ヘンなところマジメなんだからぁ」

　伏見がつんつん、と鼻を小突いてくる。

　カタン──。

　小気味いい金属音がすると、扉が開いた。

　え？　鍵って閉まってるんじゃ……。部屋を開ける鍵も──あった。テレビの横に──。

「イインチョー、閉めてどっか行くなよなぁ」

「風呂来るかと思ったら来ないし」

「ったく、どこ行ったんだか──」

　あ、マスターキーか！　フロントかどこかから借りてきたな？　それで廊下で騒いでたのか。

　ヤバい。

　伏見と俺が一緒にいるのを見つかると、鍵を閉めて部屋で何かしていたって思われる。

　しかも布団の中。

「どうしよう諒くん、見つかっちゃうっ」

　なんか楽しそうだな。

　しかもこの酔いどれ幼馴染が見つかるともっとマズい。

　もうこの手しかない。

　ぱっと目についた押し入れを素早く静かに開けて、伏見を放り込む。

「え、何ー？」

「静かにしてろ」

　俺はすぐに自分の布団に戻って狸たぬき寝入り。

「おーい、イインチョ……」

「って寝てんのかーい」

「そりゃ開かないわけだ」

「たかやーん、朝だぞー」

　出口が俺の体を揺すって起こそうとする。

　どうにかみんなを部屋の外に出して、その隙すきに伏見には出ていってもらおう。

　それしかない。

「……あ、ごめん、寝てたわ」

「寝つき良すぎかよー！」

　部屋メンたちは上機嫌に笑った。

　すすす、と襖ふすまが少し開いて、伏見が部屋の中を窺うかがっている。

　飛び起きた俺は、押し入れを背に、後ろ手に強引に閉めた。

「く、暗いの怖い……」

「我慢しろ」

「たかやん、どした」

「いや……何でもない」

　どうにか笑顔を作った俺は、しばらく部屋メンたちの会話に混ざり、後ろから物音がするたびに、大げさにクシャミをしたり、咳せきをしたり、かき消すので大忙しだった。

「じょ、女子の部屋とか、訪問、してみない……？」

「い、いいのか、そんなことして」

「先生にバレなきゃな？」

「あの子たちだって……きっと寂さびしい思いをしてるはずだ。男子と一緒にトランプしてえはずだ」

　怒られても知らねえぞ。

「たかやんも、行こうぜ。オレたちゃ運命共同体。そうだろ？」

　か、完全に巻き込みに来やがった。

　謎なぞのハイタッチで連帯感を確認し合った俺たち。

「じゃ、行きますか──」

　凜々りりしい顔で携帯だけを持って、みんなが部屋を出ていく。戸締まり担当として、俺が鍵を持った。

　みんなが廊下を歩きだしたころに、押し入れから伏見が出てきてそっと部屋をあとにした。

　俺は安堵あんどのため息をついた。耐えた。耐えたぞ、ここ一番。

「おやすみー」

　こそっと言い残して、伏見は俺たちとは反対のほうへ廊下を歩いていった。

　俺は急いで部屋メンたちのあとを追ったけど、どうやら先生の守備網に阻はばまれたらしく、愚痴を言いながら戻ってくるところだった。

「部屋メンだけでやるか」

　仕方なく言った出口のひと言に、俺は強く同意した。

「やろう。みんなで」

　はっきりと俺が言ったものだから、怪訝けげんにみんなが顔を見合わせて、くすぐったそうに笑った。

「たかやん、トランプ好きなのかよー」

「しゃーねー。イインチョーに付き合ってやるか」

　まんざらでもなさそうに、他の人もうなずき、部屋でトランプ大会がはじまった。
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　部屋メンとのトランプは、思っていた以上に盛り上がった。

　ずっとババ抜き。

　何でこれがこんなに飽きないんだろうなって思ったけど、落ち着いて考えれば、理由はすぐにわかった。

「抜けていったやつから、誰だれのパンツが見たいか言っていこうぜ」

「おい、普通こういうのは罰ゲームでやるやつだろ」

「いいだろう。やってやんよ」

「言いたいのかよ、おまえは」

　こんな具合に、しょーもない罰ゲームみたいなことをしながら、それについてゲーム中は話し合った。

「でぐっちは、誰よ」

「抜けたら言ってやるから待ってろ」

「女子？　男子？」

「女子だろ」

　と、思わずツッコんでしまう。

「イインチョーも好きですなぁ」

　ういうい、と肘でつつかれる。

「いやだって、男子の名前を出されても」

「そゆこと。紳士のオレたちは盛り上がらねえってこと」

　出口でぐちがそう言ってフォローしてくれる。

　隣からカードを引き抜き、ペアを作って捨てて、反対側の隣に引いてもらう──。

　お馴染なじみの流れをずっと繰り返していく。

「一抜け」

　真向かいの男子が最後のペアを捨てると、一度俺おれに目をやってから言った。

「イインチョーの前でアレだけど──伏見ふしみさん。これガチで」

「王道な、王道」

「まあな」

「無難だなぁ」

　伏見のが？　そんなに……？

　ゲームは進んでいき、俺も自分がアガったときに誰を言うか考えはじめた。

「よし、アガリ」

　右の男子が言うと、部活の先輩女子の名前を挙げた。

「てか、見たいっていうより、ちょいちょい見えるんだって」

「マジかよ」

「部活中？」

　などと尋ねているうちに、出口もアガリ。

「オレぁ……ワカちゃん一択」

「「「あぁ～っ」」」

　同意の嵐あらしだった。

　こんな話題で、俺たちは何でこんなに盛り上がれるんだろう。

　残った一人と一騎打ちとなり、最後に俺の手元にババが残った。

「ちょっとガチなところで──」

　隣のクラスの女子の名前が上がる。

　誰？　からはじまり、ああ、あの子、と話しているうちに、みんなが像を結んだ。

　さて。次のゲームの準備を……。

　カードを集めていると、視線を感じた。

　みんなが、じっとこっちを見つめている。

「たかやん、この流れ……わかるだろ？」

「わかりたくねえ……」

「イインチョー、言わないとかないんだぜ」

　肩をポンと叩たたかれた。

　し、仕方ねえな。

「……五月に、教育実習に来てた人。世界史の……星野ほしのさん、だっけ」

　一か月ほど教育実習に来て、俺たちの世界史を担当してくれた人だ。

「うわ、いいとこ突く」

「大学生か～～」

「手が届きそうなところしか見てないオレらがガキだってことか」

「たかやん……いいセンスしてるじゃねえか」

　誰にも被害が出そうにない人を挙げたら、なぜかめっちゃくちゃ褒められた。

「オイ、消灯時間だぞ──」

　いつの間にかそんな時間だったらしく、巡回の先生が部屋に入ってきた。

　慌てて自分の布団ふとんに戻り、寝たフリをして先生が出ていくのを待つ。

　扉を閉める音がして、しんと部屋が静まり返った。

　電気が消されて真っ暗な中、誰かが笑いだし、釣られて俺も笑った。

「なあなあ、たかやん。たかやんって年上が好きなワケ？」

「そういうわけじゃ……。ワカちゃんの名前を出した出口も人のこと言えないだろ」

「ふふっ、まあな」

　なぜか得意げに鼻の下を指でこすったのがわかった。

　消灯時間とはいえ、誰も寝る人はおらず、ぽつぽつとみんなで話をしていた。

　主に恋バナ。

　男子でもするんだなぁってみんなの話を聞きながら思っていた。

　内容は、デートにどう誘うかからはじまって、そのためにどういうメッセージをやりとりすればいいかなどなど。

　この流れだったら、俺のことだってわからないように、あの話ができるかもしれない。

「もしも、いきなりキスされたらどうする？」

「誰にされるかによるけど、ビックリするわな……」

　と一人が言う。

「設定は？　設定」

「同級生の女子で、元々仲がいい」

「オレなら、死ぬほど意識するようになるかな」

　あー……。

　それはわかる気がする。

　魔法をかけられたみたいに、自然と伏見に意識がいくことが増えた。

「みんな。これガチなお悩み相談だぞ」

　と、また別の一人が言う。

　その通りだけど、否定ひていしないと。

「たとえばであって、俺の悩み相談ってわけじゃなくて……」

「「「「いやいやいやいや」」」」

　声が揃そろった。

「その切り出し方で何でバレねえって思ったんだよ」

「たかやん、電気つけたら顔真まっ赤かだったりして」

「う、うるせえな、そうだよ！」

　俺が開き直ると、けらけら、とみんな笑った。

「好きになった？」

　たぶんこれは出口の声。

「されたからって、好きには……いや、正直よくわからん」

　暗いと、思っていることが簡単に話せた。

「その代わり、考えてる。今はまだ考えてるだけだけど」

　そんな状況になってもまだ足が止まっている俺は、篠原しのはらの言う通り、意気地がなく面倒くさいやつなんだろう。

「真剣っていうのをどこかで感じているから、俺も真剣に考えてるっていうか……」

　伝わっているかどうかはわからない。もっと上手うまく言えないんだろうかとも思う。

「大人だな、イインチョー」

「……オレなら、何も考えずに突っ走りそう」

　それでいいのかもしれない、と思ったこともあった。

「簡単に結論を出せないってことは、たかやんにとって、大事な人だったってことでいいんだよな？」

「まあ、そりゃ」

「うん。じゃそれは、変じゃないんじゃね。真剣に考えるってことは」

　そうなんだろうか。

「たぶんそういうのを、誠意って言うんだと思うぞ」

　誠意か。

　そんなふうに考えたことなかったな。
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　修学旅行二日目、朝起きたら届いていた茉菜まなからのメッセージに一言だけ返信しておく。

『どうー？　楽しい？』ってだけだったので、返すのも楽だった。

　朝飯を食べ、着替えて二日目の日程がはじまる。

　決められた観光名所を回って先生からハンコをもらうスタンプラリーが二日目。それを時間内までにこなせば、どのルートを通ってもいいし何をしててもいいので、昨日に比べて観光旅行の趣おもむきが強い。

「ちゃんと、決められたスケジュールを守ろうね」

　旅館の玄関にメンバーが集まると、しおりを確認した伏見ふしみが言った。何が何でも予定表通りに実行したいらしい。

「あと一〇分ちょっとでバス出ちゃうから行こうー！」

「一本くらい乗り遅れてもいいだろ」

「ダメダメ。そういうことをしてると、帰れなくなっちゃうんだから」

　そんなにハードなスケジュールでもないだろうに。

「ヤンキーに絡からまれたらどうするの」

「どういう心配してんだ」

　イレギュラーすぎるだろ。

「別に時間内に決められた場所を回ればいいだけですよね？　姫奈ひなはバカがつくほど真面目まじめなんですから」

　とか言うヒメジは、俺おれと考えが似ているらしく、案外適当だった。

「ひーなのスケジューリングは無理がないように上手うまくできてるから、多少のんびりしてても大丈夫だと思う」

「そーなのですっ」

　我が意を得たり、と伏見は胸を張った。

　しかし、こんな真面目なのに、あの酒の出所は一体どこだ？

　ジュースみたいなのって言ってたから、ビール系じゃなくてカクテルとかチューハイだと思うんだけど。

　それを伏見自らが勝手に持ち込んだとは考えにくい。

「昨日、トランプ楽しかったな、たかやん」

「おう。今日もやる？」

「今度は違うやつにしようぜ」

　それもそうだな、と相槌あいづちを打つと、聞いていた伏見が会話に入ってきた。

「夜トランプしてたの？」

「そ。伏見さんもやりたかった？」

「やりたいって言ったら入れてくれた？」

「もちろん。……やっぱりトランプできず、寂さびしい思いをしていたか」

　トランプできないからって寂しくはならないと思うぞ。

「ひーな。男子の部屋行くと怒られるよ」

「こそっとすれば大丈夫、大丈夫」

「私も参加してもいいですか？」

　ヒメジが尋ねると、断る理由のない俺たちはふたつ返事でうなずいた。

「ヒメジちゃんも行くなら、私も、いい？」

「どんと来い」

　今夜も長い夜になりそうだ。

　伏見は引率の先生よろしく、バス停に着くと、メモを手繰たぐって目的地とそこまでの運賃を教えてくれた。

　俺たちの他にも、このバスを利用する班はいくつかあって、伏見とヒメジを中心にバス停で話し込みはじめた。元々人気がある伏見に、転校生ってことでまだ違うクラスの連中からは珍しがられるヒメジ。色んな人に話しかけられるのも納得だ。

　当然のごとく俺と鳥越とりごえ、出口でぐちはその輪の外にいた。

「なあ、鳥越たちの部屋メン、悪さをするやつっていない？」

「悪さ？　何それ」

「いや、昨日伏見の様子がおかしくて。男子の風呂ふろの時間くらい」

「……そう？」

「『ジュース』を呑のんだらしいんだ」

「ジュースならいいと思うけど、何か問題？」

　鳥越は知らなさそうだ。

　やがて、やってきたバスに乗って、二〇分ほど揺られると、最初の目的地である美術館にやってきた。近代アートが展示されているらしい。

　受付前にいた先生にチケットをもらい、しおりにハンコを押してもらう。

　伏見の行動計画表では、二時間の予定だったけど、一時間少々で回ってしまった。

　ロビー脇わきにあるスペースのソファに座ってしばし休憩する。

「なんというか……あ、新しかったね？」

　展示物について、伏見は優しい感想を述べた。いつもより笑顔がぎこちない。

「ああ、うん。そうだな。一周回って」

　と、出口も同調する。

　俺は、さっぱりわからんかった。現代アートってはじめて見たけど、きょとんとしてしまうものばかりだった。

「何ですか、あれ。ガラクタ置いてるだけじゃないですか」

　思ったことをそのまま口にしたヒメジだった。

　伏見がオブラートに包んでいたのに台無しじゃねえか。

　そういや、ヒメジだけはチラ見して次、次、とブースを見ていたっけ。

「あれでも、系譜が色々あるみたいだよ？　誰だれかにインスパイアされて、それを独自にアレンジしたりして」

　一番興味深そうに見ていたのは鳥越だった。それなりに面白おもしろかったんだろう。

「素人しろうとむけじゃないってことは、わかりました」

　ヒメジの気持ちはよくわかるので、俺は何度かうなずいた。

　集合写真を撮ってないと伏見が騒ぎだしたので、先生に頼んで一枚パシャリと撮ってもらう。

「やべえ……素敵アルバムができそう」

　出口が思いを馳はせているのか、じいんと目を瞑つむっている。

「写真くらいで」

　俺が言うとチッチッチと出口は人差し指を振った。

「わかってねえ、たかやん、わかってねえよ。女子と写真撮りたいなんて、こっち側から言いにくいわけ。『あいつワタシのこと狙ねらってんじゃね？』的なことを思われて警戒されるのも癪しゃくだし」

「そんな女子いる？」

「いるんだよ、中途半端ちゅうとはんぱな子に限ってそうだから」

　出口の意見に、そうか？　と首をかしげる。聞いていたであろう幼馴染おさななじみ二人にも話を振った。

「伏見やヒメジは、そんなこと思う？」

「「ううん、全然」」

「たかやん、生態系の頂点に訊きいたらこうなるって」

　おそらく頂点ではないであろう鳥越に水を向けると、小さな声で話しはじめた。

「私は……その……ちょっと思う。き、気があるのかな、って思って、期待、する、かも……」

「鳥越氏写真撮ろうぜ！」

「もう無理、もう無理。下心が具現化したような顔したから」

「なん────でだよっ」

　出口が悔しそうに天を仰あおいだ。

「出口は『中途半端な子に限ってそう』って言ったけど、鳥越は中途半端じゃないからな」

「あ……うん。……ありがとう」

　悪気があって言ったわけじゃないだろうから、出口のフォローをしておいた。

　休憩が終わり、次の目的地である日本庭園へ徒歩で向かう。何でもかなり有名なところらしく、移動中に伏見が解説をしてくれた。

「伏見さん、マジで優秀だな」

「いや～。ちょっと調べただけだから」

　前方を出口と伏見が歩き、その後ろを俺と鳥越が歩く。さらにその後ろにはヒメジがいた。

「昨日の夜、鳥越たちの部屋って何かあった？」

「ううん……あったといえばあったかな」

「何？」

「他愛たあいもない恋バナ。ジュースやお菓子を広げてね」

　修学旅行らしいといえばそうだった。

「誰が好きとか、そういうぶっちゃけ話？」

「──をする子もいた。けど、私は何にも」

「何にも？」

「うん」

　そういうのに参加して、打ち明け話をするタイプには見えないから、イメージできた。

　何も言わず静かに聞いている様子が。

「言ってほしかった？」

「え」

　話が見えずに訊き返すと、意地悪そうな笑みを覗のぞかせた。

「フラれたけど、まだ好きな人がいるって」

　俺の目を見て真まっ直すぐに言うので、何と言っていいかわからなくなる。

「言わないよ。誰にも。みーちゃんくらいにしか」

　篠原しのはらと仲いいもんなぁ。

　言い残した鳥越は、歩調をゆるめてヒメジと並んで歩きはじめた。







　有名らしい庭園にやってきて、先生にまたハンコを押してもらい、散策をする。

　昼食時になり、これも班ごとで自由に食べるので、庭園内にある雰囲気抜群な長屋のお店でそばを食べた。

　こういうの、俺はちゃちゃっと食べられるファストフードがいいんだけど、懐ふところ具合的にも。

　それをぼそっと言うと、伏見に呆あきれられた。

「諒りょうくんは風情ふぜいってもんがわかってないねー」

「伏見はわかるのか、その風情ってやつが」

「和風っぽいところでは、和風なものを食べる」

　ずいぶんとまあお手軽な風情だ。

　店を出たあと、しみじみとした顔で出口が言う。

「天ぷらそば、マジで風情だったわぁ」

　絶対わかってないだろ。ちなみに俺が食べたのはきつねそば。

「抹茶ソフトも風情だね」

「そうですね。風情でした」

　鳥越が買った抹茶ソフトを、ヒメジがひと口もらって食べていた。

　もはや風情って言いたいだけだった。

　この日本庭園は、結果的にかなりの時間を要すことになった。伏見と出口がことあるごとに写真を撮ろうと言いだしたからだ。

　チェックポイントは庭園の近くにある城の公園と市場のふたつ。

　公園は、庭園と大差がない（ように俺には見えたので）ハンコをもらうだけで次の市場へとバス移動を開始した。

　最後列に俺たち五人が陣取ると、車窓の風景を眺めながら、ヒメジがぽつりとこぼす。

「知らない町っていいですよね」

「風情だな」

「そうですね」

「伏見さん、抹茶味のお菓子は風情ですか」

「ノー風情」

「そうかぁ～」

　風情は、俺たちの班だけで通用する流行語になりつつあった。

　市場最寄りのバス停で下車して、先生──担任のワカちゃんを見つけてハンコをもらった。

　昨日の夜、出口が変なことを言うから、一瞬だけ気になってしまったのは、もう仕方がないことだろう。

「学級委員ズの班は順調だなー。あと二時間くらいだけど、あんまハメ外したらダメだからなー？　とくに出口」

「うえっ、オレすか」

「高森たかもり以下四人は外しそうにないから」

「オレのこと、そんだけ見てくれてるんですね、先生……」

「悪い意味でな」

　俺も大概だけど、出口も同じくらいマークされているらしい。

　アーケード商店街になっている魚市場は、色んな海の幸が売られている。

「諒くん、あれ、あれ！　めっちゃおいしそう！」

　テンション爆上げの伏見が、俺の腕を引いてずんずんと先へ行く。何が気になったのかと思ったら、ホタテのバター焼きだった。一個五〇〇円。まあまあいい値段するな……。

　でも美味うまそうなので、伏見が買うのにつられて俺も買うと、ついてきた全員が買った。

「うま」

　ホタテを食べながら歩いていると、出口が入り口のほうをちらっと振り返った。

「やっぱワカちゃんっていいよな」

「同意しなくもないけど、どのへんが？」

「二九歳、英語教師……なんかエロいやん？」

「そうか？」

「可愛かわいいかったり綺麗きれいだったりするわけじゃないけど、まあまあそこそこっていうあたりが、さらに」

「ワカちゃん、寂しそうに生徒を待ってるぞ」

「オレ、ホタテを土産にちょっと行ってくる」

　出口が離脱。さっきのホタテをまた買って、来た道を戻りはじめた。

「出口くんって、女の人なら誰でもよさそう」

　鳥越の言う通りすぎて、俺は何のフォローも思いつかなかった。

「男子って、そんなものじゃないんですか？」

　知ったふうな口を利きくヒメジは、肩をすくめた。

「藍あいちゃん、でも諒くんは違うじゃん」

「諒も一緒です。一枚皮をめくったら、男子なんてたいてい同じなんですから」

「違うってば」

「姫奈ひながそう思いたいだけでしょう？　私は、そういう潔癖なところはないから、驚いたりショックを受けたりしないので」

「へー。だから何？」

「……」

　ムカッと音が出そうなくらい、ヒメジが眉まゆをひそめた。

　あー。これは長いぞ。そして仲裁に入ると絶対飛び火するやつだ。

　伏見がこんなふうにケンカ腰になるのって、やっぱりヒメジだけなんだよなぁ。

「あれはあれで楽しそうだから、私たちは、行こう？」

「ああ、そうだな」

　あ、そういや、鳥越と約束してたんだった。

「ひーな、ヒメジちゃんとはいつもああなの？」

「毎回ってわけじゃないけど、きっかけがあるとああして摩擦が起きる」

「仲、いいんだね」

「古い馴染なじみみってだけだから」

　そういえば、と俺は少し前の話題に戻した。

「伏見、夜に何か変なモン飲まなかった？」

「昨日見た限りだと、普通のジュースだったよ。……ただ、その恋バナで妙にテンションが上がっちゃって、しばらく席を外したかな」

　あ……そのタイミングか。こっちに来たのは。

　てことは、飲んだのはジュースみたいなもの、じゃなくて、ジュースでいいんだ。

　酒が入っているように見えるほど、鳥越が言うように妙なテンションだった。雰囲気酔いってやつなのかもしれない。

「妹ちゃんにお土産買うの？」

「もちろん」

　飯のグレードに響くからな。

「私も買うから、渡しておいてもらえる？」

「いいよ。喜ぶと思う」

「妹ちゃんとも仲いいよね、高森くん。うちは、四人兄弟で私が一番上だから、色々大変」

　鳥越って長女なのか。なんとなく一人っ子だとばかり。

　下に三人。弟二人と妹一人。両親共働きで帰りが遅いので、家事はほとんど担当しているらしい。

「……家庭的かよ」

「あんまり言いたくなかったけど、もういいかなって」

「言いたくなかった？」

「うん。私のキャラ的に、貧乏そうってのが加わると、見方によったら可哀想かわいそうな子になると思ったから」

　物静かで、兄妹たちのために家事してる……って部分か。

「女子連中がどうかはわからないけど、男子からすると評価高いと思う」

　茉菜まながギャルなのに家事全般が得意なように。

「本当に？」

「うん」

「男子の話じゃなくて、高森くんはどう思った？」

「意外なギャップ？　いい意味で」

「それならよかった」

　お土産を買うと言っても、相手は母さんと茉菜くらいしか俺にはいないので、時間はさほどかからなかった。

　何かを買ってきた鳥越がこっちに戻ってきた。

「あの……これ」

　手の平にのせられるほどの紙袋を渡された。

「ああ、茉菜のやつな」

「じゃなくて……高森くんに」

「へ？　俺に？」

「同じの、私も、買ったから。……だから、つけなくてもいいから、持ってて、ほしくて」

　たどたどしく話す鳥越が「こ、こういうの」と、自分が買ったほうを見せてくれた。

　鍵かぎとかにつけるとよさそうなキーホルダーだった。

「ありがとう。使わせてもらう」

「うん」

　てなると、俺もお返ししないと。なんて思っていると、察した鳥越が、慌てていった。

「むむむむ、無理に私用のとか買わなくていいから。私が、勝手にやったことだから」

　そうか？　と俺は首をかしげた。もらいっぱなしも気が咎とがめるので、何がいいか直接訊くと、

「そんなにお返しがしたいなら、ジュース、おごって」

「そんなんでいいのか」

「私にはそれで十分」

　鳥越はそう言って小さく微笑ほほえんだ。

　釈然としないけど、俺は自販機にコインを入れて、好きなジュースを選んでもらった。

　おごったジュースを鳥越は、大切そうに鞄かばんにしまった。

「伏見たちとはぐれちまったな」

「そうだね」

　鳥越とお土産を見て回るという約束もあったので、二人を探そうとはしなかった。

　ヒメジのほうがあれで頼りになるので放っておいて大丈夫だろう。

　茉菜用のお土産を選んだり、市場を俺たちは見て回った。

　鳥越ははしゃぐわけでも、変に暗いわけでもなく、平常運転。

　会話のネタを探す必要もとくにないし、それで気まずくなったりしないので、俺にとってはかなり楽だった。

　ワカちゃんがいたほうをちらっと見ると、出口はまだワカちゃんのところにいて、何か話し込んでいた。

「年上には憧あこがれたりするものなの？」

　同じように見ていた鳥越が訊いてきた。

「どうだろう。俺はとくにないかな」

　同年代の女子にはない魅力があるのだろうけど、それを求めたくなるほど、俺は同年代女子に魅力を感じなくなったわけでもないし、深い仲になったこともない。

「そうなんだ。男子って基本マザコンでしょ。だからそういう母性的なものを出してそうな人には、誘蛾灯ゆうがとうの蛾みたいに群がるのかと」

「たとえに悪意を感じますね、鳥越さん」

「そう？」

　その誘蛾灯に吸い寄せられている蛾こと出口は、ワカちゃんと楽しそうに話をしている。ワカちゃんもあの役割は暇だったんだろう。いい話し相手くらいには思ってそうだ。

「高森くんも、妹ちゃんみたいな子が好きになるのかなって思って」

　男子はマザコンってところから、何で妹みたいな子が好きって理論になるんだって思ったけど、思い返せば、茉菜は母性満点だった。母親みたいに厳しいし、でも甲斐甲斐かいがいしく世話を焼いてくれるし、作る飯も美味うまい。

　ん？　俺シスコンなのか？

「多少シスコン入ってるかもだけど、恋愛対象はまた別だろう」

　雑多な市場を歩いていると、誰もいない飲食スペースを見つけたのでその席に着いた。

「……高森くんの恋愛対象ってどこからどこまでがそうなの？」

　また小難しい話を。

　そんなの、きちんと考えたことはなかったな。

「そうだな……茉菜含め家族や血縁者は範囲外な。年が離れててもそうだ。プラマイ……二、三歳くらいならセーフ」

「一般的な回答だね」

「だろ」

　俺がおごったジュースをちびりと鳥越は飲みはじめた。

　まだまだ時間はあるし、しばらくのんびりさせてもらうことにした。
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　◆伏見ふしみ姫奈ひな◆




「あそこ。いましたよ」

　藍あいちゃんが指を差した先に、諒りょうくんとしーちゃんが座っていた。

　藍ちゃんと小競り合いをしているうちに二人を見失ってしまったけど、ようやく見つけられた。

「合流しましょう」

　ずんずん、と近づいていく藍ちゃんの腕を引っ張った。

「ねえ、藍ちゃん、お土産買わない？」

「合流したあとでいいでしょう？」

　不思議そうに小首をかしげる藍ちゃんに、わたしは二人がいるほうとは反対の方角を指差した。

「あっちのほうに、ご飯に合いそうな佃煮つくだにが──」

「どこ行く気なんですか」

　歩いてしばらくすると、腕を振り払われた。

「だからお土産を」

「……」

　藍ちゃんが観察するように、じいっと見つめてくる。

「二人きりなのを邪魔したくないってことですか？」

「そういうわけじゃ」

　そうだった。

　口では否定ひていしたものの、完全に図星だった。

「……ああ、そう。静香しずかさんと諒のことを応援しているってことですか」

「そういうわけでもない……かな」

「どっちですか」

　藍ちゃんの言動は至極当然で、ぐにゃぐにゃしてなくて真まっ直すぐだった。

　本人は口ではそう言わないけど、諒くんが好きで、そのために気を引こうとしたり、距離をまた縮めて仲良くなろうとしている。

「譲る気はないけど、邪魔はしたくない……って感じ」

　思わず本音がこぼれる。

　仲のいい友達で、この件についてどう思っているかはわからないけど、何があっても、結果的にどうなっても、わたしはしーちゃんとはこれまで通り友達でいたい。

　だからこそ、ズルをした後ろめたさが罪悪感となってわたしを苛さいなんだ。

　はっきりとしない諒くんの意識を自分で埋めたいがために、強引にキスをしてしまった。

　篠原しのはらさんと付き合っていたことを聞いて、心のどこかで焦あせっていたのかもしれない。

　わたしは好きな人に半ば強引にキスをした。

　されたわけでもなく、そういう空気や雰囲気だったわけでもなかった。

　困ったことに、わたしの好きな人は、しーちゃんの好きな人でもある。

「いい子ぶって、最後に自分が泣くことになっても、姫奈は後悔しないんですか？」

「そうじゃないって言ってるでしょ。フェアに、恨みっこなしにしたいの」

　そのフェアを一度自分から破ってしまったように感じていた。本当は同じ班でいいのかも迷った。昨日の夜は、暴走してしまったけれど……。

　今日の件は見なかったことにして、また明日からフェアだと言えるようになりたい。

「フェア？　何を子供みたいなことを」

　藍ちゃんは、呆あきれたように眉まゆをひそめた。

「そんなの、できるわけないじゃないですか、何を言ってるんですか。取ったら恨まれる。取れなかったら自分がツラい。それだけです」

　しーちゃんとはまた違ったタイプの正論を言う藍ちゃんだった。

「静香さんに嫌われるのが怖いですか？」

　みなまで言わないけど、何が言いたいのかはわかった。

　陰口なんてよく叩たたかれるし、聞こえるように話されていることもあった。

　なんてことない。

　よくあることだし、わたしだけじゃなくて、別の誰だれかの話が聞こえてくることも多々ある。

　学校っていうのは、そういう場所。

　それを理解してからは、誰に何を言われようとも、構わなかった。

　でも、しーちゃんは違った。

　素の自分を出せて、誰にも言ったことがないような趣味の話ができて、他の誰かとは、比べ物にならないほど、わたしの中で大きな存在になった。

　それこそ諒くんと同じくらいに。

「わたしは、藍ちゃんみたいに強くないから、もし自分が泣くことになっても──諒くんがわたし以外の誰かを好きになっても、それを応援してあげたい」

「偽善ですね、そんなの。自分を選んでほしいに決まってます」

　そうだけど……。

　そんなセリフをあっさり言い切ってしまう藍ちゃんは、やっぱり真っ直ぐだった。

　これ以上続けると、また喧嘩けんかになりそう。

「ともかく、もうしばらくはあのままにしてあげて」

「姫奈の言うことに私が従う義理はないですけど……いいですよ、今回だけは従います」

　不服そうに、髪の毛を指先で払った藍ちゃん。仕草がとても様になっている。

　誰にお土産を買うのか、どういうお土産にするのか、話題を変えて市場の中を歩いていった。

「キーケース……？　いいねそれ」

　手に取ったそれをレジに持っていこうとする藍ちゃんに言った。

　けど、誰かにあげるには、少し可愛かわいげがない。

「諒にあげるんです」

「ぬぬぬ？」

「いいでしょ。もらって邪魔になるようなものでもないでしょうし」

　抜け目ないな、藍ちゃんってば。わたしも何か諒くん用に買おうっと。

　それと、自分が買ったものが邪魔にならないっていう自信、どこから湧わいて出てくるんだろう。

　キーケースなんてものを諒くんが持ってないって知ってるのもあるんだろうけど。

「何にしよっかなー」

　なんて、並べられた商品にあれこれ目移りしていると、話しかけられた。

「すみません、ちょっと駅までどうやっていけばいいか教えてほしくて」

　申し訳なさそうな顔をしている、ハタチくらいのお兄さんだった。

「え？　えと、携帯で調べたらわかると思いますよ」

「今充電切れちゃって」

　そっか。それなら仕方ないか。この人も観光客の人かな？

　修学旅行生？　へえそうなんだー、なんて会話をしながら、わたしは調べた駅までの道順を携帯を見せながら教えた。

「ううん、ちょっとわかんねえな……悪いんだけど、一緒に行ってもらってもいい？」

　困ったように笑うお兄さん。

「あー……じゃあ、途中までなら」

　市場を抜けて大通りに出た。

　そのとき、後ろからガッと肩を強く摑つかまれた。

　びっくりして振り返ると、諒くんがいた。

「諒くん？　どうしたの」

「その人誰？」

　ちらっと肩越しに諒くんは視線をやる。

「駅までの道がわかんないみたいで、それで案内してて──」

「も──もう大丈夫だから、ありがとう！」

　そう言ってお兄さんはそそくさと立ち去っていった。

　はぁぁぁ、と諒くんは大きなため息をついた。

「おまえなぁ……」

　わたしの両肩に手を置いて、また深く息を吐き出した。

「どうしたの？」

「じゃねえよ」

　肩に置いた諒くんの手は、じんわりと温かくて、それでいて、少しだけ震えていた。

「知らない人についていくなって、教わらなかったか？」

「ついていくっていうか、道案内だよ？」

「明らかにおかしいだろ。携帯持ってなかったのか、さっきの兄さんは」

「電池切れしたって」

「何でたくさんいる中の、どう考えても地元民じゃないだろう修学旅行生に道案内を頼むんだよ？」

　……言われてみれば。

「親切心につけこんで、なんか悪巧わるだくみしようとしてたんだよ、あいつは」

　お兄さんが去った方角を諒くんは半目で睨にらんだ。

　それから、どこがどうおかしいのか、諒くんは教えてくれた。

　駅に行きたいんならタクシー使えとか。金がないなら運転手に訊けとか。駅に行くバスも出てるとか。

　言われるがままだった自分が、恥ずかしくなる。

「なんともなくてよかった。な、仲間とか出てきたらどうしようかと、ちょっとビビった……」

　行くぞ、と諒くんはまた市場のほうへ戻ろうとする。

「ね、どうして？」

「何が」

「しーちゃんと一緒だったでしょ」

「あー……ちょっとトイレ探してて。そしたら見つけて」

　ヒメジはどこ行ったんだよ、と愚痴を言うように、ため息交じりに口にした。

「もしかしてわたし、軽率？」

「もしかしなくてもな。軽率オブザイヤー受賞」

「受賞かぁ～」

　──どうしよう。……嬉うれしい……。

「心配かけてごめんね」

「いいよ、そんなの。……俺おれはただ、あのとき『まあ大丈夫だろう』って見逃してあとで後悔するのだけが嫌だったんだ」

　あとで後悔するのだけが嫌だった──。

　なんていうか、と諒くんはこっちは見ずに頭をかく。

「俺は自分のことがそんなに好きじゃない。なんなら、ちょっと嫌いまである。けど、これ以上嫌いになりたくないんだよ」

　わたしのため、とかではなくて、あくまでも自分都合だと諒くんは言う。

　でもそれは、照れ隠しの屁理屈へりくつだとすぐわかってしまった。

　それに、わたしからすれば理由なんて何でもよかった。

「伏見、真面目まじめで優秀だけど、変なところで抜けてるから」

　えへへ、と顔がゆるんでしまう。

「よくご存じで」

「ヒメジ、どこ行ったんだろう。バラバラになるなよ、まったく」

「諒くん」

「んー？」

　先に行こうとする諒くんの手を摑んでその場に留とどめる。

　脈打つ音が耳元で聞こえはじめると、それが徐々に大きくなっていった。

　息を吸って吐いて、もう一度繰り返して、藍ちゃんみたいに真っ直ぐに言葉にした。

「……りょ、諒くんが、自分のことを好きになれなくても、ちょっと嫌いでも……わたしは、好きだよ。そんな諒くんが」

　顔が熱い。膝ひざもちょっと震えてきた。

　諒くんとの思い出が走馬灯のように流れてきて、わたし死ぬのかなって思った。

　へ、変に濁したり微妙な反応するくらいならさっさとフって──。

「うん。ありがとう」

　あれ。なんか違う。

　たぶん、言葉にして直接面と向かって伝えたのははじめて。

　ううん……けど本人、きょとんとして、そういう『好き』だってわかってないみたい。

　会話の流れが、それっぽくなかったから……？

「行こうぜ」

　あり得る……態度がいつも通り過ぎる。

　諒くんたぶん、卑下ひげしたことに対して、わたしがフォローを入れたんだと思ってるっぽい。

　や──やだ、白目剝むきそう。

「お、おい、伏見!?　目蓋まぶた痙攣けいれんしてるぞ、大丈夫か!?」

　大丈夫じゃないよ！

　こっちは心臓が口から出そうだったしプルプル震えたし走馬灯だって見えて死ぬと思ったのに！

「もう！　んもうっ！」

　ベシベシ、と諒くんを叩たたいた。

「何だ、何だよ、叩くなって」

「諒くんが全部悪い！」

「軽率オブザイヤーに言われたくねえ」


「もぉぉぉぉ～～！」



　こうなったら、意味を理解して、わたしの気持ちに気づくまで何回でも言ってあげよう。きちんとテンプレートな告白って感じのシチュエーションを作って。

　わからない程度に、そっと諒くんの袖そでをつかんだ。

　……もう、鈍感なんだから。
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　伏見ふしみを連れて元の市場へ戻ると、ヒメジと鳥越とりごえが俺おれたちを待っていた。

「そろそろ時間だから帰ろう」

　伏見が言うと、ヒメジが尋ねた。

「姫奈ひな、どこ行ってたんですか。目を離した隙すきにいなくなるから──」

　続けようとするヒメジを鳥越が遮さえぎった。

「むんっ！」

　べし、と伏見の頭にチョップした。

「いたっ!?　何で!?」

「変な男についていくから」

「あー……あはは……見られてたんだ」

　ばつが悪そうに伏見は苦笑する。

「高森たかもりくんが気づいて、慌てて追いかけて……どうにか無事みたいだったからよかったけど」

　鳥越がちらっと俺に視線を寄こした。

「心配した」

「ごめんね、しーちゃん」

　伏見が鳥越をぎゅっとして、よしよし、と背をさすった。

「見たとき、状況が理解できなくて。でも、もしかすると変な男なんじゃないかって思ったら、怖くなって、先生を呼びに行こうとしたら、高森くんが真っ先にあとを追いかけて……」

　鳥越が全部説明しやがった。

「諒りょうくん、トイレじゃなかったんだ？」

「さっきの大通りの向こう側にあったんだよ」

　たぶんな。

「ありがとうね、諒くん」

　面と向かってお礼を言われるのが照れくさくて、顔をそらした俺は、「どうも」と適当に返した。

　口元をゆるませながら、ヒメジがふうん、と俺を覗のぞき込んだ。

「私の知らないところでそんなことがあったんですか？」

「ヒメジが伏見から目を離すせいで」

「どうして私のせいになるんですか」

　冗談冗談、と俺は笑って肩をすくめた。

「ガクガクブルブルしてたんでしょう、どうせ」

　何でわかるんだよ。

「いいじゃないですか、そのほうが。勇気を振り絞ったってことでしょう？」

　ケンカ慣れしてない雑魚ざこ感が半端はんぱないから、そういうことを言わないでほしい。

　その通りなんだから仕方ないんだけども。

「幼馴染おさななじみに、王子や騎士役を求めていないですから。私も、もちろん姫奈もです」

　だからそれでいいんです、とヒメジは言う。

「出口でぐちさんと合流して、宿に戻りましょう。ちょうどいい時間だと思います」







　ワカちゃんと何を話したんだ？　って宿へ戻るバスの中で、隣に座る出口に訊きいてみた。

「まあ、ありふれた世間話？　オレ、オトナのオンナでも、ある程度やっていけることが判明したわ」

　なぜか自信満々だった。けど、途中で男性教師がやってきて、お払い箱になったのだとか。

「市場見ないのかー？　って言われたけど、ワカちゃん狙ねらってるニオイがプンプンしたから、意地でもそこに居座ってやったわ」

　張り合おうとすんなよ。

「オレ、ワカちゃんのこと好きかも」

「おおう、単純……」

「話をしてて楽しかったし、ワカちゃんもまんざらでもないって感じだったし」

　そうか。出口の好きの基準っていうのは、そういうところにあるのか。

「告ったらワンチャンあるかな」

「ねえだろ」

　茉菜まな曰いわく、少女漫画じゃ珍しくないネタらしいので、現実でもそういう関係になるっていう可能性は数％くらいあるのかもしれない。

　ねーかなー、やっぱ。と俺の意見にヘコむわけでもない出口は、しおりをパラパラめくる。

「ワカちゃん、いつ風呂ふろ入るんだろう」

「またよからぬことを……」

「風呂上がりのワカちゃんとちょっと話がしてえだけだから」

　ピュアかよ。

「たかやん、噂うわさによると、どうやら告ったやつがいるらしいんだ」

「何も修学旅行中に言うことないだろ」

「修学旅行だからだろ。なんつーか、タイミング？　きっかけ？　そういうの、みんなほしいんだよ」

　バレンタインデーには、そういう出来事もあるだろうから、思い切るには、今がちょうどいいってことか。

　なるほどな、と俺は考えを改めた。







　宿に着き、一八時を待って食堂で夕食をとる。その最中に、昨日起きた女子部屋移動未遂事件があったことを先生が公言し、注意喚起を促した。

「行くなって言われたのは女子部屋だから、先生の部屋には行っていいんだな？」

　出口、一休さんみたいなことはやめろ。昨日注意されたんだから懲りてくれ。

　夕食が終わり、各々おのおのの部屋に戻り自由時間となった。

　今日あったことを部屋メンが話しはじめて「イインチョーはどうだった？」って振られたので、出口がしゃべったことの補足みたいな話を俺もした。

　テレビをＢＧＭにトランプしていると、好きなアイドルが映ったことに端を発し、そう言えば、と一人が口を開けた。

「……姫嶋ひめじまさんの話って、あれマジ？」

　どう見ても俺に言っているので、首を振っておいた。

「どうなんだろう。聞いたことないけどな」

「もしそうなら、納得っていうかさ」

　知らなかった部屋メンが、何の話なのか訊きはじめ、噂について知ってる別のやつが話した。

「あ、もしかして、これ……？」

　ネットで検索するとすぐに出たらしい。見せてくれた画面には、グループの掲示板とグループのメンバーである『アイカ』の掲示板が表示されていた。

　こういうの、本当にあるんだな。

　覗こうと思ったことがないから、調べたことはなかった。

「体調不良で活動休止、で、脱退。アイドル活動自体も休止……ほとんどの人が引退だろうって書き込んでるな」

「やっぱ……ヤってたりするのかな。よくあるじゃん」

　言ったやつ以外、全員が黙った。

　たぶん、同じことを妄想したと思う。

「そういうの、都市伝説みたいなもんだろ」

　誰だれも何も言わないので、真っ先に俺は否定ひていした。

「まあなー」と、曖昧あいまいに誰かが応こたえた。

　ヒメジの話はそこで終わり、今度はもう片方の幼馴染の話になった。

「食堂から出ていくときに、伏見さんがＡ組のやつと何か話してたけど、あれって、そうなのかな」

「あれって、何」

「呼び出し的なやつ」

　べしべし、と出口が肩を叩たたいてくる。

「ほらー、たかやん、言ったろ？　修学旅行中はあるんだって。イベント盛りだくさんだから」

「話してただけなら、呼び出したかどうかわからないだろ」

　それもそうだな、と話が終わりかけたとき、一人が窓の外を眺めると、声を上げた。

「あーっ。あれ、あれ、あれそうじゃね」

　やたら騒ぐので、全員が窓に張りつくことになった。

「どこ」「ほら、あれだよあれ」「あ、いた」「Ａ組のやつ？」「と伏見さん？」「っぽいな」

　伏見が誰かに告白される（かもしれない）っていう状況は、さほど珍しくもない。

「たかやん、行ってこいよ」

「え、何で？　邪魔しちゃうだろ」

「邪魔しちゃっていいんだよ」

「え？　は？」

「もしくっついたら、どーすんだ！」

「仮に邪魔したところで、くっつく、くっつかないに影響しないだろ」

「冷静なツッコミなんて今要らねえんだよ。オレらの伏見さんが……！　いつも分け隔てなく笑顔を振りまいてくれるのに！　カレシ持ちってなると、めっちゃ萎なえるだろうがッ！」

「知るか！」

「たかやん、ゴー！」

　フリスビー投げられた犬か俺は。

　出口だけでなく、他の部屋メンも急せかすので、俺は部屋を出ていった。

　告白じゃない可能性もあるので、ともかく話が聞こえるところまでは行こうと思った。

　告白じゃなかったときは、報告を受けた部屋メンが肩透かしを食らって「んだよ、それー」と愚痴を言うところまでがお約束だろう。

　……でも、みんなの危惧きぐ通りだったら──。

　ペタペタ、と鳴る館内用のスリッパの音が少し早まった。







　そこは、旅館を出て裏手にある駐車場だった。

　三〇台ほどが駐車できる広いスペースに、二人の男女が遠目に見える。

　館内着用の学校指定のジャージを着た伏見と違うクラスの男子。

　ただ話がしたいだけで、こんなところまで来ない、よな……。

　思ってたのと違いましたーって報告を部屋メンにできるかと思ったけど、そうはいかないらしい。

　月明かりが落ちる人けのない駐車場は静かで声がよく聞こえた。けど、はっきりと何を言っているのかまではわからない。

　俺は駐車されている車の陰に隠れながら少しずつ近づいていった。

　邪魔しろって言われても、できるような空気じゃないのが、声音こわねから伝わってくる。

「去年の学祭のとき、同じ班でクラスの出し物のカフェの準備とか色々してたでしょ」

「うん」

　伏見も完全にわかっているような雰囲気で、焦じらすことはなく、ただ相手の言葉を待っている。

「そのときから、好き、に……なった、なりました」

　どもったり言い直したりしているせいか、緊張感が伝わってきた。

「付き合って、くだ、さい」

　出来事としてこの手の話をあとで耳にすることはあったけど、リアルタイムで聞くのはさすがにはじめてだった。

　ややあって応えた。

「ありがとう。気持ちは嬉うれしいけど、ごめんなさい」

　ため息が聞こえた。

　やっぱりそうだよなっていうニュアンスが、かなり含まれているように感じた。

　どんなやつなのか、そっと顔を出して確認すると、バスケ部か何かの運動部に入っている去年のクラスメイトだった。爽さわやかで、イケメンと言って差し支えない容姿をしている。

　伏見はいつも断る。これまでずっとそうだから、今回もそうなんだろうって思った。

　でも俺は、その理由を聞いたことがない。

「聞かせてもらってもいい？　何でダメなのか」

「振り向いてくれるのを待ってる人がいるから」

「好きな人ってこと？」

「うん。そう」

「男子より女子が好きってわけでもない？」

「うん。好きなのは、男子だよ」

　俺はタイヤを背にして座り込んだ。

　さすがに事後報告とリアルタイムじゃ、同じ結果でもわけが違う。

　変に緊張したし、ほっとしている自分もいた。

「……」

　伏見が誰かと付き合ったら、今までの関係に変化が生じるだろうし、登下校を一緒にするなんてこともなくなるだろう。

　ほっとしたってことは、たぶん俺は、その変化が嫌だったんだと思う。

　高二になって、伏見と以前のような関係に戻って、少なからずそれを好ましく思っていた。でなきゃ、あんなふうに毎日一緒に登下校したりしない。

　ちょっと前に茉菜まなが言ってた。

『最近にーに楽しそう』

　自覚してないだけで、どこかでそう感じていたんだろう。

　もし伏見が誰かと付き合うってことを決めれば、俺は俺の楽しさより、伏見の気持ちを後押ししたり手助けしたり応援したりすることを優先する。……はず。

　ザッ、ザッ、と一人分の足音が遠ざかっていく。二人で一緒に宿には戻りにくいよな。

　伏見が去るまでしばらく待っていよう。

「……」

　視線を感じてそっちに目をやると、伏見がこっちを覗のぞき込んでいた。

「うおっ」

「諒くん……」

　呆あきれたような顔をして、ため息をついた。

「そういうのは、マナー違反だよ？」

「いや、これは……」

　何でバレたんだよ。

「こそこそってこっちに近づいてくるの、わかったんだから」

　しょうがないんだから、と伏見は下唇を突き出した。

「うちの部屋メンが……」

　いや、言いわけだな。放っておいてもよかった。行けって言う出口を宥なだめてトランプをはじめてもよかった。

「二人が外にいるのを見かけて、どうするんだろうって、気になって」

「これまで断ってきて、今になってさ、どこどこの男子と付き合いまーす、イエーイ！　てなことにはならないよ」

「そんなの、俺はわからないし」

　しゃがんだまま、とことこ、と近づいてきて、隣に座った。

「ジャージ、汚れるぞ」

「払えばオッケーだからいいの」

　気にしないならいいか。

「何でここまで来たの？」

「何の話をするのか、気になったって言っただろ」

「感想は？」

「感想……告白の現場なんてはじめて見かけたから、こっちも緊張した」

　そうじゃなくってさ、と体育座りの伏見は、首をかしげるように、こてん、と俺の肩に頭をのせた。

「諒くんの幼馴染の姫奈ちゃんが、他の男子に愛の告白をされました。そのとき諒くんはどう思ったの？」

「付き合うことになれば、応援しようかと」

　ぎゅっと脇腹わきばらをつねられた。

「いてっ」

「応援しないくていいですぅ」

　ぷう、と膨れてすすす、と距離を取った。

「鈍感アカデミー賞受賞だよ、諒くんは」

　って言われても。

　そう思ったことはたしかだ。

　そういや、鳥越が俺に告白してきてくれたときは、伏見もがっつり盗み聞きしてたっけ。


「わたしは、もし諒くんが他の誰かに告白されたりしたら、とぉーーーーーーっても嫌」


















　そのときのことを思い出したのか、伏見は複雑そうな表情で眉根まゆねを寄せた。

「わたしは、妬やいてしまいます」

「しまうのですか」

「です」

　ヒメジと鳥越を除けば、伏見は、俺が学校生活で気兼ねなく話しかけられる数少ない相手だ。

　そういう意味では、他の誰かに『公然と仲良くしていい権』が奪われると、困るし、嫉妬しっとする気持ちがないでもない。

「わからなくもない」

「ほんと？　じゃあじゃあ、もっともっと嫌な気持ちになってほしいっ」

　目を輝かせながら、なんちゅーこと言うんだ、こいつ。

「ゆっくりでいいんだよ、諒くんは。わたしは、逃げないし、待ってるし、もしまた距離が開いちゃったりしたとしても、絶対に戻ってくるから。だから、諒くんはゆっくりでいいんだよ」

　何のことを言っているのか、俺は半分も理解できてないけど、その言葉には救われた気がした。

　教室や学校は、誰かを好きでいなくちゃいけないような気がするし、それが市民権ですらあるかのように感じる。

「お風呂の時間だよ、男子は。諒くん、行かないと」

「そうだな」

「わたしも帰ろうっかな」

　俺が立ち上がると、伏見も立ち上がって伸びをした。

「昨日の夜、飲んだのジュースなんだってな？」

「……」

　口をＶの字にした伏見はギギギギ、と軋きしむ音を立てながら、顔を背そむけた。滝汗を流しているのが、表情を見なくともわかる。


「み、みたいなやつってことは、ジュースでしょ……？　間違ってないよ」



「そうだけど、ずいぶん大胆なことをしてきたなって」

「わ、忘れてー！」

　てくてく、と速足で伏見は玄関のほうへ歩きだした。

「マジでそうだと思って騙だまされた。女優になりましたね、伏見さん」

　振り返ってちょっとだけドヤ顔をすると、逃げるように駐車場から去っていった。







　部屋に戻った俺を待っていたのは質問の嵐あらしだった。

　何の話をしてたのか、からはじまって、結果はどうなったのか、みんなずっと窓の外に注目していたらしい。

　他人に言いふらすこともないだろうと、俺ははっきりとは言わず誤魔化ごまかしておいた。

　みんな、他人のそういう話にはかなり興味があるようだ。

　俺はてっきり、そういうのは女子だけだと思っていたけど、男子も似たようなものらしい。

　俺がさほど興味ないからといって、男子全員がそうじゃないというのが改めてよくわかった。

　逆にいえば、俺はよっぽど変わっているってことになる。

　それはそれで、なんか納得がいかない。

　伏見たち女子が部屋に来るのを待っていたけど、夕食のときに釘くぎを刺されたのが効いたらしく、行くのはやめることにした、と連絡があった。

　それを教えると、部屋を綺麗きれいにしている最中だった部屋メンたちはみんな生気が抜けていった。

　よっぽど楽しみにしていたらしい。

　今夜は大人しく消灯時間に寝ることにして、俺たちは床に就いた。

　みんなを起こさないように、布団ふとんの中で篠原しのはらにメッセージを送った。

　変わっているってことを認めたくなくて、ちょっとくらい否定してくれるんじゃないかと思っていると、一〇秒ほどで返事があった。

『俺って変？』

『変よ、とっても』

　全然否定しないな。

『興味あるでしょう。誰かを好きになったりなられたり、恋したりされたり』

　中二病を患っていた篠原に変って言われるのも、なんか癪しゃくだな。

　おまえに言われたくねえってひと言を呑のみ込こんで、俺はメッセージをそこでやめた。
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　翌朝。修学旅行三日目。

　日程的に何かをするわけでもなく、スケジュールの大半がバス移動となり、昼の三時頃ごろに学校に帰ってきた。

　教室に戻ることもなく、その場で解散となり、荷物を手にした生徒たちは帰路に就いた。

　俺おれたちの班は、誰だれが帰るわけでもなく、Ｕターンして去っていくバスを見送る。

　そこでようやく出口でぐちが口を開いた。

「なんか、帰るのもったいねえなって思って」

　同意だったらしく、女子三人もゆるくうなずいた。

　出口の言いたいことは、俺にも少しわかった。

「じゃあ、アルバム、みんなで作ろう。みんなのやつ」

「いいねそれ」

　出口が伏見ふしみの案に乗っかった。

　学校の中や教室でやるのも気が進まなかったので、ぶらぶら五人で歩いて、近くの公園にやってきた。

　夕方になれば小学生がやってくるこの公園はまだ誰もおらず、俺たちは東屋あずまやにあるテーブル席に座る。

「あー重かった……」

　キャリーケースの他に、大きなバッグを持っていた伏見が、ほう、とようやく一息をついた。

　鳥越とりごえもヒメジもだけど、女子は何でこんなに荷物多いんだ？

　俺や出口は、バッグひとつで済んでるのに。

　本題に入ることなく、適当な話題をのんびりと続けて、伏見が思い出したように携帯を取り出した。

「グループチャットのアルバムにアップするから、みんなもいい写真があったらそうしてね」

　思ってたものより、ずいぶんとデジタルなアルバムだったけど、こっちのほうが手軽で助かる。

「むふふ。これ」

「え、何？」

　伏見が携帯を差し出すと、鳥越が手元を覗のぞく。それから、クスクスと笑った。

「変顔」

「いや、これはナチュラルにそうなったやつだから」

「私も、そういうのあった。ちょっと待ってて──。これとかどう」

「ふふっ」

　猫同士がじゃれ合っているかのような雰囲気がある。

　出口はそれを優しげな眼差まなざしで見守っていた。

「たかやん、オレらも見せ合いっこするか」

「変な意味に聞こえるのは、俺だけか」

「たかやん、エロいなぁ」

「エロくねえわ」

　伏見たちがしているように、俺たちも携帯で撮った写真を見せ合う。

「うわ、おもんなっ！　たかやん、風景オンリー!?」

「い、いいだろ、風景でも……」

「旅の思い出ちゃんと収めろよー。恥ずかしがらずにさー」

　うりうり、と出口が肘でつついてくる。

「恥ずかしがってない」

　人と撮った写真は、伏見が個別に送ってきた二人の自撮り写真があるだけで、それはまだフォルダにダウンロードしていない。五人で撮った写真も同様で、まだ俺の携帯にデータはない。

　俺と出口がどうでもいいやりとりをしていると、伏見と鳥越がじゃれ合うのをやめてじっとこっちを見つめていた。

　それに俺が気づくと、

「あ……気にせず、どぞどぞ」

　と、伏見が続きを促してきた。

「男子同士が仲が良いって、可愛かわいいよね」

「可愛い？　いや、そんな……なあ、たかやん？」

　何まんざらでもないって顔してんだ。ゆるゆるじゃねえか、表情。

　男子に可愛いって何なんだろうな。褒め言葉なのか？

「ヒメジは、どんなの撮った？」

「私は……大したものは撮ってませんから」

　出していた携帯をすっと隠そうとするので、ひょい、と奪った。

「きゃ、ちょっと、勝手に取らないでください」

「何撮ったのか気になって」

　ちょうど写真のフォルダを開いていたらしい。旅館で出たご飯、部屋の中にあったお菓子、帰りのサービスエリアにあったお土産コーナーのせんべいや饅頭まんじゅうなどなど。

「全部食いもんじゃねえか」

「い、いいじゃないですか、何だって！」

　顔を赤くしたヒメジに携帯を奪い返された。

　そういえば、ヒメジ、やたら食ってたな。旅館でのご飯もそうだし、市場で食べ歩きしたときもそうだ。

　伏見や鳥越が遠慮するような場面でも、ヒメジは男子の俺並みかそれ以上に食べていた。

「育ち盛りか」

「セクハラはやめとけって、たかやん」

「今のは、おまえだからな出口。そういう意味じゃないのに」

「一番おっぱいデカいのは姫嶋ひめじまさんだって、たかやん言ってたくせにー」

「おまえだよ、おまえ。それ言ったの」

「あれ、そうだっけ」

　テーブルを隔てて向かいにいる女子三人から、冷たい視線が飛んでくると、重たい沈黙がテーブルの上に横たわる。

　完全に、出口の自爆に巻き込まれた形だった。

「……いいですよ、別に。本当のことですし」

　何事もなかったかのように、ヒメジがぽつりとつぶやいた。

　ごくり……。とシリアスな顔で出口が唾つばを呑のんだ。

「オレの目に間違いはなかったぞ、たかやん」

「もうやめとこうぜ、この話題」

　楽しかった修学旅行の思い出を、悲しい事件で上書きしたくはない。

　やや険悪な雰囲気になったものの、写真選びをはじめると、元の空気に戻った。

　ヒメジは主に食べ物。俺は風景や建物。他の三人はスナップ写真が主で、バランスのいいアルバムができつつあった。

「あれ。たかやんと撮ったツーショット写真、オレ以外アップしてないけど何で？」

「「「……」」」

　おほん、とヒメジが口を開いた。

「こういう、みんながすぐ目にするオフィシャルな場所に載せるのは、不適当だと思ったので」

「そ、そうだね。あれって、二人しか写ってないし当事者が持っていればいいかなって」

　伏見が続くと、うんうん、と鳥越が首肯して同意の援護射撃をしてみせた。

　出口が地雷を踏んだっぽいけど、どうにかアルバムは完成。

　出来上がったそれを見てみると、そのときのことがすぐに思い出されて、少し楽しい気分になる。

　目的を達成したので公園を出ていき、ようやく帰路に就く。

　出口は駅の途中で別れ、その次に鳥越が俺たちと別れた。

　まだ空すいている電車に三人並んで座ると、おもむろにヒメジが鞄かばんから小さな紙袋を出した。

「これ、諒りょうに」

「何これ」

　半ば強引に渡されて中を見ると、キーケースが入っていた。

「くれるの？」

「諒に、って言ったじゃないですか。お土産ですよ、お土産」

　鳥越もお土産くれたし、女子はそういうことをするのが流行はやってるのか？

「わたしも、あるのです」

　えへへ、と笑った伏見は、超マイナーな全然可愛くないご当地キャラクターのぬいぐるみをくれた。

　うわ……どうしようこれ。

「二人ともありがとう」

「まあ、諒は、どうせ家の鍵かぎくらいしか持ち歩かないでしょうから、ケースの意味もなさそうですけどね」

「そうだけど、これがあったほうがなくさないから」

「ふ、ふうん……」

　まんざらでもなさそうに、髪の毛をイジりながらヒメジは目をそらした。

「諒くん、このぬいぐるみ、使っていいよ？」

　何にだよ。

　伏見が嬉うれしそうなので、あからさまに困った顔ができず、俺はどうにか笑顔を維持し続けた。
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　修学旅行は家に帰るまで、なんてことをワカちゃんは言っていたけど、無事に帰宅できたので、俺おれの修学旅行は終了したと言っていいだろう。

　バッグから取り出した洗濯物を洗濯機に入れていると、「ただいまー」と玄関のほうから茉菜まなの声が聞こえてきた。

「おかえりー」

　と適当に返しながらバッグの整理をしていると、茉菜が真っ先にこっちに顔を出した。

「にーに、どうだった？」

「あー、まあ、うん。そこそこ」

　修学旅行の総括としては、こんなものだろう。

「じゃあ楽しかったんだ」

「何でそうなるんだよ」

「そういうことを言うときって、そうだから」

　どこか嬉うれしそうだった茉菜が、バッグを覗のぞく。

「これ、何……」

　さっきもらったばかりの、謎なぞのゆるキャラのぬいぐるみをつまんで、表情を曇らせた。

「ご当地キャラ」

「にーに、そんなの買うくらいなら──」

「いや、俺じゃなくて、もらったんだ」

　明らかに非難する気満々だったので、誰だれからもらったのかは伏せておく。

「ブサ可愛かわいいっていう魅力ってあんじゃん？」

「うん？」

「それはさ、愛嬌あいきょうがきちんとないとダメなわけ。だからブサくても許されるの」

　的確なダメ出しがはじまった。

　もらった、と言った時点で、おおよそ差出人の予想はついていたらしく、茉菜は小さくため息をついた。

「どうしてなんだろう……あんなビジュアルなのに。美的センスというか、感覚が独特っていうか……」

　解げせぬ、と首をひねっていた。

　テレビやネットでも、芸能人の私服姿が公開されたりするけど、おかしな人はいない。伏見ふしみの場合は、甘く見積もってどうにか「独特」という評価が得られる範囲だった。

「いいだろ、もう。悪気があるわけじゃないんだから」

　つまんだままのぬいぐるみを奪い返し、バッグに戻した。物色する茉菜がまた何かを見つけた。

「キーホルダーとキーケース。あっちで買ったんだ？」

　俺が持ってなかった物って、何ですぐわかったんだ。

「ああ、まあ、これもお土産でもらいもの」

「いいじゃん」

　ですよね。実用的だし、あって困らない。

　鳥越とりごえには一応したので、伏見ふしみとヒメジにもいつかお返ししないと。

　衣類を吐き出してゲッソリしたバッグを持って階段を上がる。その後ろを茉菜がついてきた。

「どうした」

「んーん」

　ニコニコとしたまま、俺が部屋に入ると、同じく中にやってきた。

「にーに？」

「わかってる、わかってる」

　てか、バッグ見たんなら予想ついただろう？

　俺はご当地の名物とされる、ちりめん山椒さんしょうと佃煮つくだにの海苔のりが入ったビンを取り出す。

「お土産。やるよ」

　ズイっと突き出すと、受け取る前に手を叩たたいて茉菜は笑いはじめた。

「もしやって思ったけど、やっぱこれだったっ！　渋っ！　ウケる！」

「そんな笑うことないだろ。味見して結構美味おいしかったから、気に入るかなって思って」

「よしよし。にーには、あたしが喜ぶ顔が見たかったんだ？　いい子いい子」

　ふざけて頭を撫なでてくるので、その手を払った。

「でないと、まともな飯作ってくれなくなるだろ」

「まあね。けど、ＪＣの妹のお土産が、ちりめん山椒と佃煮って、ふふふ、ヤバ……」

　心配だったお土産の反応は、かなり上々といえるだろう。

　やっぱ、無難なのは食い物だよな。

「あたしとしてはさ、にーにのセンスを見せてほしかったんだけどなー？」

　無難な選択をするなと言いたいらしい。

「あ、そういえば──」

　何かを思い出した茉菜は、俺のバッグに手を突っ込んで何かを探す。

　取り出したのは、三つに連なっているえちえちエチケットだった。

「使ってない……」

「そりゃそうだろ」

　準備しているときに持たされたあれを所持しておくわけもない。でも、その予感があったんだろう。茉菜はどうやら準備を済ませた俺のバッグにまたしても忍ばせていたのだ。

「ちゃんと使いなよ！　そりゃそうだろ、じゃないでしょっ」

　眉根まゆねを寄せて、真剣に茉菜が怒った。

「何でそんなにキレてんだよ」

「いつからそんな悪い子になったの、にーに！」

　ベシベシ、と結構な力で叩いてくる。

「やめろ、こら」

「ヘタレで鈍感なにーにが、旅先の解放感に任せて……」

「待て待て、なんか勘違いしてんぞ」

　て言っても、茉菜は全然聞く耳を持ってくれない。

「誰……？　にーに、もしかして、あたしが思っている以上に、オトナ……？」

「誰とかじゃなくて」

「じゃ、じゃあ、知らない人──！？　だから使わなかったの！？」

　獣を目まの当あたりにしたかのような茉菜は、ちょっとだけ俺から距離を取った。

「マナーだって、あれほど言ったのに！　にーにの百発百中！」

　それ、悪口なのか？

　どん、と俺を突き飛ばし、茉菜は部屋を出ていく。

「お、おい、茉菜──！」

　し、仕方ねえ。ハッキリ言うか。

「にーには、ちゃんと童貞だぞ！」

　廊下を走り去ろうとした茉菜の足がピタりと止まる。

「じゃ何で使ってないの？」

「大人の階段を駆け足でのぼるイベントが起きなかったからだ」

「……なぁーんだ。よかった、童貞で」

　いや、いいか悪いかだと、よくはないんだ。よくは。決して。

「念のためお財布にも入れといたげるー！」

「いいって！」
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　週が明けた月曜日、さっそく担任から修学旅行のレポートを出すようにと命じられた。

　レポートとかいう馴染なじみのない単語に戸惑ったものの、結局は感想文みたいなものでもいいらしく、しおりと撮った写真やアルバムが役に立ちそうだった。

　俺おれたち学級委員は、レポートの回収役を仰せつかり、週末までには全員分を集めろとワカちゃんから指示があった。

　鞄かばんに入っていたしおりをぱらぱら、とめくる。

　解放感が強かったせいか、もうずいぶん前だったような気がしていた。

「レポート、諒りょうくんはどんなことを書くの？」

　昼休憩に入ると、真っ先に伏見ふしみが尋ねてきた。

「二日目のことがメインになるかな」

「楽しかったね。諒くんも楽しそうでよかった」

「俺が？」

「しおりを見る目が優しそうだった。ゾウさんみたいに。だから楽しかったんだなって」

　どんな目だよ。

「何しているんですか。早く行きましょう」

　鞄を手に席を立っているヒメジに急せかされる。

　行くってどこに。

「静香しずかさんはもう行ってしまったみたいです。待ってくれてもいいのに」

「ヒメジも来るのか、物理室」

「お邪魔でしたか？」

「いや」

　鳥越とりごえもヒメジとはそれなりに仲良さそうだし、来ても大丈夫だろう。

　準備をして立ち上がると、名残惜なごりおしそうに伏見が俺たちを見送った。

「姫奈ひなは来ないんですか」

「付き合いってやつがあるらしい」

「付き合い、ねえ。何ですかそれ」

「まあそう言うなよ」

　伏見と言動がまるで逆なので、「付き合いたくはないけど、関係を保ち続ける」という伏見の角を立てないための八方美人が理解できないんだろう。

　ヒメジは良くも悪くも自分本意っていうふうに映る。

　やりたいならやるし、やりたくないならやらない。とてもシンプル。

　物理室にやってくると、定位置にいる鳥越を確認して、俺も定位置に座る。

「前も思いましたけど、どうして離れてるんですか？」

「いいだろ、離れてるほうが。気楽で」

　そうでしょうか？　とヒメジは納得いかなさそうに、俺と鳥越の間にある数メートルの距離を目線で一往復させた。

「高森たかもりくん、ひーなあとで来ると思うから、そのときに話を」

「話？　レポートの？」

「ううん。映画、どんなのにするかっていう話し合い」

　そういや、まだきちんと決めてなかったな。

「言ってましたね、若田部わかたべ先生。映画を撮って学祭のときに上映するって」

「そ。予算の都合で、普通の高校生が主人公の現代劇になりそう──ってくらいまではまとまってるんだけど、それから進んでなくて」

「へえ。そうでしたか」

　ヒメジが、不敵な笑みを一瞬覗のぞかせる。

　あー。揉もめそう。伏見ととっても揉めそうだ。この顔は。

「ヒメジちゃん、何かやりたい役割はある？　今のところ、私が脚本で高森くんが監督っていうふうになってる」

「成功させる気があるなら、私を使わない手はないと思います」

　自信満々にヒメジは言う。

　ビッグマウスヒメジ。

　さすが。元アイドル様は言うことが違う。

「それなんだけど、一応伏見が主演ってことになってて、他の役ってことになるけど、いい？」

「姫奈が男役で、私がヒロインでいいんじゃないですか？」

　この厚かましさも一周回ってすごみを感じる。我が行く道に阻はばむ者なしってくらいの堂々たる主張だった。

「そこらへんどうなの、鳥越」

「なくはないけど」

「適役です。姫奈はぺったんこで色気も何もありませんし」

　私はこうで、ああで、だからいいのだ！　と子供みたいに主張を押し通そうとするヒメジだった。

　悪寒おかんにぶるりと身震いをさせ、そっと振り返ると、伏見が黒いオーラを出しながら、扉の小窓からホラー映画ばりにこっちを覗のぞき込んでいた。

「伏見もやりたがってるから、そこは……」

　穏便に済ませようとしていると、我慢ならなかったのか、伏見が中に入ってきた。

「わたしがやるから、藍あいちゃんは、他のことやってよ」

「他のことって、主役ですか？」

　空気がピンと張り詰めた。

　こうなると思った。放っておくしかないな、こりゃ。

　鳥越を見やると、笑いを堪こらえるように口をへの字にしていた。

「またケンカ……」

　修学旅行の部屋の中でも同じように小競り合いをしたんだろう。

「藍ちゃん、それなら勝負しようよ」

「勝負？」

「演技勝負！　それならいいでしょ」

「いいでしょう。望むところです」

　話が思わぬ方向に転がりはじめた。

　その業界にいたのなら、ヒメジは得意だろう。楽しくないのに笑顔を作ったり、歌うためにボイトレとかもしてた（？）だろうし。

　伏見も勉強中だから、ヒメジとはいい勝負になりそうだ。

「私たちが審査員する。でも二人だから……」
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「出口でぐちでいいなら呼べるけど」

「そうしよう」

　というわけで出口を呼び出した。

　その間、何を演じるか話し合ったところ、鳥越が持ってきていた漫画のワンシーンを再現することになった。

　鳥越が設定と状況を説明する。

「やってもらうのは主人公の友達。部活の大会前にケガをしてしまって入院。主人公たちが病室にお見舞いに来て『わざわざごめんねー』って開口一番に言うところから」

　なるほどな。

「じゃ俺からも一個だけ。明るく言ってるけど、内心泣きたいほど悔しいって感じで──」

　真顔で聞いている二人がふんふん、とうなずく。

「しーちゃん、この友達は元々明るい性格なの？」

「うん。そういうキャラ。努力家で頑張ってたんだけど、怪我けがをして──っていう流れ」

　まあ、青春部活ものでよくあるシーンと言えなくもない。

「ういーす。何用？」

　やってきた出口にも状況を説明して、一緒に審査してもらうことにした。

「うわ、楽しみー。どっちからやるの？」

　ジャンケンで決めてもらうと、先攻伏見で、後攻はヒメジとなった。

「俺が手叩たたくから、それからスタートってことで」

「うん、了解」

　俺たちから離れて、伏見は椅子いすに座る。目配せされて、俺は「よーい……」と言って手を打った。

　ただ座っているだけなのに、元気なさそうに見える。それから何かに気づくと、セリフがはじまった。

「──わざわざごめんねー」

　からりとした声音こわねと表情で、主人公たちを迎えた伏見。

「こんなんなら、お見舞いはもっとオシャレなお菓子とかにしてもらえばよかったよ」

　自然だった。

　でも、何かを思い出したかのように、セリフの合間にふっと表情が陰る……ように見えた。

　やがて主人公たちがお見舞いを終えて出ていく。笑顔で手を振って、手を降ろしてふと素すに戻る。

　無言で口を引き縛り、ぎゅっと拳こぶしを握った。

　ここで終わりなので、俺はもう一度手を叩たたいた。

「終了」

「ふ、伏見さんすげー。オレ、この漫画の風景見えたわ」

「いやいや、どもども」

　えへへ、と照れくさそうに頰ほおをかいて伏見はこっちに戻ってくる。

「諒くん、どうだった？」

「こんなもんじゃない？」

「褒めてよぅ」

　むーと膨れる伏見を宥なだめて、鳥越がヒメジにスタンバイを促す。

「ヒメジちゃん、次」

「はい」

　ヒメジが配置につき、準備が整ったようなので、俺は合図を出した。

「──わざわざごめんなさい」

　お。若干セリフを変えてきた。

　にしても、これは……。

「こんなことなら、お見舞いをもっと……いいお菓子がよかったわ」

　長いセリフでもないのに覚え切れてねえ！

『あれ？　次のセリフ何だっけ、やべえ』って顔に出てるし……口調が教科書の朗読。ほとんどそんな感じ。

　大根役者ぶりを晒さらしていた。

「ヒメジ。もういいよ」

「え？　途中なんですけど……。まあいいです。それだけ圧倒的だったってことですよね」

　自信満々。

　大根役者ぶりを晒しても、なお揺るがない自信。

　こいつぁ、大物だ……。

　圧倒的？　ああ、そうだな、うん。

　審査員で顔を見合わせると、思っていたことは一緒だったようだ。わかりやすいくらい差があったから、審査に困ることはなかった。

　よかったほうの前に並ぶってことになり、伏見の前に三人が並んだ。

「どうしてですかぁ。節穴ぁ！」

　あのレベルでよく怒れるな。

「ヒメジ、恨みっこなしだから。あと、素人目しろうとめに見ても、悪い意味でヤバイってすぐにわかったから」

「え」

　きょとん、とヒメジが目を丸くした。

「そ、そんなはずは……」

「『成功させる気があるなら、私を使わない手はないと思うわ』って大見得おおみえ切ったのに」

「い、言わないでください！」

　恥ずかしそうにヒメジが顔を赤くした。

　伏見が得意満面の笑顔で、肩をポンと叩く。

「藍ちゃん」

「な、何ですか」

「これが実力の差で、現実ってやつだから」

「ッ！」

　煽あおるなよ、伏見。

　思った通り揉めたけど、当初の計画を変更しなくてもよさそうだ。

「……結局何するんだっけ？」

　伏見とヒメジがバチバチと目線でケンカをしていると、出口が改まったように訊きいてきた。

「予算の都合で、高校生主人公の現代劇。三〇分未満の短編にしようかなって」

　俺が答えて、確認するように鳥越に目線をやると、こくりとうなずいた。

「まだそれくらいしか決まってないから、出口くん、何か提案ある？」

「ねえ」

　ノータイムの返答だった。

「オレは、みんなで一緒に作ったって感じがあれば、それが一番だと思う」

　いいこと言っただろ？　って顔に書いてある。

「ねえねえ、高森くん、青春野郎がなんか言ってる」

「そういうの、綺麗きれいごとだよな？」

「ね」

　友達少ないコンビの意見は一致していた。

「おいいいい、目の前で陰口言うんじゃねえ！」

　そうは言ったけど、出口の意見にも一理ある。

「一緒に作った感、か。学校が舞台だと、小道具も大して必要ないし……」

「舞台装置に一番人手と時間がかかるけど、予算上の設定だと、最悪この五人だけでも作れないこともないよ」

　かといって、みんなを参加させるための道具を作るってなると本末転倒だ。

「鳥越、なんか考えてる話ってあったりする？」

「うん……ちょっとくらいなら」

　鳥越は携帯を操作して、メモしているらしきアイディアをいくつか挙げてくれた。

　恋愛、部活、友達、青春、まあそんな感じだった。

　できることが限られるとなると、こうなるのも仕方ないだろう。

「伏見はどう思う？」

　フシャー、と毛を逆立ててヒメジと対峙たいじしていた伏見が、ようやく会議に参加した。

「恋愛系のやつがいい」

　鳥越がやや微妙そうな顔をする。アイディアとして挙げたけど、好みではなかったんだろう。

「しーちゃんがそういう顔するのもわかるよ。わたしも、その手のやつって、ちょっと微妙かなって思うし」

「だったらどうしてですか？　姫奈は、それでもやりたいんですか？」

「最大の関心事であることはたしかだと思うから、みんな興味を持ってくれるんじゃないかなって」

　それはそうだろう。少女漫画のメインターゲットどんぴしゃ世代なんだ。

「つーことは、だ。Love Storyってことか」

　発音いいのが鼻につくな。さっきからそう言ってんだろ。

「完全なわたしの好みだと、ちょっと暗い設定や流れになったりするんだけど」

「私も」

　鳥越も同意した。この二人は創作物に関する好みが似ているらしい。

「いいんじゃないですか、それで」

　意外にもヒメジがあとを押した。

「やりたくないものを無理にやる必要はありません」

　そういう恋愛モノもなくはないか。

「たかやん、切なさマシマシで行こうぜ」

「出口に言われると、それ大丈夫か？　ってなるの、俺だけか？」

「ちょっとは信用してくれよ」

　おほん、と伏見がわざとらしく咳払せきばらいをする。

「合宿しよう」

「合宿？　何の？」

「企画会議合宿」

「いいですね」

「うん、あり」

「オレも行っていいならありだ」

　合宿の必要ある？

　放課後集まって話すだけで十分な気がする。

「じゃ決まりだね！」

「待て待て。勝手に決めんなって」

「たかやん、女子とお泊まりできる機会なんて、これが最後だぞ？　ありがたく参加させてもらおうぜ」

　こいつはちょいちょい主旨からそれるんだよなぁ。

「諒は、私たち以外とロクにお泊まり会をしたことがないから、ビビってるんですよね？」

　知ったふうな口を……。

　まあそうなんだけど。

　みんなはしたことがあるのか、と目を配ってみると、伏見も鳥越も口を閉じた。

　この二人も経験がないらしい。

　だからやりたがってるんだろう。

「わかった。どこでやるか決めよう」
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　茉菜まなが忙しそうにキッチンで料理をしている。

「……何か手伝うことある？」

「にーには戦力外だからリビングいて。邪魔まであるから」

　と、にべもなく言われ、俺おれはリビングでみんなを待つことにした。

　週末土曜の昼過ぎ。

　企画会議合宿を高森たかもり家でやることに決まり、俺はそわそわしながらリビングから外の様子を窺うかがっていた。

「ママ、すっごくビックリしてたねー。嬉うれしそうだったし」

　キッチンから茉菜が話しかけてくる。

　母さんに、友達数人が泊まりに来るけど大丈夫か？　って訊きいたところ、ふたつ返事でオッケーだった。

『茉菜ちゃん、ご飯作ってあげて。ママ仕事と用事で週末はほとんど家にいないし』

『りー』

　てな具合で、食材費を受け取った茉菜が、今キッチンで晩飯を絶賛仕込んでいるのである。

　まだ昼なのに、今やらなくてもいいんじゃないかって言ったら、人数も多いし材料の下準備に時間がかかるそうだ。

「なんかさー。こういうふうにたくさん作ることがないから、ちょっとあたしも楽しいんだぁ」

　シシシと茉菜は笑う。

　いいギャルだよ、おまえは本当に。

「姫奈ひなちゃんも藍あいちゃんもシズも親方も来るんだよねー？」

「ああ。あとおまけもな」

「おまけ……？」

　茉菜が首をかしげた。

　篠原しのはらを呼んだのは、鳥越とりごえ並みに漫画や小説や映画に詳しいからだ。アイディアを出してくれる人は多いほうがいいので、呼ぼうとなったのだ。

　どっさり借りた少女漫画を返すいいタイミングでもある。

　借りた分は全部読んだけど、どハマりしたのは茉菜のほうで、何度も読み返していた。

　呼び鈴が鳴らされ、スリッパをつっかけて扉を開けると、幼馴染おさななじみコンビがいた。

「やほ。来たよ」

　笑顔で小さく手を振る伏見ふしみの隣に、肩を揺らしながら強引に口を閉じようとしているヒメジがいた。

「ふ。ふふっ……お邪魔、します……」

　ちら、とヒメジが横目で伏見を見ると、両手で顔を覆おおって、今にも崩れんばかりに笑いを堪こらえていた。

「藍ちゃん、さっきからずーっとこんな感じで……」

　伏見。たぶんそれは、おまえの私服を笑ってるんだと思うぞ？

　本人がきょとんとしているから、ちょっと言いにくい。

　また『ギャグじゃないもん！』って言って泣きだす可能性があるし。

　エプロンで手を拭きながら茉菜も玄関に顔を出した。声で誰だれが来たかわかったんだろう。

「姫奈ちゃん、藍ちゃん、いらっしゃ──」

　パスパス、パ……とスリッパの音が止まり、茉菜がフリーズしていた。

「お、おい、茉菜、大丈夫か!?」

「にーに、悪夢を、悪夢を見た」

　ついにヒメジが声を上げて笑いだした。

「え？　何？　どうしたの？」

「茉菜、現実だぞ、これが」

「もう、やだ……。本当に。一周回って新しいとか、そういうのって、ちゃんとした知識がある人がやっていいやつだから……」

　白目を剝むきそうになっている茉菜を俺は支えた。

「も、もし部屋着だとしても、なしよりのなしなし二十世紀梨だから」

　二十世紀梨……。

「二十世紀梨ちゃん、ちょっと来て」

　茉菜がちょいちょいと伏見に手招きをする。

　きょとん顔の伏見は自分を指差していた。

「ん？　梨？」

　ものすごい剣幕をする茉菜は、伏見を連行していった。伏見は何が起こるか予期してない純粋な瞳ひとみで何回もまばたきしていた。

「あれ、本気なんですか？」

　ひとしきり笑ったヒメジが尋ねた。

「だから困ってるんだ」

「はぁ……この一年で一番笑いました」

　目尻の涙をすくって、「ああ、おかしい」とため息交じりにつぶやいた。

　そうしているうちに、鳥越と篠原、出口がやってきた。

　全員が入るには俺の部屋は狭いので、会議はリビングで行うことにした。

「たかやんちって、普通だな」

「何を期待して来たんだよ」

「高森くん、ひーなまだ？」

「ああ。茉菜に連れていかれて──」

　ふと、篠原の様子を窺うと、ちらちら、とヒメジに目をやっていた。

「……」

　そっか。出口はまあいいとして、ヒメジとは初対面だ。

「篠原、こっちが姫嶋ひめじま藍……さん。この前からうちの高校に転校してきた幼馴染」

　よろしくお願いします、と小さく笑顔を作ったヒメジ。

　俺が篠原のことを軽く紹介しようとすると、小声でひそひそと鳥越に耳打ちをしていた。

「アイカ？　って何、みーちゃん。ヒメジちゃんは藍ちゃんだから」

「だからぁ……」

　もどかしそうにする篠原が、簡単にヒメジに挨拶あいさつをした。

「篠原、美南みなみ、です。……な、な、何度か、『サクモメ』の、ライブ行って握手も、何度か……み、みみ、短かったけど、お話もさせてもらってて……お、覚えてないかもしれないけど──い、い、一番の推しでしたありがとうございます」

　テンパってるせいか、篠原の眼鏡めがねがちょっとズレてる。

　対するヒメジは笑顔が凍っていた。こっちも何か思い出したらしい。

　篠原もこの手のことに詳しかったんだな。漫画とか小説とか、そういう系だけかと思っていた。

　どの程度有名だったのか、わからなかったけど、こうして面と向かって「推しでした」って言われるあたり、マイナーでも有名なほうだったんじゃないだろうか。

　でないと、ネットで取り上げられたりすることもないだろう。

　ヒメジ、どうするんだろう。

　誤魔化ごまかすなら援護するぞ。

　ちらっとヒメジを見ると、目が合った。

　余計なことを言わないでください、か、援護よろしくお願いします、ってところかな。

「人違いですよ、たぶん。よく言われますから」

「だとさ、篠原。よくわからん謎なぞのマイナーアイドルに似てるってよく言われるみたいで、ヒメジはちょっとだけ迷惑しているんだ」

「謎で悪かったですね」

　ぼそっとヒメジが不貞腐ふてくされたように鼻を鳴らした。

　俺のフォローも結果的に悪かったし、ヒメジが反論するにしてもタイミングが悪かった。

　みんなが注目している今言わなくても。

「おまえ、ここでそんなこと言ったら──」

　そうだって言ってるようなもんだろ。

　微妙な空気が流れ、鳥越が「お手洗い借りるね」と静かに言って、部屋を出ていく。

　なるほどな、と出口はおおよそのことを察したようだった。

　篠原も気づいた様子だったけど、あくまでも『人違い』という主張を尊重したのか、「そ、そうよねー」と棒読みのよそよそしい態度を取った。

「あ。にーに。お茶くらい出しなよー」

　戻ってきた茉菜が、テーブルに何もないことを真っ先に咎とがめた。

「それもそうだな」

　席を立ってキッチンで麦茶を人数分を入れていると、リビングからヒメジと伏見の会話が聞こえてきた。

「姫奈、服……着替えたんですか？」

「うん。燃やすって茉菜ちゃんに脅されて……仕方なく」

　そんなこと言ったのか。

　茉菜を見ると、渋い顔で首をゆるく振っていた。

「あたしはね、にーに。本来のポテンシャルを活いかさないなんて、罪だと思うわけ」

「言いたいことはわかる」

　伏見の私服は、伏見個人よりも強烈すぎて、顔よりも私服が印象に残る。

「近所だからって姫奈ちゃんは油断し過ぎなんだよ」

　まったくぅ、と茉菜は唇を尖とがらせた。

　お茶を持ってリビングに戻ると、鳥越がトイレから戻ってきて、ようやく全員が揃そろった。

「たかやん、妹いたの」

「ああ、うん」

「めっちゃギャルじゃん」

「まあな。晩飯は、その妹が作る」

「大丈夫かよ、ギャル飯で」

「妹は、家事全般が得意で、料理も上手うまい」

「いいなぁ……ギャルで妹で、家事何でもできるって……ハイスペックすぎじゃね」

　ギャルと妹をハイスペックと呼ぶかは別として、それには同意だった。

「久しぶりに中に入ったけど、変わってないんですね？」

　あたりを見回したヒメジが言う。

「リフォームしたわけでもないから、どこも変わってないよ」

　それもそうですね、とヒメジは俺の部屋がある方角を見上げた。

「みんな揃ったので、第三回学祭映画企画会議をはじめます」

　伏見の仕切りで会議がはじまった。これ三回目なの？　っていう疑問は、みんな抱いただろうけど、誰もツッコまなかった。

　初参加の篠原に概要を伝えて、まずはアイディアを出していく。

「お手軽だけれど、面白おもしろいもの……ってなると、やっぱり企画と脚本がモノを言うことになりそうね」

　眼鏡をクイっと上げて言うので、なんだか妙に説得力がある。

「面白いものを作るって言っても、みんなが何を面白いと思うかで、大きく違ってくるでしょう？」

　うんうん、とみんなして篠原の話に聞き入る。

「どういう映画が面白いと思う？」

　と篠原が言うので、順番に答えていった。

「もちろん、監督だよ。だいたいそれでわかるから、わたしくらいになると」

　得意そうに伏見は言った。通ぶってる感を出しまくりだった。

「私は、雰囲気や設定……かな。誰が出てるとか、誰の作品とかじゃなくて」

　俺も鳥越に近いかもしれない。

　そこまで詳しくないっていうのもあるから、あらすじや煽あおりのキャッチコピーで決めることが多い。

「主演ですよ、主演。好きな俳優や女優なら、多少つまらなくても見たいと思いますから」

　ヒメジはざっくりしてんなー。

「オレは──よくわかんねえ」

「何しに来たんだよ、出口」

「たかやん、オレのことはでぐっちでいいぞ」

「しかし、みんな意見バラバラだな」

「無視すんなよ！」

　まだニックネーム呼びは、俺には早い気がするので、もうちょっと心構えができてからにする。

　こういうの好き──というのをそれぞれが語りはじめ、伏見が用意した議事録用のノートは、俺が代わりに書くことにした。

　けど、全然まとまらない。

　伏見、鳥越、篠原あたりは、好きな物語や映画を語りだすと長いし、ヒメジは、相変わらずざっくりしていて、意見を総合することができないでいた。

「調子どーっすか」

　ひょこ、と茉菜が顔を出す。

「にーに用のお菓子だけど、今日くらいいいっしょ？」

　俺のおやつ用に置いてあったお菓子を茉菜は、カゴの中に入れた。

「おい、俺の──」

「今度買ってあげるから、文句言わないの」

「……」

　出口が、じーと茉菜を見つめていた。

「ギャルなのに、母性すごすぎない……？」

　ときめいていた。

　一度休憩することになり、お茶とお菓子を飲み食いする。

　気分転換で自分の部屋に戻って、参考になる漫画を探していると、中にヒメジが入ってきた。

「入るときはノックしろよ」

「今さらですよ」

　くすっと笑ってベッドに座った。

「この部屋、昔のままじゃないですか？」

「変える必要もないと思って」

「エッチなものはどこに隠しているんでしょう……」

　ベッドの下を覗のぞいたり、枕まくらカバーの中を探りはじめた。

「そういうのは、出口の役だろう」

「あるのはあるんですね」

「まあ……多少はな」

　今さらだろう。お互い色んなことを見たり聞いたりしている間柄なんだし。

　勉強机に向かって漫画の中身を確認していく。

「ビビったな、篠原のアレ」

「……私も覚えていますから」

　マジンコかよ。ていうか、ああいうのって、アイドル側は覚えてないもんだと思った。

　よっぽど篠原が熱心だったのか、それとも、印象深かったのか。

「『同い年で頑張ってるあなたを見て、私も頑張ろうと思った』的なことを言われました。今の私を見て、失望してなければいいんですが」

　どうなんだろう。

　俺は、何かの熱心なファンになったことがないからわからないけど、篠原は今失望しているんだろうか。

「姫嶋藍なんだから、失望されてもいいんじゃないか」

　俺は背を向けたまま別の漫画を手に取る。

　これだと、なんかちょっと違うんだよな……。

　考えるような間ができると、ヒメジが口を開いた。

「私、逃げるように辞やめてきたんです。精神的に不安定になって、体調を崩しがちで、レッスンも全然身が入らなくなって……あんなに憧あこがれた世界だったのに」

「ふうん、そう」

「たったそれだけですか？」

　呆あきれたような声音こわねで、でも、安心しているような声音でもあった。

「俺は、逃げるような場所にすらまだ行けてないから。逃げたっていうのは、そういう結果ってだけだろ。努力して勝負してきたってことが、まず偉いと思う」

　背を向けていたおかげか、思っていたことがするりと出てきた。

　努力できるっていうのは、何もしてない俺からすると、ちょっとうらやましくもある。

　俺は、何に努力すればいいのか、まだわからないでいるから。

「あなたに励まされるなんて思ってもみませんでした」

「そうかよ」

　すっと立ち上がったヒメジ。出ていくのかと思いきや、クローゼットを開けた。

「そんなところにエロ本はないぞ」

「ううん。変えてないんだったら、もしかしてって思って──」

　もしかして……？

「あっ。あった！　ありましたよ、諒りょう！」

　嬉しそうにヒメジは声を上げて、ほら、と俺に一冊の自由帳を見せてくれた。

『三ねん一くみ　高森りょう』

　俺の、ノート……？

「捨てずに同じところにしまっているんですね」

「しまってるっていうか……」

　奥にしまったことを忘れて、きっとそのままだったんだろう。

「諒と私が、この奥に一緒にしまったこと、覚えてないですか？」

　おーい、はじめるよー、と伏見の声が下から聞こえてきた。

　見覚えがあるような、ないような。

　小三ってなると、もう七、八年前のことになる。

　あとで探そうとして、隠し場所がわからなくなったっていうのが一番ありそうなパターンだ。……探そうとした記憶もないから、きっとそれっきりだったんだろう。

　飽きっぽい子供にはありがちなことに思える。

「あとで見せてもらいます」

　と言うので、俺はヒメジに自由帳を渡した。

　二人でしまったってあたり、俺とヒメジが何かを書いていたものだと思うけど、何を書いたのかさっぱり覚えてない。

　小三の自由帳なんて、落書き帳みたいなものだから、大したことは書いてないはずなんだけど。

　リビングに戻って、企画会議の続きを再開する。

　参考にする作品を挙げてみたり、それにちなんだ設定を提案してみたり、それパクりだろ、って指摘されたり。ともかくまあ進まない。

　映画や漫画を作ってる人ってすげーんだなって改めて実感した。

「脚本は鳥越氏なんだから、基本お任せでいいんじゃね？」

「いや、出口、それ言っちまうと今日集まった意味が──」

「はあ？　今日はな！　企画会議っていう名目のお泊まり会だろうが！」

　そんなわけ──。

　鳥越や伏見に目をやると、図星だったらしくすっと目をそらした。

　あるんだな、そんなわけあるんだな？　楽しい楽しいお泊まり会をしに来たんだな？

　はあ、と俺はため息をひとつついた。

「じゃあ、概要は鳥越に任せて、あとは適宜相談って感じかな」

　同意を得たらしく、みんながうなずいた。

「悩むこともあると思うから、そのときはみんなに相談させてもらう」

「しーちゃん、がんば」

「うん。高森くんには、相談する回数も多いと思う」

　まだここにいた茉菜と篠原が、好奇心に目を光らせて、鳥越をばっと見る。

　伏見とヒメジは、じろーっとこっちを見てきた。

「一応監督っていう立場だからな。撮り方次第で難しい設定もそれっぽく見せることができるかもだし」

　篠原が首をかしげるので、その補足説明をした。

「カメラアングルとかで、たとえば宇宙人が出たシーンでも」

「たかやん、たかやん、それはねえわ」

　ハハハ、ウケる、と肩を叩たたいてくる出口の手を払った。

「たとえばって言ってんだろ。……で、宇宙人を画角に収めなくても構図とセリフ回しでその場にいるように映すこともできる」

　安っぽい演出になるけど、実際安い映画なんだ。安っぽさ上等だろう。

「へえ。たかやん、やるぅ」

　出口に褒められてもあんま嬉しくないんだよなぁ……。

「というわけで、高森くんとは相談することが多いかな」

「シズ、大進撃じゃん」

　茉菜が言うと鳥越は困ったように、うつむいた。

「別に、そういうつもりじゃ……」

　前髪を触って、押し黙った。

　茉菜が晩飯の準備をするというので、俺も手伝うことにしてリビングを離れた。

「茉菜、今日楽しそうだな」

「にーにが姫奈ちゃんと藍ちゃんやシズ以外で、誰かをうちに連れて来たのってはじめてじゃない？」

「そうだっけ」

「そうなの。にーには、色んな人に愛されてるんだなって」

「語弊ありまくりだろ、それ」

「そんなことないってば。ちょっと寂さびしい気もするけどね」

　シシシと茉菜は笑って俺と腕を組むと、あれこれ指示をする。

　皿を出したり並べたりしていると、篠原がキッチンに顔を出した。

「どした」

「私、今日はちょっとお暇いとまさせてもらうわ」

「そう」

「もう胸がいっぱいで……」

　ああ、ヒメジの件か。

「これ以上同じ空気を吸い続けていると、もう、どうにかなりそう」

「そんなにかよ」

　玄関まで見送ると、お邪魔しました、と篠原は帰っていった。

「シノちゃん、クール系眼鏡で、ありだなぁ」

　見送りにやってきた出口が、閉まった扉を名残惜なごりおしそうに見つめていた。

　こいつは本当に、女子なら何でもありなんだな。

「親方どうしたの」

　キッチンに戻ると、茉菜が尋ねてきた。

「親方はアイカを推してるヘビーなファンだったらしくて、これ以上は自我を保てないってさ」

「嬉うれションとかしちゃうってこと？」

「嫌すぎるだろ、そんなの」

　ほどなくして夕飯の準備が整い、みんなをダイニングに呼んで食事をはじめた。

「チャン茉菜、料理上手なんだ」

「まあねー」

「諒は、これを毎日食べているんですか？」

　ヒメジが訊いてくるので、俺はうなずいた。

「今日は奮発したメニューだけど、地味な和食とかも茉菜は上手い」

「まあねー」

　ぐぐぐ、と茉菜の鼻が伸びていくかのようだった。

「姫奈は料理下手ですよね？」

「どうして下手が前提の訊き方するの。普通だから、普通」

「姫奈ちゃんは下手だよ」

「うん、ひーなは作らないほうがいい人」

「そんなことないからっ」

　まともに作れるのがかぼちゃの煮物だけの人を「料理上手」とは言わない。

　テレビのバラエティを適当に流しながら、夕飯を食べていく。篠原分の夕飯もあったけど、いとも簡単になくなった。

「チャン茉菜のご飯美味いわ」

「まあねー」

　食べ終わると全員で片づけをして、風呂ふろの準備をはじめた。

「姫奈、一緒に入りましょう」

「え～」

「入ろうよー、姫奈ちゃん。久しぶりに幼馴染三人で」

「ぜ、絶対嫌……！」

　ちらちら、と伏見がヒメジと茉菜の胸元むなもとに目をやって、ブルブルと首を振った。

「どうしてですか？　ペッタンコは恥ずかしいことじゃないですよ」

「くっ。それはペッタンコになってから言ってっ！」

「いいじゃん、いいじゃーん、スレンダーなんだからぁ」

　にこにこしながら茉菜が伏見をつつく。わかってて言ってるな、これ。

「乳ハラスメント、それ乳ハラだから」

　威嚇いかくするように、いーっと歯を見せた伏見の肩を出口が叩いた。

「伏見さん、嫌いじゃないよ、オレは」

「もう、本当に嫌」

　嫌悪感マシマシな顔だった。普段教室では見せない素の表情に出口が感激していた。

「伏見さん、あんな顔をすることもあるんだな」

「よっぽど嫌だったんだろ」

「品行方正な美少女が、嫌悪に顔を歪ゆがめるって、ご飯三杯くらいイケるんだよなぁ……」

　何でもありの雑食マンは言うことが違う。

　……てか、一人ずつ入るっていう発想はないのか？

「ひーな、私と入ろう」

「しーちゃんとならいいよ」

　篠原が隠れ巨乳って言っていたけど、実際どうなんだろう。

　伏見がああして即了承するってあたり、相当わかりにくいんだろうか。

「たかやん、オレたちも一緒に」

「何でだよ。一人でいいだろ。狭いし」

「ま、そうだな」

　最初に茉菜とヒメジ。その次が伏見と鳥越。その次が俺で最後が出口となった。

「たかやん、順番変わろうぜ」

「何で？」

「純度の高い美少女風呂に、入りてぇんだよ」

「にーにたちは、シャワーだから。お湯抜くし」

　半目の茉菜は、明らかに出口を警戒していた。

「にーにの友達じゃなかったら死ぬほど蹴けってると思う」

「茉菜やめろって」

「だってー」

　ぶーぶー、と茉菜は唇を尖とがらせる。

「そういうの、雑食マンにはご褒美になるから」

「うえ、きもっ」

　とか言われても、出口は全然気にした様子はない。鋼はがねのメンタルを持っているらしい。

「たかやん……もしオレが枕を涙で濡ぬらすことがあっても、気にしないでほしい」

　傷ついてた。

　自業自得だと思うから猛省してくれ。







「女子はみんな仲良いな」

　ヒメジと茉菜が風呂に入ると、しみじみと出口が言う。

　男子とは少し違うノリなのだろうというのは、なんとなくわかるけど、その男子のノリを完全に知っているわけじゃないので、黙っておいた。

「チャン茉菜、スッピンでも可愛かわいい？」

「俺はスッピンのほうが馴染なじみ深いから、そっちのがいいかな」

「ほう」

　ヒメジはどうなんだろう。

　わからないほど大きく変わったわけじゃないけど、化粧をきちんとしているので、風呂上がりは印象が変わるかもしれない。

　茉菜のはしゃぐような声と、それを窘たしなめるようなヒメジの落ち着いた声が聞こえる。

　伏見、鳥越、俺、出口。

　四人でテレビをだらーっと見ていると、思い立ったように鳥越が携帯で何かを入力している。

　小難しい顔で唸うなると、首をかしげて、「あり、かな……」とつぶやいた。

　一番大変なのは脚本なんじゃないだろうか。

「なあ、鳥越。なんか手伝えることある？」

「ないよ」

　だよな……。

「わたしもセリフとかそういうのならわかるんだけど、物語の構成ってなるとちょっと疎うとくって」

　伏見も手伝いたい気持ちはあるけど、この手のことは詳しくないらしい。

　どんな設定の話になるのか、期待して待つほかないようだ。

　茉菜とヒメジが順番に風呂から上がり、伏見と鳥越と入れ替わった。

「何ですか」

　じいっと風呂上がりのヒメジを見つめてみる。

　華やかな印象だった顔は質素になり、つるんとしたゆで卵みたいな顔が露あらわになっていた。

　当時の面影があるのは、断然スッピンのほうだ。

「懐かしい顔してるなって思って」

「そうですか」

　テレビを見ながら、出口と茉菜があれこれ話をしている。このドラマ、あれがああで、これがこうで、と、二人とも見ているらしく、話が弾んでいた。

　ヒメジに渡したあのノート、どこに置いたんだろう。

　ちょっとしたタイムカプセルみたいなものなので、中を確かめてみたい。

　そのことを言うと、リビングのほうへヒメジが行くのであとを追った。

　とくに興味がなかったのか、それともドラマが気になるのか、茉菜と出口はダイニングにいる。

「諒は、これに何を書いたか覚えてますか？」

「いや、全然」

　字が上手いわけでもないけど、今からは想像もできないほど、下手くそな自分の名前。

　ヒメジがノートをめくると、大半が落書きで、怪獣だのロボットだの、当時好きだったアニメのキャラなどが書いてある。

「ふふふ、あなたも可愛いときがあったんですね」

「一般的な小三のノートだと思うぞ」

「あ、相合傘あいあいがさ」

　ヒメジが声を弾ませると、これこれ、と距離を詰めて、ノートを指差した。

　まだ少し濡れた髪の毛からは、うちのリンスのにおいがする。それがヒメジから香るので、何だか妙に気になる。

　指差した先に目を落とすと、相合傘には、子供の字で俺とヒメジの名前があった。

「子供ですよね。だから何？　って感じなんですけど……その、諒は、好き……だったんですね、私のこと。だからどうしたの？　って感じなんですけど」

　反対の手でうちわみたいにぱたぱたとヒメジは自分を仰あおぐ。

「好き……だったのか」

「どう見てもそうだと思いますよ」

　それまでのページと同じ筆跡で書かれているから、おそらく俺が書いたんだろう。

「小三の俺は、まあ、そうだったんだろう」

「何ですか、クールぶって」

　ヒメジの口元が嬉しそうに緩ゆるんでいる。

「別にクール気取ってるわけじゃ……」

「でも、覚えています」

　懐かしそうにヒメジは目を細めながら、指で相合傘をなぞる。

「諒は、私のことが好きだったって、私は自覚していて。逆にあなたも、私があなたのことを好きだったって、自覚、あったと思います」

　そうだっけ。あれ？　ん？

「ヒメジ、おまえ俺のこと好きだったの？」

「……」

　真顔で俺を見つめること数秒。

「何を言っているのかわからないです」

「いや、言葉通りだよ」

「私、過去には囚とらわれませんから。小三のときのことを掘り返すなんて、どうかしてると思うんです」

「真っ先に興味示したのおまえだろ」

　さっきの発言からして、どうやらそうらしい。

「両想おもいだった」

　真まっ直すぐ俺を見つめてヒメジがささやく。

「──って諒は思っていたんです」

　意地でも認めない気だ。

「昔のことなんだから、誰が誰を好きでも、今とは関係ない……と俺は思う」

　これは、伏見に対してもよく思う。

　あいつは約束だ何だと言ってそれをきちんと守ろうとする。

　そういう性格だっていうのもあるんだろうけど、そんな昔の口約束に縛られる必要は全然ないと俺は思っている。

「諒のくせに、言うじゃないですか」

「何が書いてあっても気にしなくてもいいって俺は言いたくて……。囚われないんだろ？　過去には。小学生の『好き』って、今にして思えばペラペラなもんだし──」

「いいんですよ、別に」

　続けようとする俺をヒメジが遮さえぎった。

「そう思っていたのは、当時の私だけじゃなかったことがわかって、嬉しかったんです」

　結局認めやがった。

　さっきのやりとりは何だったんだよ。

「今は今。昔は昔ってことでいいだろう」

　これは声を大にして言いたい。

「その通りですけど、恋って、終わらないと好きな人って変わらないんですよ？」

「そりゃそうか」

　嫌になる、フラれる、諦あきらめる、どうでもよくなる、終わりには、色々ある。

　さすがに当時のことを元アイドル様が引きずっているとは俺も思わない。

　太ももにヒメジが手を置いて、ずいっと顔を近づけてきた。

「私の初恋は、終わったと思いますか？」

　顔をそらしながら、「どうだろう」とどうにか口にした。

　ヒメジの初恋が俺だったかどうかもわからないのに、そんなこと訊かれてもわかるはずもない。

「……藍ちゃん、何してるの？」

　ダイニング側の扉ではなく、玄関側の扉のあたりに風呂上がりの伏見がいつの間にか立っていた。

　にこやかだけど、黒い何かが滲にじんでいる。

「何って、おしゃべりです」

「近くないですかー？　おかしくない？　おかしいよねー？」

「そうでしょうか」

　すっとぼけるヒメジを見て、伏見がピキピキとこめかみに青筋を立てている。

「い……い、いッ、いいから離れて────っ！」

　近所中に響き渡るような、よく通る大声を出した。

　発声練習しているだけあるな、と思った。

　尋常じゃないことを理解した俺は、ヒメジを押しのけて言われた通り距離を取った。

　リビングの入り口で、むむむむ、と伏見は口をへの字にしている。

　じわりと瞳の中に涙が盛り上がるのが見え、縛った唇が小刻みに震え、背を向けて廊下を走り去った。

「伏見」

　考えるよりも先に体が動いた。ソファから立ち上がって、あとを追いかけようとすると、腕を摑つかまれた。

「どこ行くんですか」

「どこって」

　ヒメジ、おまえだって見てただろ。

　それ以上に言いたいことがいくつもあって、喉のどに引っかかってなかなか言葉として出てこない。

「今行ったところで、あなたにはどうしようもできませんよ？」

「そうかもしれないけど」

　伏見はいつからあそこに立っていたんだろう。ヒメジは、知ってたんだろうか。伏見があそこにいたってことは。

「いい加減覚えてください。優しさはより深く傷つけることだってあるんです」

「何言って──」

「それが諒の性格だし、人としての美徳であることも確かです。でも姫奈とは違って、あなたは無自覚にそれを振りまいています。限られた友人関係の中で」

　ヒメジは摑んでいた腕をようやく離してくれた。

「姫奈のこと、好きですか？」

「何だよ、いきなり」

「好きなら……愛してるんなら行くといいです」

　フン、と突き放すようにヒメジは言った。

　俺はため息をひとつついた。

　すたすた、と俺はリビングを出ていこうとする。

「へっ？　ちょ、あれっ？　い、行っちゃうんですか!?」

　きょとんとしたヒメジの声が聞こえる。

「うっせー、バーカ！　面倒くさいんだよ、好きだの好きじゃないだの！　何で判断基準がそれだけなんだよ。ともかく、俺はおまえの指図さしずなんて受けねえ！」


「えぇぇ……お、思ってたのと違う展開です……!?」



　リビングを出ていくと、声だけが聞こえてきた。

「そういうところが色んな人を困らせるって言ったんですよ、んもう！」

　ヒメジなりに注意してくれたってことは俺にもわかる。けど、伏見が変な誤解をしたんなら誤りを正すのは早いほうがいい。

　玄関を見ても靴はある。だったら、と俺は一度上を見た。

　階段を上がって最初の扉をそっと開けると、俺のベッドの掛布団が、こんもりと盛り上がっていた。

　やっぱりここだったか。

　俺は安堵あんどのため息をひとつついた。

　布団ふとんの中からちょっと顔を出した伏見が、誰が来たのか確認すると、すぽっとまた布団に潜った。

「おーい」

　もぞもぞ、とミノムシが布団ごと動いて、ベッドの端にスペースを作った。

　……座れってことか。

　がっつり俺の布団の中にいるので、変なにおいがしないだろうかと一瞬不安がよぎった。

　ぐすん、と一度鼻を鳴らす音がして、早口に言った。

「何しに来たの」

「ここ俺の部屋だから。主が来ても不思議じゃないだろ」

　作ってくれたスペースに座って、ミノムシに背中を向けた。

「藍ちゃんとイチャついてた」

「あれはヒメジが」

「放っておいたらチューしてた」

「しねえよ」

「噓うそ」

　はっきりとした口調をすると、ミノムシは続けた。

「転校生と体育倉庫でヘンなことしてたのって諒くんでしょ。あの時間帯に藍ちゃんと一緒にいるの、諒くんだけだし」

　……バレてる。

「何もしてないんだけどな」

　謝るのも違う。こういうときって何って言えばいいんだろう。

　引き出しがなさすぎて、また考えることになった。

「本当に？」

「本当。勘違いしたやつが勝手に広めた噂うわさだから」

「信じる」

「ありがとう」

　ぽふぽふ、と布団を撫なでた。

　すっと布団がズラされて、頭だけが出てきた。

「……」

　ぶすっとした顔だった。

「続けていいよ」

　なくなった布団の代わりにってことだろうか。

　頭を撫でると不機嫌顔が一瞬で晴れた。

「楽しくパジャマパーティできると思ったのに」

「悪かったな」

「諒くんは悪いんだけど、悪くないよ」

　ナゾナゾかよ。

「悪者がいれば、そいつをやっつけておしまいなのに。難しいね……」

　つぶやくように言うと、伏見はそのまま眠ってしまった。

　時間は夜の一一時。

　パジャマパーティをしようと思ってたやつが寝る時間とは到底思えないけど、いつもはこの時間なんだろう。

　下では話し声が聞こえてくる。クローゼットにしまってあった四人でプレイできるゲーム機一式を取り出して、一階のリビングへと戻った。

　出口がよく知っているソフトだったらしく、あれこれとヒメジや鳥越に説明をしていた。

「にーに、姫奈ちゃんは？」

「寝たっぽい」

「寝たぁ～？　せっかくお泊まりしに来たのにぃ～？」

　不満げに茉菜は片眉まゆを上げた。

「姫奈ちゃん、何しに来たのよ、もおー。あ、お布団どうしたの？　あたしのベッド？」

「いや、それが俺のベッドで勝手に」

「ふうーん？　何してたかと思えば」

　含みのある笑顔をやめろ。

「何もしてねえよ」

「うん。だと思った。にーにだもん」

　にひっと茉菜は歯を覗のぞかせた。

　みんながゲームをはじめたので、俺はその間風呂に入った。ていっても、きちんとお湯が抜かれていたのでシャワーで済ませることになった。

　俺とヒメジが隠したっていうあのノート、他に何が書いてあったんだろう。

　俺は伏見といっぱい約束をしてしまっている（らしい）。あれにもそれらしきメモがあるのかもしれない。

　風呂から上がり、ゲームで白熱する四人をよそに、こっそりとノートを取ってきてリビングで開いた。

「チャン茉菜、それセコくね!?」

「セコくないない。常套じょうとう手段だし」

「あっ。静香しずかさん今──」

「ヒメジちゃん、勝負は非情」

　結構古いゲーム機だけど、四人で対戦するときはかなり盛り上がるのだ。

　俺と茉菜、伏見、ヒメジの四人でよく遊んだ懐かしのゲームソフトだった。

　騒がしい声を聴きながら、ノートを読み返す。

　下手くそな字や下手な落書きがほとんど。小三のノートなんてこんなもんか。

　──と思っていると、途中から今の俺に近い字体になった。

　日付とかはないからわからないけど、ノートが余っていたからメモ代わりに使いはじめたんだと思う。

　目を通していくと、思った通り約束メモらしきものが記されている。

　一緒の大学に行くだの、手を繫つなぐだの、いくつも列挙されていた。

　最近伏見が約束だから、と口にしたことの内容と一致している。

「伏見との約束、ちゃんとメモってたのか」

　よかった。

　これで今度約束を持ち出されたとき、俺もその約束が適当な口から出まかせかどうかを判断できるわけだ。
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　リビングに戻って、俺おれもゲーム大会に加わる。騒ぎ声で目が覚めたらしい伏見ふしみもやってきて、深夜までそれは続いた。

「近所迷惑だったりしない？」

　出口が心配してくれたけど、伏見もヒメジも「大丈夫でしょ」と懸念けねんを一蹴した。

「茉菜まなちゃんがいるから」

「茉菜って、ご近所では相当評判みたいですね？」

「えへへ。照れる」

　うちの妹は、ご近所さんにも顔が利きくので、何かあっても不興ふきょうを買うことがないのである。

　すでに半分寝ている鳥越とりごえと一緒に伏見やヒメジ、茉菜がリビングを出ていった。

「たかやん、オレたちも寝ようか」

「そうだな。じゃおやすみ」

「ちょいちょい。オレの布団ふとんは」

　ちらっと俺はソファに目をやった。

「ここ？　オレのベッド？」

「嫌なら帰ってもらうしか……」

「扱いヒドくね!?」

「真面目まじめな話、お客さん用の布団って三組までなんだよ」

「オレがたかやんのベッドで寝る。で、たかやんは、妹と一緒に寝る。これで整った」

　何がだよ。

「座布団並べたらいいか」

「オレはそういう工夫がほしかったわけよ」

　一応客人なので、床に寝てもらうのも悪いと思い、押し入れから座布団を数枚取り出し、部屋へ持って上がる。

「たかやんの部屋、何もないな。らしいっていうか」

「そうか？」

　ベッドのすぐ下に座布団を並べると、ごろん、と出口は横になった。

　俺も自分のベッドに入り、電気を消す。

　いいにおいがする。たぶん、伏見が寝ていたからだ。

　寝ていた時間は一時間くらいなのに、自分のベッドじゃないみたいに感じる。

「たかやん、電気消す派？」

「うん」

「オレ、豆電球だけでもつけたい派」

「郷に入れば郷に従えって言葉をおまえに送ろう」

「んー何も言い返せねえ」

　俺は小さく笑い声を漏もらした。

「映画、上手うまくいくといいな。オレ、今まで行事系のイベントって適当だったからさ。なんか、真面目に真正面から取り組むのが恥ずかしかったっていうか……」

　出口の気持ちは俺もよくわかった。

「真面目にやらないほうがカッコイイ、なんて言うつもりはないけど、誰だれかの言いなりになってるみたいで、嫌だったんだ。やってるんじゃなくて、やらされてるって感じが」

　暗がりに目が慣れてきて、うっすらと家具や天井てんじょうの照明の輪郭が見えるようになってきた。

「伏見が言いだしたことなんだ。自主映画って。それに関して言うと言いなりでもあるけどな」

「言いなり感はないんだよな。学級委員がみんなの意見訊いてくれてたし。それに、誰が発案するかだよ。他の誰かが同じことを言っても、反対意見はあったと思う。同じ一発ギャグでも、売れっ子芸人さんがやるのとクラスメイトがやるのとでは、大違いなのと一緒だよ」

　そういうもんかな。

　まあだからさ、と出口はまとめる。

「伏見さんとたかやんの学級委員コンビが中心だと、一回くらい真面目にやってもいいなって気にさせてくれるってことだ」

　俺がやる気なし系男子の筆頭だからだろう。

　そんな俺が前向きなもんだから、似たような考えの男子も釣られる……ってことかな。

「恥ずかしい話おしまい。寝る」

　そう言ってしばらくすると、出口の寝息が聞こえてきた。

　こんなことを言ってくれる人がいるんなら、俺の学級委員も捨てたもんじゃない。

　……俺も、上手くいったらいいなって思ってる。







　朝とも昼とも言えない中途半端ちゅうとはんぱな時間に起きて、茉菜が用意してくれた朝食を食べる。

　もうみんなは起きていて、身支度を整えたところだった。

「お邪魔しました」

　ぺこっと鳥越が玄関で小さく頭を下げて家をあとにする。

「ちょっとオレ、鳥越氏を駅まで送っていくわ……。じゃ、またな」

　イケメン面した出口が鳥越を追いかけるように帰っていく。

「諒りょうくん、また明日」

「では、また」

　伏見とヒメジの二人も荷物を手に帰っていった。

「なんか急に寂さびしくなるね、にーに」

　わからないでもない。

　結局、企画会議合宿だったのに、話は全然進まなかった。

　けど、終わってみれば楽しかったのでよしとしよう。

　茉菜とリビングやキッチンの片づけをして、最後に自分の部屋の片づけをする。

　ここをメインに使ったわけじゃないから、さほど手間はかからなかった。

『ノート、持ってますか？』

　ヒメジからメッセージが届いた。

『俺が持ってる』

『そうですか。それならよかったです』

　ふと、疑問が湧いてきた。

『ノート、どうしてヒメジが俺と一緒にしまったのか、覚えてる？』




『どうしてって、諒と私のことが書いてあるからに決まってるじゃないですか』




「諒と私のこと……」

　文面をなぞるようにつぶやいて、俺はノートのページをめくった。

　……ヒメジとのこと？

『相合傘に名前が書いてあること以外に、なんかあったっけ』

『最後のほう、よく見てください。子供っぽいくだらない約束が書いてあるじゃないですか』

　一緒に帰る。手を繫つなぐ。その他色々と書いてあった。

　これがヒメジと？

　え？

『これって、伏見との約束じゃないの？』

　ぽんぽん、とテンポよく返ってきたメッセージが、既読のサインになったまま止まった。

　あれ？

　どういうことだ？

　通話の着信。ヒメジからだ。

「もしもし」

『姫奈ひなとの約束って、どういうことですか？』

「どういうことって……」

　俺は書いてある約束が、最近伏見が口にする昔の約束と同じ内容だということを伝えた。

『転校したあとでそういう約束をしたのなら話は別です。そうでないなら、諒と約束をしたのは、私だけだと思うんですが……』

　ヒメジとだけ……？

　中学校以降に俺が伏見と約束を交わすことはないだろう。

　最近まで距離があったんだから。

　そうなると、ヒメジの転校後。

　そんな昔の話でもない。

「ヒメジが知らないだけで、伏見とした約束かもしれないだろ？」

　ただ、俺は、伏見との約束を覚えておらず、忘れてしまっている。

『もし諒と約束をしたなら、あの子は、嬉うれしそうに報告してくると思いますよ。内容が同じというのも余計に気になります』




　もしかして……。

　俺が伏見との約束を忘れているっていう前提が、違うんじゃないか。




『姫奈、私の真似まねをするのって得意でしたよね』

　俺たちは小さい頃からいつも一緒で、何をするにしても同じだった。

『もし諒に覚えがないことを正しいとするなら、色々と矛盾してきます』

　ヒメジも同じ考えに至ったようだ。

『ノートにある約束は、私が諒としたものです』

　てなると──。

『姫奈とした約束じゃないなら、それを諒が覚えてないのは当然だと思います』

　そしてはっきりと言った。

『だって、約束してないんですから』

　反論の根拠として、勉強机の引き出しにしまった別のノートを取り出した。

　俺が昔好きだったのは、伏見じゃなくてヒメジのほうで……。

　伏見がしたと言った約束と同じ内容の約束を、当時ヒメジと既にしていた……。

　あった。もう一冊の別のノート。

　そのノートのとあるページが一部破られている。

　──高校生になったら、ひなちゃんと初ちゅーをする。

　今見ても悶絶もんぜつしそうなくらい恥ずかしいことが書いてあった。

　俺はヒメジが好きだったけど、相手が伏見に変わったってことか？

　ずいぶん薄情というか、軽薄なやつだな、俺。

「なあ、ヒメジ、やっぱり俺は伏見と小六のときに約束してるんだよ」

　鼻白んだようなため息が聞こえた。

『あ、そうですか。それならこの話はおしまいです。手紙を六年生のときに何通かやりとりしたのに、とんだ浮気うわき男です、諒ったら』

　面白おもしろがるような口調でヒメジは俺を責めた。


「それに関しては悪いと思う。でも、言いわけを…………あれ？」



　指を差して『高校生になったら～』の部分を確認してみる。

『どうかしました？』

　なんか違和感。

　ぱら、ぱら、とそのページの前後を見返して、元の場所に戻る。




　やっぱり。




　──高校生になったら、ひなちゃんと初ちゅーをする。




　これ、俺の字じゃない。










あとがき







　どうもこんにちは。ケンノジです。

　早いもので、もうシリーズ三冊目となりました。

　それもこれも買って読んで下さっている読者皆様のおかげです。

　本当にありがとうございます。

　二巻も大好評につき重版がかかり、三巻はどうなることやら、とあとがきを書いている二〇二〇年一〇月現在のケンノジはやきもきしているところです。

　さて、三巻の内容としましては、前巻最後に登場したヒロインが、伏見ふしみや鳥越とりごえの輪に入っていき、そして修学旅行へ～というような内容となっております。

　それと、ケンノジが少し気に入っているのが、友達（？）になった出口でぐち君です。「高２にタイムリープ～」でも親友ポジションのキャラはいましたが、この手のキャラは主人公のそばにいると、主人公とは違った男目線を持たせられたり、内容に厚みを持たせられたりできるので、重宝しています。たいていボケキャラでもあるので、動かしやすくて助かります。

　三巻といえば、作品によっては夏休みに入ったりしますが、本作三巻の作中季節はまだ梅雨つゆ前後です。六月くらいです。次はさすがに夏休みに入ると思うのですが、亀のごとき歩みで主人公たちの青春を綴つづっております。今後もその予定です。

　三巻を刊行するにあたり、様々な方のお世話になりましたので、まとめてで大変恐縮ではありますが、お礼申し上げます。ありがとうございます。次もよろしくお願いします。

　気になる終わり方をしましたが、次の展開がどうなるのか、四巻も是非ご期待ください。
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著者

ケンノジ

　好きな食べ物は、唐揚げ、ラーメン、オムライス、ハンバーグ、ファーストフード……そうです、子供舌です。




イラスト

フライ

　東京都在住。漫画家、イラストレーター。

　書籍の挿絵やキャラクターデザインを中心に活躍中。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




本書に関するご意見・ご感想は

下のQRコードよりお寄せください。

※アクセスの際に発生する通信費等はご負担ください。
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